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四
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裁
判
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第
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立
法
に
関
す
る
動
向
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以
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本
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第
一
二
一
巻
第
一･

二
号
）
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二
節　

我
が
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
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を
巡
る
議
論

　

第
三
節　

追
跡
型
捜
査
手
法
に
関
す
る
議
論
・
裁
判
例
の
情
況

第
四
章　

比
較
法
的
知
見

　

第
一
節　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
向
の
纏
め

　

第
二
節　

情
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デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
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護



七
〇

　
　

第
三
節　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向

　
　

第
四
節　

無
人
機
に
お
け
る
デ
ー
タ
保
護

　
　

第
五
節　

立
法
府
・
司
法
府
に
よ
る
規
律
（
以
上
、
本
号
）

第
三
章　

我
が
国
の
情
況

第
二
章
で
検
討
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
裁
判
例
・
立
法
の
動
向
を
承
け
て
、
本
章
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
無
人
機
を
捜
査
目
的
で

活
用
す
る
際
の
前
提
情
況
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
無
人
機
が
今
後
活
用
さ
れ
て
行
く

か
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
無
人
機
が
活
用
さ
れ
る
方
向
に
あ
っ
て
も
、
我
が
国
に
お
い
て
全
く
活
用
さ

れ
る
見
通
し
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
本
章
に
お
け
る
検
討
の
意
義
に
欠
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
節　

我
が
国
に
お
け
る
無
人
機
活
用
の
現
状

一　

第
一
章
で
言
及
し
た
軍
事
用
の
無
人
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
に
つ
い
て
言
え
ば
、
高
々
度
以
外
の
無
人
機
に
関
し
て
は
我
が
国
の
自
衛
隊
で

も
既
に
一
部
導
入
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
純
粋
な
軍
事
用
で
は
な
い
が
、
平
成
一
八
年
七
月
迄
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
陸
上
自

衛
隊
は
、
基
地
警
備
等
の
た
め
に
無
人
操
縦
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
ヤ
マ
ハ
が
開
発
し
た
Ｒ
─

Ｍ
Ａ
Ｘ
［T

ypeⅡ
G

］
を
独
自
に
改
良
し
た
も
の
）
を

用
い
て
お
り
、
こ
れ
は
赤
外
線
監
視
カ
メ
ラ
を
搭
載
す
る
な
ど
、
簡
易
の
観
測
ヘ
リ
の
役
割
を
担
っ
た
。
ま
た
、
防
衛
庁
技
術
研
究
本
部

は
、既
に
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
航
空
無
人
機
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
来
て
お
り
、昭
和
五
一
年
に
は
無
尾
翼
型
の
研
究
用
Ｒ
Ｐ
Ｖ
（
重



七
一

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

量
約
九
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
最
高
速
度
時
速
約
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
先
端
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
搭
載
）
が
研
究
試
作
、
昭
和
六
一
年
に
は
高
速
標

的
機
Ｊ
／
Ａ
Ｑ
Ｍ
─

1
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ド
ロ
ー
ン
が
制
式
化
さ
れ
て
い
る
。そ
し
て
、昭
和
六
三
年
か
ら
技
術
研
究
本
部
が
研
究
試
作
を
行
い
、

富
士
重
工
が
主
契
約
企
業
と
な
っ
て
開
発
し
た
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
遠
隔
操
縦
観
測
シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
）」
は
、
平
成
八
年
か
ら
陸

上
自
衛
隊
に
よ
る
実
用
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
平
成
一
三
年
度
予
算
か
ら
量
産
級
の
調
達
が
開
始
さ
れ
て

（
（（（
（2
（（（
（

い
た
。

二
　
⑴　

た
だ
、
専
守
防
衛
を
掲
げ
て
お
り
、
相
手
方
の
動
き
を
速
や
か
に
察
知
す
る
必
要
が
あ
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
域
級
偵
察

機
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
戦
術
・
作
戦
級
の
偵
察
手
段
は
、
従
前
の
偵
察
車
輌
や
偵
察
機
で
カ
ヴ
ァ
ー
可
能
で
あ
っ
て
、
編
成
が
遂
行

さ
れ
て
来
た
し
、
戦
略
級
偵
察
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
情
報
収
集
衛
星
が
役
割
を
果
た
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
偵
察
衛
星
は
必
要
な
時
に
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
保
障
が
あ
る
訳
で
は
な
い
し
、
戦
術
偵
察
機
は
見
る
こ
と
が
出
来
る
範
囲
も

時
間
も
狭
く
な
る
と
い
う
憾
み
が
指
摘
さ
れ
て
い
た（

（（（
（

。
こ
の
過
程
で
、
平
成
一
八
年
一
月
、
額
賀
防
衛
庁
長
官
（
当
時
）
が
平
成
一
九
年

以
降
に
ア
メ
リ
カ
製
の
無
人
偵
察
機
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
ま
た
は
プ
レ
デ
タ
ー
）
を
導
入
す
る
方
針
を
示
し
た
。
防
衛
省
は
、
高
々
度
無
人

機
に
つ
い
て
平
成
一
五
年
度
か
ら
国
産
化
の
研
究
・
開
発
を
進
め
て
い
た
が
、
無
人
機
に
偵
察
・
観
測
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
、
公
海
上
か

ら
北
朝
鮮
や
中
華
人
民
共
和
国
な
ど
の
画
像
情
報
を
収
集
し
た
り
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
と
連
携
さ
せ
る
と
い
っ
た
構
想
の
実
現
の

た
め
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
、
平
成
一
七
年
に
合
意
し
た
在
日
米
軍
再
編
中
間
報
告
に
お
い
て
協
力
を
強
化
す
る
分
野
に
無
人
機
に
よ

る
情
報
収
集
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
時
点
で
一
旦
ア
メ
リ
カ
製
を
導
入
す
る
方
向
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。
尤
も
、

か
か
る
方
向
性
も
、
検
討
さ
れ
た
だ
け
で
、
平
成
二
二
年
の
次
期
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
（
中
期
防
）
に
お
い
て
─
無
人
偵
察
機
導
入
の

検
討
は
行
う
も
の
の
─
Ｒ
Ｑ
─

4
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
の
導
入
が
見
送
ら
れ
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
い
た
。

⑵　

し
か
し
、
情
況
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
我
が
国
の
上
空
は
南
北
に
長
い
国
土
の
た
め
に
空
域
は
幅
が
狭
く
、
非
常
に



七
二

過
密
で
あ
り（

（（（
（

、
且
つ
航
空
法
は
無
人
機
の
運
用
を
前
提
と
し
て
い
な
い
た
め
、
障
碍
を
避
け
る
た
め
に
は
、
無
人
機
を
硫
黄
島
か
ら
発
進

さ
せ
、
螺
旋
上
昇
し
な
が
ら
航
路
の
重
な
ら
な
い
高
々
度
迄
上
げ
、
そ
の
後
必
要
な
場
所
に
向
か
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
点
で
、
航
空
自
衛
隊
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
で
も
能
力
が
足
り
な
い
と
考
え
、
直
ち
に
国
産
機
の
開
発
・
実
用
化
が
実
現
可
能
か
は

格
別
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
を
導
入
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
つ
つ
、
我
が
国
独
自
の
無
人
機
を
開

発
す
る
と
い
う
方
向
に
近
時
動
き
出
し
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
動
向
の
背
景
事
情
と
し
て
、
平
成
二
三
年
三
月
の
福
島
第

一
原
発
事
故
の
際
に
米
軍
の
無
人
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が
─
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
国
防
総
省
の
要
求
し
た
条
件
等
を
ク
リ
ア
し
て
い

な
い
点
で
、
そ
の
有
用
性
に
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
─
原
発
の
情
況
を
把
握
し（

（（（
（

、
一
定
の
成
果
を
見
た（

（（（
（

と
い
う
経
緯
が
考
え

ら
れ
、
こ
れ
が
防
衛
省
の
無
人
機
開
発
を
促
進
し
た
面
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る（

（（（
（

。
か
か
る
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
ⅰ 

我
が
国
の
安
全
保

障
環
境
の
悪
化
に
加
え
、
ⅱ 

警
戒
監
視
衛
星
等
に
比
べ
て
費
用
対
効
果
が
高
い
、
ⅲ 

上
記
平
成
二
三
年
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
で
ア
メ
リ
カ
軍
無
人
機
が
現
場
を
撮
影
し
た
よ
う
に
、
災
害
・
事
故
時
の
情
報
収
集
も
強
化
出
来
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
平
成
二
五
年

八
月
、
防
衛
省
は
平
成
二
六
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
を
導
入
す
る
費
用
を
計
上
す
る
方
針
を
固
め
た
と
報
道
さ
れ

た
。
平
成
二
六
─
三
〇
年
度
で
三
機
購
入
し
、
地
上
施
設
整
備
も
含
め
た
費
用
は
一
〇
〇
〇
億
円
前
後
で
あ
る
と
い
う（

（（（
（

。

⑶　

加
え
て
、
第
二
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
近
時
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
民
間
へ
の
無
人
機
使
用
の
促
進
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
、

韓
国
に
お
け
る
国
を
挙
げ
て
の
自
国
製
無
人
機
開
発
の
取
り
組
み
等
に
も
刺
激
を
受
け
、
─
も
と
も
と
我
が
国
に
お
い
て
は
、
農
薬
散
布

用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
発
展
を
み
て
い
た
が（

（（（
（

、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
─
─
荷
物
の
運
搬
・
建
設
現
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
民
間
分
野
で
の

無
人
機
使
用
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る（

（（（
（

。
特
に
は
じ
め
に
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
オ
バ
マ
政
権
下
で
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
重

量
の
無
人
機
が
警
察
に
お
い
て
も
使
用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
（
近
々
、
法
執
行
機
関
が
犯
罪
者
の
追
跡
・
違
法
薬
物
捜
査
・
犯
罪
の
発
見



無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

七
三

等
に
無
人
機
を
広
く
活
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
評
さ
れ
て
い
る

（
（（（
（

）、
国
情
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
合
衆
国
の
動
向
を
見
据
え
て
我
が
国
の
捜
査

に
お
い
て
も
無
人
機
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
点
は
予
測
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
情
況
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
、
捜
査
目
的
で
無
人
機
を
活
用
す
る
要
件
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
意
義
は
認
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。

第
二
節　

我
が
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
巡
る
議
論

一　

第
二
章
で
は
無
人
機
の
本
場
と
も
言
い
得
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
議
論
情
況
に
つ
い
て
若
干
の
素
描
を
試
み
た
。
本
節
で
は
そ
れ
と

の
比
較
の
面
を
も
含
め
て
、
無
人
機
の
問
題
に
関
わ
る
限
り
で
我
が
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
関
す
る
議
論
を
簡
単
に
眺
め
る
。

主
と
し
て
憲
法
学
上
の
議
論
に
則
し
つ
つ
、
期
間
を
概
ね
、
⑴
「
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
貰
う
権
利
」
拡
大
期 

㈡
、
⑵
「
自
己
情
報
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
展
開
期 

㈢
、
⑶ 

シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
転
回
期 

㈣ 

の
三
期
に
分
け
て
鳥
瞰
し
て
み
た
い（

（（（
（

。

二　

⑴　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
前
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
を
参
照
し
つ
つ
、「
秘
密
権
す
な
わ
ち
プ
ラ

イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
研
究
も
存
し
た
が（

（（（
（

、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
が
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
六
〇
年
代
以
降
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（（（
（

。
憲
法
学
説
は
「
宴
の
あ
と
」
事
件
東
京
地
裁
判
決
（
東
京
地
判
昭

和
三
九
年
九
月
二
八
日
下
民
集
一
五
巻
九
号
二
三
一
七
頁
）
に
注
目
し
た（

（（（
（

。
同
判
決
は
、「
私
事
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
と
い
う
法
的
保
障

な
い
し
権
利
」
が
「
個
人
の
尊
厳
を
保
ち
幸
福
の
追
求
を
保
障
す
る
う
え
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
公
開

さ
れ
た
内
容
が
、
ⅰ 

私
生
活
上
の
事
実
又
は
事
実
ら
し
く
受
け
止
め
ら
れ
る
恐
れ
の
あ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
（
私
事
性
）、
ⅱ 

一
般
人
の

感
受
性
を
基
準
に
し
て
当
該
私
人
の
立
場
に
立
っ
た
時
に
公
開
を
欲
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
秘
匿
性
）、
ⅲ 



七
四

一
般
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
で
あ
る
こ
と
（
非
公
然
性
）
を
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
三
要
件
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
こ
に
お
い

て
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
ブ
ラ
ン
ダ
イ
ス
が
提
唱
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
貰
う
権
利
」
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
は

我
が
国
で
も
迅
速
に
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

⑵　

刑
事
手
続
の
分
野
で
は
、
昭
和
四
四
年
一
二
月
二
四
日
最
高
裁
大
法
廷
判
決
（
京
都
府
学
連
事
件
。
刑
集
二
三
巻
一
二
号
一
六
二
五
頁
）

が
注
目
さ
れ
た
。
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
公
権
力
統
制
の
分
野
に
関
わ
る
も
の
で
、
私
人
間
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題
と
は
切
り
分
け

る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
有
力
で
あ
る（

（（（
（

が
、
四
で
触
れ
る
住
基
ネ
ッ
ト
事
件
が
「
憲
法
一
三
条
は
、
国
民
の
私
生
活
上
の
自
由
が
公
権

力
の
行
使
に
対
し
て
も
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
の
私
生
活
上
の
自
由
の
一
つ
と
し
て
、
何
人
も
、

個
人
に
関
す
る
情
報
を
み
だ
り
に
第
三
者
に
開
示
又
は
公
表
さ
れ
な
い
自
由
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
本
判
決
を
踏
ま
え
て
論
じ

て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
枠
組
み
と
し
て
は
情
報
の
公
表
の
場
面
で
あ
っ
て
も
保
存
管
理
の
場
面
で
あ
っ
て
も
、
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
い
う
側
面
を
前
提
と
し
て
い
な
い
路
上
に
お
け
る
写
真
撮
影
を
念
頭
に
置
い
た
本
判
決
が
爾
後
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解

も
有
力
で
あ
る（

（（（
（

。

三
　
⑴　

憲
法
上
の
議
論
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
の
主
張
に
よ
っ
て
一
層
高
ま
っ
た
。
既
に
第
二
章

で
触
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
一
九
六
〇
年
代
に
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
関
心
が
私
的
領
域
の
保
護
・
私
生
活
の

秘
匿
か
ら
、
個
人
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
と
移
り
始
め
た
が
、
我
が
国
に
お
い
て
も
か
か
る
動
向
を
承
け
て（

（（（
（

、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
説
が
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
、
憲
法
学
界
に
浸
透
し
て
行
っ
た
。

⑵　

こ
の
見
解
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
に
対
す
る
一
九
七
〇
年
当
時
の
関
心
は
、
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
貰
う
権
利
と
い
う
消

極
的
な
意
味
合
い
（
日
常
生
活
か
ら
の
逃
避
・
現
実
世
界
か
ら
の
撤
退
）
で
は
な
く
（
人
々
が
政
府
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
と
引
き
換
え
に
日
常
的
に
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情
報
を
引
き
渡
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
一
人
で
居
さ
せ
て
貰
い
た
い
権
利
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
保
全
は
不
可
能
で
あ
る

（
（（（
（

）、

高
度
に
複
雑
な
相
互
依
存
的
社
会
に
あ
っ
て（

（（（
（

、
個
人
が
自
己
に
関
す
る
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

代
社
会
に
見
合
っ
た
人
間
の
行
動
に
つ
い
て
の
合
理
的
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
以
て
人
格
の
自
由
な
発
展
の
道
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
努
力

か
ら
生
じ
て
い
る
と
し
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
を
、
自
ら
善
で
あ
る
と
判
断
す
る
目
的
を
追
求
し
て
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
、

自
己
の
存
在
に
関
わ
る
情
報
を
開
示
す
る
範
囲
や
そ
の
性
質
を
選
択
出
来
る
権
利
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
論
ず
る
。
そ
し
て
、
か

か
る
「
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
」
は
、「
人
格
的
自
律
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
」
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
も
の
の
性
質
を
異
に

し
て
お
り
、
個
人
に
つ
い
て
の
情
報
の
①
取
得
収
集
、
②
保
有
及
び
③
利
用
の
各
局
面
に
応
じ
て
問
題
と
な
り
、
不
当
に
自
己
に
関
す
る

情
報
を
取
得
収
集
さ
れ
な
い
と
い
う
自
由
権
と
し
て
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
請
求
権
と
し
て
の
側
面
を
も
有
す
る
と
述
べ
る（

（（（
（

。

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
批
判
が
寄
せ
ら
れ
、
例
え
ば
、
自
己
情
報
は
全
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
と
言
え
る
の
か
（
自
己
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
説
は
名
誉
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
一
括
し
て
説
明
す
る
点
で
包
括
的
過
ぎ
、
両
者
の
区
別
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
う
）
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
プ

ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
を
「
社
会
的
評
価
か
ら
の
自
由
」
と
捉
え
る
見
解（

（（（
（

、
如
何
な
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
基
礎
概
念
を
前
提
に
し
て
い

る
か
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
、人
間
が
自
由
に
形
成
し
得
る
と
こ
ろ
の
社
会
関
係
の
多
様
性
に
応
じ
て
、多
様
な
自
己
イ
メ
ー

ジ
を
使
い
分
け
る
自
由
と
捉
え
る
見
解（

（（（
（

な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。

⑶　

刑
事
手
続
の
分
野
に
お
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
盗
聴
（
傍
受
）・
写
真
撮
影
と
い
っ
た
電
子
工
学

技
術
を
用
い
る
捜
査
方
法
の
適
法
性
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵
害
と
の
関
連
で
議
論
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
権
利
を
「
一
人
で
放
っ
て
お
か
れ
る
権
利
」「
自
己
の
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
」
と
二
者
択
一
と
せ
ず
、
両
者
を
含
め
た
包

括
的
な
内
容
を
持
つ
権
利
と
し
て
理
解
す
る
見
解（

（（（
（

の
存
在
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
憲
法
学
に
お
け
る
第
一
期
・
第
二
期
各
々
の
有
力
な
見
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解
に
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
る
訳
で
は
な
い（

（（（
（

。

四　

⑴　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
頃
に
登
場
し
た
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
論
が
、
そ
の
儘
の

形
で
現
代
の
高
度
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
出
来
る
か
と
い
う
問
題
意
識
が
生
じ（

（（（
（

、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
、
私
事
の
公
開
や
個

人
情
報
の
同
意
な
き
開
示
・
利
用
と
い
う
事
後
的
で
個
別
具
体
的
な
行
為
で
な
く
、
情
報
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
造
な
ど
に
議

論
の
重
点
を
置
く
「
構
造
論
的
転
回
」
が
発
生
し
た
と
言
わ
れ
る（

（（（
（

。

⑵　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
転
回
の
兆
し
は
我
が
国
で
も
見
ら
れ（

（（（
（

、
全
体
の
シ
ス
テ
ム
の
中
身
を
問
題
と
し
た
り
、
制
度
上
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
が
ど
こ
迄
図
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
を
重
視
す
べ
き
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
最
高
裁
平
成
二
〇
年
三
月
六

日
判
決
（
住
基
ネ
ッ
ト
事
件
。
民
集
六
二
巻
三
号
六
六
五
頁
）
も
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
シ
ス
テ
ム
技
術
上
又
は
法
制
度
上
の
不
備
が
あ
る
か
、
将

来
的
に
第
三
者
に
開
示
又
は
公
表
さ
れ
る
具
体
的
な
危
険
が
あ
る
か
を
審
査
し
て
お
り（

（（（
（

、
情
報
シ
ス
テ
ム
又
は
構
造
に
着
目
し
た（

（（（
（

判
決
と

見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と
評
す
る
見
解
も
あ
る（

（（（
（

。
尤
も
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
事
件
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
四
年
京
都
府
学

連
事
件
に
お
け
る
、
情
報
の
取
得
場
面
に
お
け
る
正
当
性
に
焦
点
を
当
て
る
審
査
手
法
が
猶
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う
評
価
も
有
力
に
存

す
る（

（（（
（

。
⑶　

そ
し
て
、
こ
の
第
三
期
に
お
い
て
は
、
第
一
期
や
第
二
期
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
捉
え
方
の
重
要
性
も
否
定
さ
れ
ず
、
多

元
的
な
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
把
握
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。

第
三
節　

追
跡
型
捜
査
手
法
に
関
す
る
議
論
・
裁
判
例
の
情
況（

（（（
（

第
一
款　

議
論
・
裁
判
例
の
概
況
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一　

第
二
章
冒
頭
で
言
及
し
た
通
り
、
無
人
機
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
対
象
者
に
気
付
か
れ
ぬ
儘
に
上
空
か
ら
捜
査
機
関
が
長
期
間
、
容
易

に
追
跡
し
得
る
点
に
主
た
る
特
徴
が
あ
る
。
我
が
国
で
か
か
る
追
跡
型
捜
査
の
機
能
を
担
い
得
る
の
は
、
例
え
ば
、
⑴ 

写
真
撮
影
、
⑵ 

自
動
速
度
監
視
装
置
に
よ
る
写
真
撮
影
、
⑶ 

防
犯
カ
メ
ラ
、
⑷ 

自
動
車
ナ
ン
バ
ー
自
動
読
み
取
り
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
シ
ス
テ
ム
）、
⑸ 

内

偵
・
尾
行
、
⑹ 
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
等
の
捜
査
手
法
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
、
こ
れ
ら
を
巡
る
議
論
情
況
に
つ
い
て

簡
単
に
検
討
す
る
。

二　

写
真
撮
影（

（（（
（

⑴　

写
真
撮
影
は
、
戦
前
か
ら
捜
査
目
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
必
ず
し
も
新
し
い
捜
査
手
段
と
は
言
え
ず
、
肖
像
権
の

権
利
と
し
て
の
稀
薄
さ
と
か
、
被
撮
影
者
が
直
接
的
な
痛
痒
を
感
じ
な
い
こ
と
等
か
ら
、
犯
罪
捜
査
を
理
由
と
し
て
侵
害
が
無
批
判
に
正

当
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
写
真
撮
影
は
一
種
の
機
械
力
を
利
用
し
て
相
手
に
気
付
か
れ
ず
、
ま
た
は
相
手
の

意
思
に
反
し
て
も
行
う
こ
と
が
出
来
る
た
め
に
多
分
に
強
制
処
分
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る（

（（（
（

点
が
問
題
と
さ
れ
る
に
至
り（

（（（
（

、
特
に
、
望

遠
撮
影
・
赤
外
線
撮
影
な
ど
、
撮
影
技
術
が
進
歩
し
て
被
撮
影
者
が
想
定
し
て
い
な
い
形
で
、
そ
の
私
生
活
が
意
に
反
し
て
撮
影
さ
れ
る

に
至
っ
た
点
な
ど
に
お
い
て
強
制
処
分
性
が
強
く
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
点
、
最
高
裁
は
、
捜
査
目
的
に
よ
る
無
令
状
の
写
真
撮
影
を
、
一

定
の
条
件
付
き
で
許
容
し
て
い
る
。
即
ち
、
前
出
の
最
高
裁
昭
和
四
四
年
一
二
月
二
四
日
大
法
廷
判
決
（
刑
集
二
三
巻
一
二
号
一
六
二
五
頁
）

は
、
デ
モ
行
進
許
可
条
件
違
反
を
現
認
し
た
警
察
官
に
よ
る
写
真
撮
影
に
関
し
て
、
大
要
、「
個
人
の
私
生
活
上
の
自
由
の
一
つ
と
し
て
、

何
人
も
、
そ
の
承
諾
な
し
に
み
だ
り
に
容
貌
・
姿
態
を
撮
影
さ
れ
な
い
自
由
を
有
す
る
が
、
こ
の
自
由
も
公
共
の
福
祉
の
た
め
必
要
あ
る

場
合
に
は
相
当
の
制
限
を
受
け
、
警
察
官
が
犯
罪
捜
査
の
必
要
上
写
真
撮
影
を
す
る
際
、
個
人
の
容
貌
等
が
含
ま
れ
て
も
、
許
容
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
得
る
」
と
し
つ
つ
、「
現
に
犯
罪
が
行
わ
れ
若
し
く
は
行
わ
れ
た
後
間
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
し
か
も
証
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拠
保
全
の
必
要
性
及
び
緊
急
性
が
あ
り
、
且
つ
そ
の
撮
影
が
一
般
的
に
許
容
さ
れ
る
限
度
を
超
え
な
い
相
当
な
方
法
を
も
っ
て
行
わ
れ
る

時
に
は
、
対
象
者
の
同
意
や
裁
判
官
の
令
状
が
な
く
と
も
写
真
撮
影
が
許
容
さ
れ
る
」
旨
判
示
し
た
。

⑵　

本
判
決
で
は
、
許
容
さ
れ
る
写
真
撮
影
の
限
界
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
た
。
第
一
審
（
京
都
地
裁
判
決
）
で
は
、
本
件
処
分
が
刑
事

訴
訟
法
第
一
九
七
条
第
一
項
但
書
の
強
制
処
分
（
個
人
の
権
利
に
直
接
的
・
物
理
的
侵
害
を
加
え
、
又
は
国
民
に
法
的
義
務
を
負
わ
せ
る
場
合
に
つ

い
て
は
特
別
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
）
に
該
当
し
な
い
か
ら
令
状
主
義
も
適
用
さ
れ
ず
、
違
法
で
な
い
と
さ
れ
、
第
二
審
（
大
阪
高
裁

判
決
）
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
七
条
第
一
項
但
書
に
は
言
及
せ
ず
、
恐
ら
く
第
一
審
と
同
様
の
理
解
で
、
本
件
写
真
撮
影
を
違
法
な
デ

モ
行
進
の
状
態
及
び
違
反
者
を
確
認
す
る
た
め
に
、
違
反
者
又
は
デ
モ
行
進
者
に
物
理
的
な
力
を
加
え
た
り
特
別
な
受
忍
義
務
を
負
わ
す

こ
と
な
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
令
状
は
不
要
と
判
断
、
最
高
裁
で
は
、
強
制
処
分
の
定
義
を
行
わ
ず
、
ま
た
、
任
意
捜
査
と

し
て
の
要
件
・
限
界
の
検
討
に
主
眼
を
置
き
つ
つ
、
⑴ 

で
触
れ
た
通
り
、
ⅰ 

現
に
犯
罪
が
行
わ
れ
若
し
く
は
行
わ
れ
た
後
間
が
な
い
と

認
め
ら
れ
、
ⅱ 

証
拠
保
全
の
必
要
性
及
び
緊
急
性
が
あ
り
、
ⅲ 

当
該
撮
影
が
一
般
的
に
許
容
さ
れ
る
限
度
を
超
え
な
い
相
当
な
方
法
を

も
っ
て
行
わ
れ
る
時
に
、
裁
判
官
に
よ
る
令
状
が
な
く
と
も
、
警
察
官
に
よ
る
個
人
の
容
貌
の
撮
影
が
許
容
さ
れ
る
と
判
示
さ
れ
た
。
こ

の
昭
和
四
四
年
最
高
裁
判
決
は
、「
宴
の
あ
と
」
事
件
の
影
響
も
恐
ら
く
受
け
つ
つ
、
肖
像
権
の
範
囲
を
実
質
的
に
認
知

（
（（（
（

し
、
そ
れ
を
憲

法
第
一
三
条
の
内
容
と
し
て
宣
言
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
、
一
方
、
当
該
宣
言
は
理
論
的
宣
言
に
止
ま
っ
た
か
ら
、
そ
の
内
実

化
は
将
来
に
残
さ
れ
た
な
ど
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（（（
（

。

三　

自
動
速
度
監
視
装
置
に
よ
る
写
真
撮
影（

（（（
（

高
速
道
路
等
に
設
置
さ
れ
る
オ
ー
ビ
ス
Ⅲ
な
ど
の
自
動
速
度
監
視
装
置
は
、
自
動
的
に
車
両
の
走
行
速
度
を
測
定
す
る
と
共
に
、
制
限

速
度
を
一
定
程
度
超
過
し
た
車
両
に
つ
い
て
、
測
定
装
置
と
連
動
し
た
カ
メ
ラ
が
当
該
車
両
の
全
面
や
運
転
者
等
を
撮
影
し
、
且
つ
測
定
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速
度
・
測
定
日
時
等
を
写
真
に
記
録
し
て
証
拠
を
保
存
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
速
度
違
反
取
締
り
が
無
人
化
さ
れ
、
二
四
時
間
取
締
り

が
可
能
と
な
っ
て
犯
人
検
挙
が
容
易
と
な
り
、
身
代
わ
り
犯
人
の
危
険
も
少
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
最
高
裁
昭
和
六
一
年
二
月
一
四
日

判
決（
刑
集
四
〇
巻
一
号
四
八
頁
）は
、最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
の
枠
組
み
に
従
い
、現
に
犯
罪
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
な
さ
れ
、緊
急
性
・

必
要
性
が
あ
り
、
方
法
も
相
当
で
あ
る
な
ら
ば
適
法
と
し
、
無
差
別
の
写
真
撮
影
に
よ
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
・
普
通
自
動
車
に
限
定

す
る
差
別
的
検
挙
・
囮
捜
査
類
似
の
不
適
正
な
捜
査
と
い
う
本
装
置
に
対
す
る
批
判
に
決
着
を
付
け
て
い
る
。

四　

防
犯
カ
メ
ラ

昭
和
四
一
年
、
大
阪
府
警
は
釜
ヶ
崎
交
差
点
・
公
園
脇
な
ど
労
働
者
が
た
む
ろ
す
る
場
所
に
一
五
台
の
首
振
り
・
望
遠
機
能
付
き
の
高

性
能
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
設
置
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
の
ロ
ン
ド
ン
地
下
鉄
爆
破
テ
ロ
事
件
に
お
け
る
犯
人
特
定
に
監
視
カ
メ
ラ
が
貢
献

し
た
こ
と
も
追
い
風
と
な
っ
て
我
が
国
に
お
い
て
も
防
犯
カ
メ
ラ
が
広
く
設
置
さ
れ
る
に
至

（
（（（
（

り
、
今
や
我
が
国
の
捜
査
活
動
の
主
流
は
防

犯
カ
メ
ラ
画
像
に
よ
る
追
跡
捜
査
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
程
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
増
え
続
け
て
お
り
、
事
件
解
決
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る（

（（（
（

。

設
置
の
許
容
性
に
つ
い
て
、大
阪
地
裁
平
成
六
年
四
月
二
七
日
（
判
例
時
報
一
五
一
五
号
一
一
六
頁
）
は 

ⅰ 

目
的
の
正
当
性
、ⅱ 

客
観
的
・

具
体
的
な
必
要
性
、
ⅲ 

設
置
情
況
の
妥
当
性
、
ⅳ 

設
置
及
び
使
用
に
よ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
、
ⅴ 

使
用
方
法
の
相
当
性
の
五
要
件
、
東

京
高
裁
昭
和
六
三
年
四
月
一
日
（
判
例
時
報
一
二
七
八
号
一
五
二
頁
）
は
、
⒜ 

当
該
現
場
に
お
い
て
犯
罪
が
発
生
す
る
相
当
高
度
の
蓋
然
性
、

⒝ 

撮
影
・
録
画
と
い
う
証
拠
保
全
方
法
に
よ
る
べ
き
必
要
性
・
緊
急
性
、
⒞ 

当
該
撮
影
・
録
画
が
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
相
当
と
認
め

ら
れ
る
方
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
い
う
三
要
件
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
者
を
行
政
警
察
活
動
・
後
者
を
司
法
警
察
活

動
（
の
文
脈
で
事
案
に
即
し
て
示
さ
れ
た
も
の
）
と
し
て
位
置
付
け
て
整
理
・
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

（（（
（

。
捜
査
目
的
に
お
け
る
無
人
機

発
動
と
の
関
係
で
は
、
主
と
し
て
後
者
の
三
要
件
が
問
題
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



八
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五　

自
動
車
ナ
ン
バ
ー
自
動
読
み
取
り
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
シ
ス
テ
ム
）

自
動
車
使
用
犯
罪
発
生
時
に
お
い
て
現
場
か
ら
逃
走
す
る
被
疑
者
車
両
を
捕
捉
し
、
犯
人
を
検
挙
し
た
り
、
重
要
案
件
に
使
用
さ
れ
る

可
能
性
の
高
い
盗
難
車
両
を
捕
捉
・
回
復
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
、
走
行
中
の
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
自
動
的
に
読

み
取
っ
て
、
手
配
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
と
照
合
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
昭
和
五
六
年
に
運
用
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
六
一
年
に
全
国
に
配
備

さ
れ
、
警
察
庁
が
管
理
す
る
も
の
と
都
道
府
県
警
察
が
管
理
す
る
も
の
と
に
分
か
れ
て
い
る（

（（（
（

。
東
京
地
判
平
成
一
三
年
二
月
六
日
（
判
例

時
報
一
七
四
八
号
一
四
四
頁
）
は
、Ｎ
シ
ス
テ
ム
が
運
転
者
等
の
肖
像
権
を
侵
害
し
、当
該
自
動
車
に
よ
る
移
動
に
つ
い
て
の
情
報
を
把
握
し
、

監
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
国
に
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
が
、
東
京
地
方
裁
判
所
は
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
は
走
行
車
の
搭

乗
者
の
容
貌
を
撮
影
し
画
像
を
記
録
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
こ
と
、
走
行
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
ナ
ン
バ
ー
が
外
部
に
見
え
る

よ
う
な
形
で
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ナ
ン
バ
ー
及
び
当
該
車
両
が
公
道
上
の
特
定
地
点
を
一
定
方
向
に
向
け
て
通
過
し
た
と

の
情
報
は
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
こ
れ
ら
情
報
の
取
得
・
保
有
・
利
用
の
目
的
・
方
法
も
正
当
と

評
価
し
得
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
走
行
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
デ
ー
タ
を
記
録
保
存
し
て
い
る
こ
と
が
原
告
の
権
利
・
私
生
活

上
の
自
由
を
違
法
に
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
判
示
し
た（

（（（
（

。
本
判
決
は
、
か
か
る
当
該
車
両
が
公
道
上
の
特
定
地
点
を
一
定
方
向

に
向
け
て
通
過
し
た
と
の
情
報
（
位
置
情
報
）
等
が
大
量
且
つ
緊
密
に
集
積
さ
れ
る
と
個
人
の
行
動
等
を
一
定
程
度
推
認
す
る
手
掛
か
り

と
な
り
得
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
と
し
て
、
位
置
情
報
が
大
量
に
収
集
さ
れ
る
こ
と
の
危
険
性
に
言
及
し
つ
つ
も（

（（（
（

、
当
該
事
案
で
は
Ｎ

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
の
取
得
・
保
有
・
利
用
は
憲
法
違
反
に
該
当
し
な
い
と
し
て
お
り
、
位
置
情
報
技
術
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題

に
関
し
て
参
考
と
な
る
裁
判
例
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
場
合
に
、
情
報
が
大
量
且
つ
緊
密
に
集
積
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
行
動
の
監
視
の

危
険
性
を
惹
起
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
今
後
の
判
断
が
待
た
れ
る
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る（

（（（
（

。
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六　

内
偵
・
尾
行

被
疑
者
・
参
考
人
を
取
調
べ
る
前
に
、
秘
か
に
捜
査
資
料
を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
内
偵
と
言
い
、
こ
の
段
階
で
の
捜
査

手
段
と
し
て
、
聞
き
込
み
・
尾
行
・
密
行
・
張
り
込
み
等
が
あ
る
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
一
〇
一
条
）。
そ
し
て
、
尾
行
に
つ
い
て
は
、
情
報
収

集
活
動
の
た
め
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
（
情
報
収
集
活
動
は
、
警
察
法
第
二
条
第
一
項
の
犯
罪
発
生
の
予
防
手
段
、
公
安
維
持
の
た
め
の
手
段
と

し
て
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
情
報
収
集
活
動
の
一
環
と
し
て
の
尾
行
も
許
さ
れ
る
と
さ
れ
る
）
も
の
と
監
視
警
戒
の
た
め
の
尾
行
と
が
あ
り
、
後
者
に

つ
い
て
は
、
何
等
か
の
犯
罪
を
犯
そ
う
と
し
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
と
か
、
犯
罪
が
正
に
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
場
合
の
よ
う
に
そ
の
必
要
性
・
緊
急
性
が
高
く
、
対
象
者
の
意
思
に
反
し
て
も
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
あ
ろ
う
が
、
対
象
者

が
全
く
適
法
な
行
為
に
出
て
い
る
場
合
に
は
当
該
対
象
者
の
自
由
意
思
に
影
響
を
与
え
、
当
該
自
由
な
行
動
を
制
約
す
る
方
法
で
の
尾
行

等
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
大
阪
高
判
昭
和
五
一
年
八
月
三
〇
日
（
判
例
時
報
八
五
五
号
一
一
五
頁
）
は
、
犯
罪
発
生
前
で
あ
っ

て
も
異
常
な
挙
動
そ
の
他
周
囲
の
事
情
か
ら
合
理
的
に
判
断
し
て
何
等
か
の
犯
罪
を
犯
そ
う
と
し
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
の
理
由

が
あ
る
時
は
、
当
該
状
態
が
続
い
て
い
る
限
り
対
象
者
の
意
思
に
反
し
て
も
尾
行
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
、
必
要
性
・
緊
急
性
等
を
も

考
慮
し
た
上
で
、
具
体
的
情
況
の
下
で
相
当
と
認
め
ら
れ
る
態
様
・
程
度
の
尾
行
が
許
さ
れ
る
（
当
該
事
案
で
は
、
必
要
性
が
な
く
相
当
な
尾

行
行
為
と
は
認
め
難
く
、
違
法
な
尾
行
行
為
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
）
と
判
示
し
て
い
る
。

七　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー

⑴　

規
制
薬
物
・
拳
銃
等
の
禁
制
品
の
不
正
取
引
が
行
わ
れ
る
場
合
、
捜
査
機
関
が
当
該
事
情
を
知
り
な
が
ら
、
直
ち
に
検
挙
す
る
こ

と
な
く
そ
の
監
視
下
に
当
該
禁
制
品
の
運
搬
等
を
許
容
し
て
追
跡
し
、
当
該
不
正
取
引
に
関
与
す
る
人
物
を
特
定
し
、
首
魁
を
含
め
て
一

網
打
尽
に
検
挙
し
よ
う
と
す
る
捜
査
手
法
で
あ
る
。
関
係
者
を
泳
が
せ
る
捜
査
手
法
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー



八
二

（
禁
制
品
が
そ
の
儘
の
状
態
で
犯
罪
組
織
等
に
運
搬
さ
れ
る
の
を
監
視
す
る

（
（（（
（

）、
ク
リ
ー
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
（
捜
査
機
関
が
刑
事

訴
訟
法
第
二
一
八
条
に
基
づ
い
て
捜
索
差
押
許
可
状
に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
る
か
、
税
関
職
員
が
犯
則
事
件
の
調
査
と
し
て
関
税
法
第
一
二
一
条
に
基
づ

い
て
許
可
状
に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
捜
査
機
関
が
禁
制
品
を
無
害
品
と
取
り
替
え（

（（（
（

、
こ
れ
が
運
搬
さ
れ
る
の
を
監
視
す
る
）
の
二
種

類
が
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
捜
査
手
法
に
つ
い
て
は
刑
事
訴
訟
法
上
に
特
別
の
定
め
が
な
い
た

め
、
監
視
追
跡
の
実
施
等
は
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で
実
施
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

⑵　

こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
に
お
け
る
監
視
・
追
跡
行
為
と
し
て
は
、
上
記
で
触
れ
た
尾
行
や
張
り
込
み
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、監
視
・
追
跡
手
段
と
し
て
、規
制
薬
物
の
入
っ
た
荷
物
に
小
型
の
電
波
発
信
機
（
ビ
ー
パ
ー
）
を
装
着
し
、

ビ
ー
パ
ー
か
ら
継
続
的
に
自
動
的
に
送
信
さ
れ
る
無
線
電
波
信
号
を
傍
受
し
て
、
当
該
荷
物
の
場
所
的
移
転
を
機
械
的
に
監
視
・
追
跡
す

る
と
い
う
方
法
も
採
ら
れ
て
お
り
（
既
に
第
二
章
第
一
節
な
ど
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
被
疑
者
の
追
跡
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
）、
捜
査
官
の
五
官
の
作
用
に
よ
る
尾
行
・
張
り
込
み
の
補
助
手
段
と
認
め
ら
れ
、
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
と
も
主
張
さ
れ

て
い
る（

（（（
（

。

第
二
款　

小　
　
　

括

一　

第
一
款
で
検
討
し
た
裁
判
例
の
情
況
を
眺
め
る
と
、
必
要
性
・
緊
急
性
・
相
当
性
と
い
う
枠
組
み
に
沿
っ
て
事
案
を
検
討
し
て
い
る

も
の
が
大
勢
を
占
め
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
各
捜
査
手
段
を
任
意
処
分
の
限
界
と
い
う
観
点
か
ら
考
察

し
た
も
の
と
言
え
、「
強
制
手
段
…
…
の
程
度
に
至
ら
な
い
有
形
力
の
行
使
は
、
任
意
捜
査
に
お
い
て
も
許
容
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
強
制
手
段
に
あ
た
ら
な
い
有
形
力
の
行
使
で
あ
つ
て
も
、
何
ら
か
の
法
益
を
侵
害
し
又
は
侵
害
す
る
お
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そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
状
況
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
常
に
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
は
相
当
で
な
く
、
必
要
性
、
緊
急
性
な
ど

を
も
考
慮
し
た
う
え
、
具
体
的
状
況
の
も
と
で
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う

最
高
裁
昭
和
五
一
年
三
月
一
六
日
第
三
小
法
廷
決
定
（
刑
集
三
〇
巻
二
号
一
八
七
頁
）
の
示
し
た
「
必
要
性
、
緊
急
性
な
ど
を
も
考
慮
し
た

う
え
、
具
体
的
状
況
の
も
と
で
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
」
と
い
う
枠
組
み
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
言
え
よ

う
。
最
高
裁
昭
和
四
四
年
一
二
月
二
四
日
大
法
廷
判
決
は
現
行
犯
的
情
況
を
要
件
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
必
須
の
要
件
で
は
な
く
（
第

一
款
二
参
照
）、
任
意
捜
査
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
当
該
捜
査
の
必
要
性
の
判
断
に
お
い
て
嫌
疑
の
程
度
を
考
慮
す
る
こ
と
で
対
応
可
能
と
も

言
え
よ
う
し
、行
政
警
察
活
動
に
お
け
る
比
例
原
則
の
考
え
方
も
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
オ
ー
ヴ
ァ
ラ
ッ
プ
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
を
も
踏
ま
え
て
、
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
、
近
時
は
最
高
裁
昭
和
五
一
年
決
定
の
枠
組
み
に
則
り
、
と
り
わ
け
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

侵
害
の
程
度
に
着
目
し
て
、
住
居
内
な
ど
外
か
ら
は
普
通
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
よ
う
な
場
所
に
い
る
人
を
高
性
能
の
望
遠
レ
ン
ズ
・
赤

外
線
フ
ィ
ル
ム
等
で
撮
影
す
る
行
為
は
強
制
処
分
に
当
た
る
が
、
公
道
上
を
歩
行
中
の
人
の
容
貌
等
を
撮
影
す
る
こ
と
は
、
任
意
処
分
と

し
て
許
容
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
多
数
を
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
従
前
か
ら
、
人
が
社
会
的
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
な
存
在
と
な
る
（
社
会
の
耳
目
に
も
触
れ
、
従
っ
て
社
会
の
批
判
に
も
服
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、「
公
の
存
在
」
と
な
る
）
限
度
で
は
、

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
た（

（（（
（

よ
う
に
、
被
撮
影
者
が
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
正
当
に
期
待

乃
至
主
張
出
来
る
立
場
に
い
る
か
否
か
と
い
う
点
が
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
て（

（（（
（

、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
るK

atz

事
件
以
降
の
、

修
正
第
四
条
の
捜
索
に
該
当
す
る
か
否
か
を
画
す
る
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
」
と
い
う
基
準
と
軌
を
一
に
す
る
考
え
方
と
言

え
よ
う
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
は
、
公
共
の
場
所
か
否
か
で
、
相
対
的
に
截
然
と
画
す
る
傾
向
が
あ
っ
た（

（（（
（

の
に
対
し
て
、
我

が
国
の
場
合
は
、
例
え
ば
、
デ
モ
行
進
に
つ
い
て
、「
公
の
存
在
」
と
な
っ
て
お
り
ま
た
は
肖
像
権
を
放
棄
し
た
と
見
ら
れ
る
の
は
集
団
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と
し
て
の
意
思
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
顔
写
真
を
撮
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
不
利
益
な
場
合
迄
含
む
と
す

る
の
は
参
加
者
の
意
思
を
無
視
す
る
も
の
で
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
と
い
う
理
由
か
ら
、
社
会
的
な
活
動
を
す
る
場
合
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
保
護
の
範
囲
外
乃
至
そ
の
権
利
の
放
棄
と
看
做
さ
れ
る
も
の
の
、
集
団
的
示
威
活
動
等
の
中
に
い
る
個
々
人
の
容
貌
を
特
定
す
る
顔
写

真
の
撮
影
等
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う（

（（（
（

と
述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
公
道
上
の
人
の
容
貌
等
を
撮
影
す
る
こ
と
は
任
意
処
分
と
し
て
許
容
す
る
に

せ
よ
、
被
撮
影
者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
放
棄
・
消
滅
が
あ
る
と
迄
評
価
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
点
も
多
数
の
採
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
と
解
さ
れ
て
お
り（

（（（
（

、
こ
の
点
は
彼
我
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
差
異
が
生
じ
る
と
こ
ろ
か
も
知
れ
な
い（

（（（
（

。

二
　
⑴　

確
か
に
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
の
有
無
を
公
共
空
間
か
否
か
で
画
す
る
立
場
は
明
確
で
あ
り
、
あ
る
程
度
大
括
り

の
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
一
定
の
合
理
性
は
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、公
共
空
間
を
撮
影
す
る
際
に
家
屋
の
写
真
な
ど
が
入
る
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
全
て
令
状
を
要
求
し
た
ら
、
捜
査
機
関
は
、
無
人
機
を
都
市
部
や
郊
外
で
は
使
え
な
く
な
り
か
ね
な
い
と
い
っ
た
弊
害
も
生
じ
よ

う
（
（（（
（

。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
弊
害
を
視
野
に
入
れ
る
場
合
、
公
共
空
間
だ
か
ら
全
て
良
い
と
考
え
る
と
、
逆
に
高
度
の
技
術
を
用
い
れ
ば
親

密
な
事
実
を
見
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
は
、
侵
襲
性
が
強
い
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
な
場
合
も
あ
る
と
も
思
わ
れ
、
例
外
を
認
め
る
余

地
も
あ
り
得
る
と
言
え
よ
う（

（（（
（

。

⑵　

実
際
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
ヴ
ィ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
は
公
共
の
場
で
は
修
正
第
四
条
違
反
で
は
な

い
と
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
三
つ
の
場
合
に
つ
い
て
例
外
が
あ
る
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
警
察
は
、
ⅰ 

プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ー
の
期
待
が
あ
る
場
所
を
監
視
す
る
た
め
に
、
公
共
の
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
を
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い（

（（（
（

、
ⅱ 

個
人

や
そ
の
所
有
物
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
侵
襲
に
該
当
す
る
程
度
に
ズ
ー
ム
・
レ
ン
ズ
を
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
ⅲ 

不
審
事
由
（
容

疑
）
な
し
に
大
量
監
視
に
該
当
す
る
程
度
に
広
範
に
カ
メ
ラ
を
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る（

（（（
（

。
そ
し
て
、
我
が
国
に
お



八
五

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

い
て
も
、
特
に 

ⅲ 

に
関
連
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
議
論
を
も
踏
ま
え
て
、
例
え
ば
、
路
上
行
為
の
監
視
に
あ
っ
て
も
、
公
共
の
場

所
で
の
個
人
の
往
来
等
の
行
為
を
警
察
が
無
差
別
・
無
限
定
に
ヴ
ィ
デ
オ
撮
影
・
録
画
す
る
活
動
を
放
置
す
る
こ
と
を
憲
法
が
認
め
て
い

る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
一
定
の
地
点
を
無
作
為
抽
出
で
選
ん
で
写
真
や
ヴ
ィ
デ
オ
装
置
を
設
置
し
て
お
い
て
、
常
時
そ
れ
を
操
作
し
て
撮

影
や
録
画
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
々
当
該
地
点
で
犯
行
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
撮
影
を
全
体
と
し
て
許
す
訳
に
は
行
か
な
い
で

あ
ろ
う（

（（（
（

と
い
っ
た
主
張
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
ⅰ 

被
撮
影
者
た
る
個
人
の
側
の
「
自
己
の
行
為
は
政
府
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
な

い
と
の
期
待
」
に
つ
い
て
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
て
い
る
住
居
の
捜
索
、
書
類
・
所
持
品
の
押
収
と
い
う
憲
法
の
予
定
す
る
典
型
の
場
合
に

は
他
者
に
監
視
さ
れ
な
い
と
の
期
待
が
最
も
高
い
が
、
住
居
以
外
の
路
上
等
の
場
所
で
は
当
該
期
待
は
低
く
、
ま
た
、
捜
索
に
迄
至
ら
ず

に
住
居
の
外
か
ら
見
張
ら
れ
た
り
す
る
場
合
に
も
そ
う
さ
れ
な
い
と
の
期
待
は
低
い
。
ⅱ 

た
だ
、
こ
れ
ら
の
場
合
で
あ
っ
て
も
全
く
何

の
理
由
も
な
い
場
合
に
は
、
他
人
か
ら
監
視
を
受
け
な
い
と
い
う
期
待
は
否
定
出
来
る
も
の
で
は
な
く
（
主
観
的
期
待
）、
ヴ
ィ
デ
オ
監
視

等
の
場
合
は
、
か
か
る
主
観
的
期
待
は
あ
る
も
の
の
、
客
観
的
期
待
（
憲
法
の
定
め
る
実
体
要
件
と
そ
れ
に
加
え
て
令
状
要
件
が
具
備
さ
れ
な
け

れ
ば
干
渉
を
受
け
な
い
と
考
え
て
も
良
い
）
に
迄
高
ま
っ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
令
状
要
件
を
外
す
の
は
合
理

的
で
あ
り
、「
相
当
な
」
合
理
的
根
拠
の
あ
る
主
観
的
期
待
へ
の
干
渉
が
許
容
さ
れ
る
と
い
う
点
を
骨
子
と
す
る
も
の
で
あ
る
が（

（（（
（

、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、K

atz

判
決
と
そ
れ
を
継
承
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
当
該
行
為
が
オ
ー
プ
ン
な
地
域
で
行
わ
れ
、
上
空

か
ら
観
察
出
来
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
者
が
合
理
的
な
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
主
観
的
期
待
を
積
極
的
に
表
明
し
て
い
れ
ば
、
当
該
行

為
は
修
正
第
四
条
の
保
護
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
と
も
論
じ
ら
れ
て
お
り（

（（（
（

、
主
観
的
期
待
の
定
義
が
こ
れ
ら
見
解
の
間
で
同
一
な
の
か
、

ど
の
程
度
差
異
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
別
途
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
合
衆
国
に
お
い
て

も
、
公
共
空
間
に
お
け
る
監
視
だ
か
ら
直
ち
に
修
正
第
四
条
に
抵
触
し
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
点
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は
、
彼
我
の
あ
る
程
度
の
近
接
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
。

三
　
⑴
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
我
が
国
の
議
論
か
ら
は
、
必
要
性
・
緊
急
性
・
相
当
性
と
い
う
任
意
捜
査
の
限
界
の
枠
組
み
か
、
合
理
的

な
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
主
観
的
期
待
と
い
う
枠
組
み
か
は
兎
も
角
、
公
共
空
間
に
お
い
て
も
一
定
の
保
護
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
が
一
定
程
度
有
力
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
は
出
来
よ
う
。
か
か
る
場
合
に
該
当
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
修
正
第

四
条
違
反
と
な
り
、
我
が
国
に
お
い
て
は
任
意
捜
査
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
限
界
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑵　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
の
規
定
は
文
言
上
第
一
次
的
に
は
令
状
主
義
の
原
則
を
定
め
る
も
の
で
は
な
く
、
不
合
理
な

捜
索
・
押
収
を
禁
じ
る
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
（
第
二
章
参
照
）、
裁
判
官
が
予
め
発
す
る
令
状
に
よ
ら
な
い
捜
索
・
押
収
で
あ
っ
て
も
不

合
理
な
も
の
で
な
い
限
り
、
こ
れ
を
許
す
趣
旨
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
の
に
対
し
、
我
が
憲
法
第
三
五
条
に
お
い
て
は
令
状
主
義
の
原
則

が
正
面
か
ら
相
当
に
厳
格
な
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る
点
に
違
い
が
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
こ
の
点
に
照
ら
せ
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に

お
い
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
に
反
し
て
不
合
理
と
さ
れ
て
い
る
事
例
の
中
に
は
、
我
が
国
で
は
捜
索
に
該
当
す
る
と
迄
は
言

え
な
い
が
任
意
捜
査
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
限
界
を
超
え
る
と
さ
れ
る
事
例
も
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
、
こ
の
点
で
彼
我
の
比
較
に
は
慎

重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
か
か
る
点
に
配
慮
し
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
議
論
を
参
照
し
つ
つ
無
人
機
に
よ
る
相
当
で

な
い
監
視
を
判
断
す
る
た
め
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
探
っ
て
行
く
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑶　

そ
し
て
、
既
に
触
れ
た
我
が
最
高
裁
昭
和
五
一
年
三
月
一
六
日
第
三
小
法
廷
決
定
（
刑
集
三
〇
巻
二
号
一
八
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
捜

査
に
お
い
て
強
制
手
段
を
用
い
る
こ
と
は
、
法
律
の
根
拠
規
定
が
あ
る
場
合
に
限
り
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ

に
い
う
強
制
手
段
と
は
、
有
形
力
の
行
使
を
伴
う
手
段
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
意
思
を
制
圧
し
、
身
体
、
住
居
、
財
産
等

に
制
約
を
加
え
て
強
制
的
に
捜
査
目
的
を
実
現
す
る
行
為
な
ど
、
特
別
の
根
拠
規
定
が
な
け
れ
ば
許
容
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
手
段
を



八
七

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
右
の
程
度
に
至
ら
な
い
有
形
力
の
行
使
は
、
任
意
捜
査
に
お
い
て
も
許
容
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
強
制
手
段
に
あ
た
ら
な
い
有
形
力
の
行
使
で
あ
つ
て
も
、
何
ら
か
の
法
益
を
侵
害
し
又
は
侵
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
状
況
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
常
に
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
は
相
当
で
な
く
、
必
要
性
、
緊
急
性
な
ど
を
も
考

慮
し
た
う
え
、
具
体
的
状
況
の
も
と
で
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
さ
れ
て

お
り
、
強
制
処
分
（
強
制
手
段
）
を
画
す
る
基
準
は
「
個
人
の
意
思
を
制
圧
し
、
身
体
、
住
居
、
財
産
等
に
制
約
を
加
え
て
強
制
的
に
捜

査
目
的
を
実
現
す
る
行
為
な
ど
、
特
別
の
根
拠
規
定
が
な
け
れ
ば
許
容
す
る
こ
と
が
相
当
で
な
い
手
段
を
意
味
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
任
意
捜
査
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
有
形
力
の
行
使
を
画
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、「
何
ら
か
の
法
益
を
侵
害
し
又
は
侵
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
状
況
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
常
に
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
は
相
当
で
な
く
、
必
要
性
、
緊
急
性

な
ど
を
も
考
慮
し
た
う
え
、
具
体
的
状
況
の
も
と
で
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
連
邦
最
高
裁
で
は
財
産
を
基
底
と
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
基
底
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
併
用
す
る
と
捉
え
る
見
方
が
有
力
で
あ
る
か
ら（

（（（
（

、
財
産
権
に
対
す
る
侵
襲
は
、
正

に
「
住
居
、
財
産
に
制
約
を
加
え
て
強
制
的
に
捜
査
目
的
を
実
現
す
る
行
為
」
に
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
に
対
す
る
侵
襲
は
法
定
の
厳
格

な
要
件
・
手
続
に
よ
っ
て
保
護
す
る
必
要
の
あ
る
程
の
重
要
な
権
利
・
利
益
に
対
す
る
実
質
的
な
侵
害
と
重
ね（

（（（
（

、
ま
た
強
制
処
分
に
よ
る

侵
害
と
迄
は
言
え
な
い
利
益
に
つ
い
て
は
、
相
対
的
に
低
度
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
へ
の
合
理
的
期
待
と
必
要
性
・
緊
急
性
・
相
当
性
の
枠

組
み
を
重
ね
て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
際
に
、
既
に
第
二
章
に
お
い
て
も
鳥
瞰
し
て
い
る
合
衆
国
の
動
向
を
振
り
返
る

意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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第
四
章　

比
較
法
的
知
見

第
一
節　
　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
向
の
纏
め

一
　
⑴
　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
無
人
機
に
よ
る
監
視
の
適
法
性
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
向
か
ら
得
ら
れ
る
知

見
に
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
第
二
章
に
お
い
て
、
無
人
機
に
よ
る
監
視
が
違
法
か
適
法
か
を
画
す
判
断
フ
ァ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
若
干
の
議
論
情
況
を
眺
め
た
。
連
邦
最
高
裁
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
主
観
的
期
待
よ
り
も
客
観
的
期
待
の
方
に

ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
被
告
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
対
す
る
主
観
的
期
待
が
客
観
的
に
合
理
的
と
な
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
①
当
該
科
学
技
術
が
提
供
す
る
情
報
の
類
型
、
当
該
科
学
技
術
の
機
能
（
例
え
ば
、
当
該
科
学
技
術
が
感
覚
を
増
幅

さ
せ
た
り
超
感
覚
的
な
性
質
を
有
す
る
か
否
か
）、
②
当
該
科
学
技
術
が
明
る
み
に
出
す
情
報
の
量
な
ど
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
て
い

る
と
も
分
析
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。そ
し
て
、本
論
点
に
つ
い
て
は
、有
人
機
に
よ
る
監
視
の
適
法
性
に
関
す
る
議
論
な
ど
が
ま
ず
は
参
考
に
な
る
。

⑵　

既
に
触
れ
た
よ
う
に（

（（（
（

、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
裁
判
例
か
ら
は
、
対
象
者
が
住
居
に
い
る
間
に
一
般
の
人
々
が
使
用
し
て
い
な
い
科

学
技
術
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
た
場
合
は
、
令
状
が
な
け
れ
ば
違
法
な
捜
索
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、K

yllo

事
件
に
照
ら
し

て
、
無
人
機
が
非
常
に
大
量
の
画
素
数
の
カ
メ
ラ
と
赤
外
線
画
像
化
装
置
を
装
備
し
て
お
り
、
程
な
く
壁
や
天
井
を
通
過
し
て
対
象
を
観

察
す
る
こ
と
が
出
来
る
機
能
を
有
す
る
に
至
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
か
か
る
科
学
技
術
が
人
々
に
一
般
に
使
用
可
能
な
段
階
に
は
至
っ

て
い
な
い
点
に
鑑
み
れ
ば
、
当
該
科
学
技
術
の
使
用
は
修
正
第
四
条
の
捜
索
に
該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
。
次
に
、
家
屋
・
住
居

を
直
接
囲
む
裏
庭
・
テ
ラ
ス
・
玄
関
等
に
つ
い
て
は
、open fields

に
お
け
る
保
護
と
比
べ
る
と
手
厚
い
で
あ
ろ
う
が
、Riley

事
件
や
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Ciraolo

事
件
に
お
い
て
は
捜
査
機
関
に
よ
る
高
度
四
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
・
一
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
か
ら
行
わ
れ
た
監
視
が
捜
索
と
は
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
点
に
鑑
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
航
空
機
に
よ
る
場
合
は
家
屋
内
部
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
強
い
保
護
は
受
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
関
連
裁
判
例
は
監
視
の
対
象
と
な
る
場
所
及
び
無
人
機
（
航
空
機
）
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
科
学
技
術
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー

を
重
視
し
て
お
り
、
殆
ど
の
公
共
の
場
所
に
対
し
て
、
比
較
的
短
期
間
、
無
人
機
に
よ
る
監
視
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
令
状
は
必
要
と
さ

れ
な
い
し
、
こ
と
に
よ
る
と
不
審
事
由
も
必
要
と
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
と
言
う
こ
と
が
差
し
当
た
り
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、
無
人
機
の
持
つ
顔
認
識
機
能
や
壁
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
レ
ー
ダ
ー
レ
ー
ザ
ー
と
い
っ
た
高
度
な
科
学
技
術
、
長
期
の

監
視
活
動
を
遂
行
出
来
る
能
力
、
人
員
そ
の
他
予
算
面
で
の
制
約
が
少
な
く
て
済
む
た
め
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
を
防
ぐ
た
め
の
事
実

上
の
安
全
弁
が
損
な
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
、
捜
査
機
関
に
よ
る
広
汎
な
監
視
が
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
易
く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う
性
質
は
、
従
前
の
裁
判
例
で
科
学
技
術
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
よ
り
も
遥
か
に
高
度
と
言
い
得
る
が
、
こ
の
点
は
、
他

方
、
今
日
、CCT

V

・Google M
ap

・Google Earth

な
ど
が
急
増
し
て
い
て
社
会
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
対
す
る
期
待
が
変
容
し
つ

つ
あ
る
点
と
の
間
で
多
面
的
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
判
断
の
た
め
に
、
⑴ 

で
触
れ
た
よ
う
に
、
監
視
対
象

と
な
る
情
報
類
型
・
量
な
ど
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
点
も
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

⑶　

そ
し
て
、
以
上
の
枠
組
み
に
基
づ
く
具
体
的
判
断
の
た
め
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、
例
え
ば
、
A 
①
対
象
土
地
の
特
徴
、
②
飛

行
高
度
、
③
（
当
該
法
執
行
機
関
に
よ
る
場
合
以
外
の
）
他
の
航
行
の
頻
度
、
④
壁
、
侵
入
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
標
示
そ
の
他
の
警
告

（
（（（
（手

段
、

⑤
無
原
則
の
航
行
（
法
執
行
機
関
員
が
違
法
活
動
に
つ
い
て
の
明
確
な
不
審
事
由
・
嫌
疑
な
く
、
特
定
土
地
の
上
空
を
航
行
す
る
と
い
う
恣
意
的
判
断

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
航
空
機
に
よ
る
監
視
は
無
効
と
な
る
。
こ
の
点
の
問
題
は
令
状
を
要
求
す
れ
ば
除
去
さ
れ
る
が
、
令
状
を
要
求
す
る
と
航
空
機
に
よ

る
監
視
の
効
用
が
阻
害
さ
れ
得
る

（
（（（
（

）、
B 
（
無
人
機
に
つ
い
て
で
あ
る
が
）
①
無
人
機
が
航
行
す
る
高
度
、
②
空
か
ら
の
監
視
の
頻
度
・
期
間
、
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③
無
人
機
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
画
像
化
能
力（

（（（
（

、
C 
①
監
視
の
場
所
、
②
用
い
ら
れ
る
科
学

（
（（（
（技

術
、
D 
①
監
視
対
象
で
あ
る
土
地
の
所

有
権
者
に
よ
る
監
視
を
排
除
す
る
と
い
う
意
思
の
表
明
、
②
警
告
、
③
土
地
の
性
格
（
例
え
ば
、
田
舎
の
住
民
で
あ
れ
ば
民
間
航
空
機
の
航
行

に
慣
れ
て
い
る
か
ら
、
個
人
は
警
察
に
よ
る
航
行
に
対
し
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
期
待
を
持
つ
こ
と
は
出
来
な
い
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）、
④
監

視
手
法（

（（（
（

、
E 
①
航
行
の
適
法
性
（
こ
の
点
は
Ｆ
Ａ
Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
違
反
し
た
か
、
対
象
者
の
財
産
を
侵
害
し
た
か
否
か
な
ど
で
判
断
さ
れ
る
）、

②
航
空
機
に
監
視
さ
れ
る
者
が
、
当
該
航
行
が
非
常
に
稀
と
い
う
充
分
な
証
拠
を
提
示
出
来
た
か
否
か
（
規
則
的
で
適
法
に
運
航
さ
れ
た
形

で
も
航
空
機
に
よ
る
監
視
で
あ
り
、
対
象
者
の
財
産
使
用
を
妨
げ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
修
正
第
四
条
の
捜
索
に
該
当
せ
ず
、
令
状
を
必
要
と
し
な
い
こ
と

に

（
（（（
（な

る
）、
F
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
追
跡
装
置
に
つ
い
て
）
①
情
況
に
関
連
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
：
ⅰ 

追
跡
装
置
を
用
い
ず
に
一
般
市
民
が
同
種
の

位
置
情
報
を
取
得
出
来
る
可
能
性
、
ⅱ 
位
置
情
報
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
例
え
ば
、
情
報
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
訳
で
な
け

れ
ば
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
追
跡
は
捜
索
に
該
当
し
な
い
方
向
に
傾
く
）、
ⅲ 

感
覚
の
増
大
（
当
該
科
学
技
術
が
単
に
感
覚
を
増
幅
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
捜
索
に
該
当
し
な
い
方
向
に
傾
く
）、
②
位
置
情
報
の
親
密
さ
（
例
え
ば
、
短
期
間
、
ラ
ン
ダ
ム
に
追
跡
す
る
の
か
、
長
期
間
突
っ
込
ん
で

追
跡
す
る
の
か
で
結
論
は
大
き
く
異
な
る
）、
③
政
府
機
関
と
社
会
の
コ
ス
ト
の
衡
量
（
例
え
ば
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
便
利
で
あ
り
、
法
執
行
機
関
に
と
っ
て

非
常
に
有
用
で
あ
る
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
無
制
約
な
使
用
に
伴
う
潜
在
的
な
社
会
の
コ
ス
ト
も
大
き
い

（
（（（
（

）
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節　

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
保
護

一　

第
二
章
で
検
討
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
裁
判
例
や
、
以
上
の
よ
う
な
判
断
基
準
は
、
相
対
的
に
は
情
報
を
取
得
す
る
時
点
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
無
人
機
は
取
得
し
た
画
像
を
蓄
積
し
て
後
方
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
更
に
そ
れ
を
各
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
展
開
す
る
た
め
、防
犯
カ
メ
ラ
同
様
、蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｄ
Ｂ
）の
情
報
管
理
と
い
う
視
点
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
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監
視
プ
ロ
セ
ス
全
体
の
流
れ
を
注
視
し
、
情
報
の
保
管
・
利
用
・
提
供
行
為
を
法
的
に
規
律
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
近
時
有
力
に
主

張
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る（

（（（
（

。
こ
の
見
解
は
、
警
察
に
よ
る
犯
罪
捜
査
・
予
防
に
お
い
て
「
情
報
技
術
」
が
果
た
す
役
割
が
飛
躍
的
に
増
大

し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
個
人
情
報
の
広
汎
な
取
得
だ
け
で
な
く
、
そ
の
組
織
的
・
体
系
的
な
保
存
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
）
や
特
定
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
用
い
た
情
報
解
析
（
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
背
景
に
、《
強
制
処
分
／
任
意
処
分
》

と
い
う
コ
ー
ド
に
お
い
て
語
る
刑
事
訴
訟
法
学
は
、（
容
貌
・
姿
態
を
）「
撮
る
」、或
い
は
せ
い
ぜ
い
情
報
を
「
取
る
」
と
い
う
瞬
間
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
そ
の
正
当
性
を
論
じ
て
来
た
た
め
に
（
取
得
時
中
心
主
義
）、
取
得
後
の
情
報
の
管
理
・
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
饒
舌
に
語

り
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る（

（（（
（

と
捉
え
る
。
そ
の
上
で
、
憲
法
学
に
お
い
て
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
論
と
突
き

合
わ
せ
た
上
で（

（（（
（

、
ⅰ 

保
存
や
解
析
行
為
を
後
ろ
に
従
え
た
情
報
取
得
行
為
の
権
利
侵
害
性
を
ど
の
よ
う
に
見
積
も
る
の
か
、
ⅱ 

後
続
的

情
報
処
理
を
あ
く
ま
で
も「
取
得
」と
切
り
離
し
て
考
え
る
の
か
、連
続
し
て
考
え
る
の
か
、ⅲ 

ⅱ
に
お
い
て
仮
に
切
断
戦
略
を
採
っ
た
時
、

保
存
行
為
や
解
析
行
為
は
独
立
し
た
権
利
侵
害
を
構
成
す
る
の
か
等
を
争
点
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
論
じ
る（

（（（
（

。

二　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
規
律
は
、
デ
ー
タ
情
報
管
理
よ
り
は
撮
影
時
の
規
律
に
傾
く
と
指
摘
さ
れ
る
が（

（（（
（

、
し
か
し
、
デ
ー
タ
管

理
を
重
視
す
る
見
解
も
近
時
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
刑
事
司
法
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
一
九
二
〇
年
頃
に

犯
罪
手
口
を
パ
ン
チ
カ
ー
ド
方
式
で
纏
め
た
り
、
一
九
三
〇
年
代

（
（（（
（

に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
指
紋
・
毛
髪
等
を
収
集
す
る
過
程
で
形
成
さ
れ
て
行
っ
た

が
、
一
九
八
〇
年
代
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
普
及
し
た
こ
と
で
大
き
な
変
化
が
生
じ
、
法
執
行
機
関
は
電
子
デ
ー
タ
の
保
管
・

検
索
の
可
能
性
に
気
付
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
活
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
保
管
能
力
が
一
気
に
高
ま

（
（（（
（っ

た
。
尤
も
、
一
九
八
五
年
に
指
紋

の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
国
家
自
動
指
紋
認
証
制
度
（
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
）
が
形
成
さ
れ
た
点
な
ど
は
大
き
な
進
歩
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
記
録
を
手
動
で
出
入
力
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
機
能
は
被
疑
者
等
の
確
認
を
容
易
な
も
の
と
す



九
二

る
程
度
の
も
の
に
止
ま
っ
て
い
た
け
れ

（
（（（
（ど

も
、
一
九
九
九
年
に
統
合
自
動
指
紋
認
証
制
度
（
Ｉ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
）
が
運
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
従

前
の
イ
ン
ク
と
カ
ー
ド
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
取
っ
て
代
わ
り
、デ
ー
タ
の
保
管
・
移
転
・
検
索
が
画
期
的
に
容
易
に
な
り
、

ま
た
、
遠
隔
地
か
ら
記
録
を
直
接
転
送
・
検
索
等
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
全
国
犯
罪
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
対
象
範
囲
も
拡
大
す
る
な
ど
、
刑
事
司
法
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
範
囲
は
拡
大
の
一
途
を
辿
り
、
二
〇
〇
一
年
九

月
一
一
日
以
降
は
そ
の
傾
向
が
更
に
強
ま
っ
て
、
多
元
的
な
生
物
測
定
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
が
構
築
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ

（
（（（
（

る
。

か
か
る
動
向
を
踏
ま
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
心
が
寄
せ
ら

（
（（（
（

れ
、
合
衆
国
憲
法
や
立
法
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
を
規
律
出
来
る
か
に
つ
い
て
論
議
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、Solove

も
警
察
に
よ
る
際
限
な
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
利

用
の
危
険
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る（

（（（
（

。
即
ち
、
情
報
の
断
片
か
ら
は
大
し
た
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
デ
ー
タ
を
結
び
付

け
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
と
元
来
の
孤
立
し
た
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
た
時
に
は
当
人
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
事
実
が
明

ら
か
に
な
り
、
個
人
の
肖
像
画
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
も
の
の
、
幅
広
く
集
約
さ
れ
た
情
報
が
特
定
個

人
と
結
び
付
け
ら
れ
る
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題
が
発
生
し
、
個
々
人
に
対
す
る
政
府
の
権
能
が
増
大
す
る
か
ら
社
会
構
造
も
影
響
を

受
け
得
る
等
々
の
問
題
・
リ
ス
ク
が
存
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
情
報
処
理
は
既
に
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に

扱
う
か
と
い
う
局
面
で
あ
り
、
こ
れ
は
デ
ー
タ
収
集
の
局
面
と
は
異
な
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
不
充
分
で
あ
れ
ば
情
報
が
虚
偽
に
歪
曲
さ

れ
る
懸
念
も
あ
る
し
、
デ
ー
タ
が
デ
ー
タ
主
体
の
同
意
な
く
、
当
初
の
デ
ー
タ
収
集
目
的
と
関
係
な
い
目
的
で
二
次
利
用
さ
れ
る
と
い
う

潜
在
的
可
能
性
が
存
す
る
な
ら
ば
、
対
象
者
は
恐
怖
感･

不
安
感
・
無
力
感
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
個
人
に
自
己
の
記
録
に
つ
い
て
通

知
し
な
か
っ
た
り
、
自
身
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
自
己
の
人
生
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
情
報
主
体
か

ら
実
質
的
な
点
で
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な

（
（（（
（

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
も
た
ら
す
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
個
人
デ
ー
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タ
の
使
用
態
様
に
、
思
慮
深
く
敬
意
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
味
の
あ
る
制
約
を
課
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
な

ど
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

（
（（（
（

る
。
第
三
者
に
任
意
に
開
示
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
情
報
主
体
が
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
な
期
待

を
主
張
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
方
向
に
傾
く
で
あ
ろ
う
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ど

で
我
々
は
自
己
に
関
す
る
大
量
の
情
報
を
開
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
の
規
律
が
全
く
及
ば
な
く
て
良
い
と
解
す

る
こ
と
は
相
当
と
は
思
わ
れ
な
い
か

（
（（（
（

ら
、
情
報
デ
ー
タ
の
管
理
等
の
局
面
に
適
正
な
規
律
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
行

く
方
向
は
妥
当
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

第
三
節　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向

一　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
も
注
目
に
値
し
よ
う
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
個
人
の
自
律
を
鍵
と
し
て
、デ
ー
タ
保
護
に
関
し
て
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
採
っ
て
来
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
で
は
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
・
自
由
な
流
通
に
関
す
る
個
人
の
保
護
に
つ
い
て
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

即
ち
、
一
九
九
五
年
の
Ｅ
Ｕ
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
第
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
保
護
に
係
る
基
本
的
権
利
の
保
護
及
び
加
盟
国

間
に
お
け
る
自
由
な
個
人
デ
ー
タ
流
通
の
保
障
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
欧
州
連
合
基
本
権
憲
章
第
八
条
が
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
を
権
利
と
明

記
し
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
に
関
し
て
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
点
を
示
し
て
い
る（

（（（
（

。
そ
し

て
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
犯
罪
捜
査
と
の
関
係
に
お
い
て
、
位
置
デ
ー
タ
等
の
通
信
の
秘
密
の
保
護
・
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
の
対
象
と

な
る
情
報
に
つ
い
て
、
法
執
行
目
的
に
お
け
る
個
人
デ
ー
タ
の
目
的
外
利
用
を
行
う
と
共
に
、
必
要
情
報
を
保
全
す
る
た
め
の
手
続
が
定

め
ら
れ
て
い
る（

（（（
（

。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
性
質
か
ら
個
々
人
の
日
々
の
生
活
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
累
積
し
て
い
る

上
に
、
デ
ー
タ
流
通
の
割
合
と
処
理
力
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
デ
ー
タ
処
理
力
が
激
増
し
て
い
る
と
い
う
事
情
を
踏
ま
え
て
、
人
々
の
プ
ラ



九
四

イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
に
つ
い
て
の
重
大
な
リ
ス
ク
が
発
生
し
て
い
る
点
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
人
情
報
保
護
に
加
え

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
デ
ー
タ
処
理
の
問
題
、
特
に
往
来
デ
ー
タ
・
位
置
情
報
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
、
デ
ー
タ
処
理
の
前
提
と
な

る
デ
ー
タ
保
有
主
体
の
同
意
適
格
性
な
ど
に
も
議
論
が
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
保
護
指
令
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
処
理
に
関

し
て
デ
ー
タ
管
理
目
的
と
の
関
連
性
・
比
例
性
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
性
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ

収
集
の
特
性
に
鑑
み
て
、
単
純
な
デ
ー
タ
保
持
・
管
理
と
デ
ー
タ
処
理
の
た
め
の
正
当
な
目
的
と
の
間
に
食
い
違
い
が
生
じ
る
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。

二　

尤
も
同
時
に
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
過
激
派
爆
弾
テ
ロ
事
件
に
対
す
る
捜
査
の
た

め
に
、
西
側
諸
国
で
最
も
監
視
の
度
合
い
が
高
い
公
共
空
間
を
創
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
公
共
空
間
に
設
置
さ
れ

る
監
視
カ
メ
ラ
が
増
大
し
て
い
る
が（

（（（
（

、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
写
真
撮
影
や
ヴ
ィ
デ
オ
撮
影
は
少
な
く
と
も
公
道
上
に
お
い
て
は

問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
撮
影
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
保
管
・
利
用
す
る
点
を
デ
ー
タ
保
護
法
（
一
九
九
八
年
法
第
四
条
は
、
個
人
デ
ー
タ

に
つ
い
て
、
公
正
且
つ
適
法
に
処
理
す
べ
き
と
か
、
一
つ
以
上
の
特
定
且
つ
適
法
な
目
的
の
た
め
に
取
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
正
確
で
、
必
要
な
場
合

に
は
最
新
の
も
の
に
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
処
理
目
的
の
た
め
に
必
要
以
上
に
長
期
間
保
有
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
な
ど
八
つ
の
原
則
か
ら
な
る

デ
ー
タ
保
護
原
則
を
定
め
る
）
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
規
約
第
八
条
と
の
関
係
で
裁
判
所
が
問
題
に
す
る
構
造
に
な
っ
て
お
り（

（（（
（

、
行
動
監
視
の

問
題
と
撮
影
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
管
理
・
利
用
の
問
題
と
に
分
け
て
規
律
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け

る
テ
ロ
に
よ
っ
て
安
全
保
障
部
門
は
新
た
な
組
織
が
次
の
攻
撃
を
仕
掛
け
て
来
る
こ
と
を
懸
念
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
捜
査
活
動
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
た
め
、
法
執
行
機
関
が
必
要
と
認
め
た
時
に
、
爆
弾
元
が
誰
と
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
か
と
い

う
私
的
な
デ
ー
タ
を
保
持
す
る
た
め
の
新
た
な
手
段
が
取
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
欧
州
評
議
会
議
長
と
し
て
提
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
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二
〇
〇
六
年
デ
ー
タ
保
護
指
令
（D

ata Retention D
irective

）
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
は
遠
距
離
通
信
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
、
六
カ
月
以
上
二
年
以
下
の
期
間
、
一
定
の
形
態
の
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
本
指
令
を
、
二
〇
〇
七
年
デ
ー
タ
保
護
（
Ｅ
Ｃ
指
令
）
規
則
及
び
二
〇
〇
七
年
規
則
を
廃
止
し
て

内
容
を
拡
張
し
た
二
〇
〇
九
年
デ
ー
タ
保
護
（
Ｅ
Ｃ
指
令
）
規
則
に
よ
っ
て
実
行
し
、
遠
距
離
通
信
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
カ
ヴ
ァ
ー

し
て
、
加
入
者
・
登
録
ユ
ー
ザ
ー
の
名
前
・
ア
ド
レ
ス
、
加
入
者
が
サ
ー
ビ
ス
に
ロ
グ
オ
ン
・
オ
フ
し
た
日
時
、
電
子
メ
ー
ル
の
ユ
ー

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
の
詳
細
、
使
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
保
存
要
求

が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
規
定
し
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ａ
（T

he Regulation of Investigatory Pow
ers A

ct　

捜
査
権
限
法
）
が
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

シ
ー
・
自
律
の
保
護
を
企
図
す
る
の
に
比
し
て
、
こ
の
デ
ー
タ
保
護
指
令
は
、
大
量
監
視
の
形
態
で
大
量
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
集
し
た

デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
に
、
政
府
が
情
報
社
会
の
力
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
意
思
を
示
し
て
い
る
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
関
心
は
、
通
信
能
力
発
達
プ
ロ
グ
ラ
ム
（the Com

m
unications Capabilities D

evelopm
ent Program

m
e : CCD

P

）
の
開
始
と

通
信
デ
ー
タ
法
案
（the Com

m
unication D

ata Bill
）
に
お
け
る
提
案
に
よ
っ
て
融
合
し
て
い
る
と
も
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（（（
（

。

第
四
節　

無
人
機
に
お
け
る
デ
ー
タ
保
護

一　

そ
し
て
、
無
人
機
に
関
し
て
も
、
既
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
第
一
章
な
ど
）、
デ
ー
タ
を
統
合
・
融
合
す
る
手
法
に
よ
っ
て
、

多
元
的
な
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
デ
ー
タ
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
監
視
能
力
が
増
幅
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
大
型
で

公
空
か
ら
見
る
点
は
、
無
人
機
も
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
と
同
じ
と
も
言
え
る
が（

（（（
（

、
た
だ
、
小
型
化
と
か
画
像
機
能
が
著
し
い
場
合
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
よ
り

も
無
人
機
の
方
が
全
方
位
的
に
見
え
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
公
共
の
場
で
の
ヴ
ィ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
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六

る
監
視
で
あ
っ
て
も
、
以
下
の
三
つ
の
場
合
に
つ
い
て
は
修
正
第
四
条
違
反
と
な
り
得
る
と
も
主
張
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
警
察
は
、
ⅰ 

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
期
待
が
あ
る
場
所
を
監
視
す
る
た
め
に
、
公
共
の
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
を
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
ⅱ 

個
人
や
そ
の
所
有
物
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
侵
襲
に
該
当
す
る
程
度
に
ズ
ー
ム
・
レ
ン
ズ
を
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
ⅲ 

不
審
事

由
（
容
疑
）
な
し
に
大
量
監
視
に
該
当
す
る
程
度
に
広
範
に
カ
メ
ラ
を
用
い
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
か
か
る
見
解
が

妥
当
す
る
な
ら
ば
、
同
様
の
場
合
に
は
無
人
機
に
よ
る
監
視
も
そ
の
儘
修
正
第
四
条
に
違
背
し
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
に
お
い
て
現
実
に
争
わ
れ
て
い
る
の
は
、公
共
空
間
か
ら
の
私
的
空
間
の
撮
影
の
適
否
（
ⅰ 

参
照
）

で
あ
る
と
さ
れ
る（

（（（
（

が
、
無
人
機
に
お
い
て
は
、
ⅱ 

や 

ⅲ 

の
事
例
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
恐
れ
も
よ
り
大
き
い
と
考
え
る
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
比
較
し
て
も
、
無
人
機
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
同
様
に
対
象
者
に
気
付
か
れ
る
恐
れ
は
全
く
な
く
、
し

か
し
、
公
共
空
間
に
お
け
る
対
象
者
の
位
置
情
報
の
取
得
に
止
ま
ら
ず
に（

（（（
（

容
姿
情
報
・
動
作
情
報
な
ど
を
取
得
出
来（

（（（
（

、
従
っ
て
個
人
情
報

と
し
て
の
秘
匿
性
の
侵
害
の
程
度
は
高
く
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
は
直
接
的
な
も
の
と
言
い
得
る
。
他
方
、
ヴ
ィ
デ
オ
監
視
以
上
に
、

正
確
な
位
置
情
報
が
取
得
可
能
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
無
人
機
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
ヴ
ィ
デ
オ
に
よ
る
監
視
以

上
に
、
相
対
的
に
強
制
処
分
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る（

（（（
（

。

こ
の
点
、
無
人
機
が
公
共
空
間
で
な
い
私
的
領
域
内
部
そ
れ
自
体
に
侵
入
し
て
こ
れ
を
監
視
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
従
前
の
公

共
空
間
─
私
的
空
間
を
区
分
す
る
二
分
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
も
強
制
処
分
性
を
肯
定
出
来
よ
う
。
加
え
て
、
純
粋
な
公
共
空
間
に

お
け
る
無
人
機
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
上
記
で
触
れ
た
よ
う
に
無
人
機
に
よ
っ
て
対
象
者
の
容
姿
情
報
・
動
作
情
報
な
ど
が
綿
密
・
正
確

に
取
得
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
通
信
傍
受
の
よ
う
に
閉
鎖
さ
れ
た
通
信
回
線
に
侵
襲
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
長
期
間
に
亘
っ
て
追
跡
・
監

視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
個
人
情
報
は
膨
大
に
な
る
と
言
え
よ
う（

（（（
（

。
こ
の
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
個
人
の
生
活
の
至
る
所
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に
政
府
・
国
家
機
関
が
遍
在
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
大
き
く
侵
害
さ
れ
る
と
も
解
し
得
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。

二　

か
か
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
一
種
の
不
安
感
の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
不
安
に
よ
る
萎
縮
効
果
も

考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
か
か
る
効
果
は
、
自
ら
が
捜
査
対
象
と
な
っ
た
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
も
生
じ
得
る
か
ら
、

無
人
機
の
話
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
と
も
考
え
得
る（

（（（
（

。
し
か
し
、
単
に
捜
査
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
安
感
と
膨
大
な
情
報
を

秘
匿
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
不
安
感
と
を
直
ち
に
同
視
出
来
る
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
留
保
が
必
要
と
考
え
る
。そ
し
て
、プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
内
実
に
は
、
政
府
に
介
入
さ
れ
ず
に
放
っ
て
お
か
れ
た
い
と
い
う
権
利
の
他
に
、
自
己
の
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
・
自
己
決

定
の
権
利
な
ど
が
存
し
て
い
た
（
第
二
章
第
二
節
第
一
款
な
ど
参
照
）
が（

（（（
（

、膨
大
な
情
報
を
秘
匿
さ
れ
る
と
い
う
点
は
、自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
を
侵
害
し
得
る
で
あ
ろ
う
し（

（（（
（

、
自
己
決
定
権
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
捜
査
機
関
に
よ
る
相
当
強
い
働
き
掛
け
が
な
い
限
り
、
被
疑

者
の
自
己
決
定
権
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
与
え
ら
れ
る
余
地
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
と
言
い
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
全
く
否
定
す
る
こ
と
も

困
難
で
は
あ
ろ
う（

（（（
（

。

こ
の
点
、
無
人
機
に
よ
る
精
密
・
継
続
的
で
膨
大
な
情
報
の
集
積
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
の
保
管
・
管
理
の
次
元
で
規
制
す
れ
ば
自
己

情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
懸
念
は
回
避
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
デ
ー
タ
保
管
・
管
理
の
次
元
で
の
規
制
が
適
正
に
行
わ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
不
安
感
と
か
自
律
・
自
己
決
定
侵
害
の
側
面
も
緩
和
さ
れ
、
デ
ー
タ
収
集
行
為
そ
れ
自
体
の
侵
害
性
に
つ
い
て
も
軽
減
さ
れ

る
と
考
え
る
こ
と
も
或
い
は
可
能
か
も
知
れ
な
い（

（（（
（

。
し
か
し
、
問
題
は
、
そ
の
デ
ー
タ
収
集
の
局
面
を
、
所
謂
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
侵
害

と
、「
令
状
の
事
前
提
示
を
行
う
こ
と
で
対
象
者
に
知
ら
れ
ず
に
秘
か
に
監
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
こ
と
を
回
避
す
る

（
（（（
（

」
等
と
い

う
捜
査
の
必
要
性
と
を
衡
量
す
る
こ
と
で
解
決
し
て
良
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
に
、
一
方
で
無
人
機
に

対
し
て
令
状
の
よ
う
な
歯
止
め
が
必
須
と
な
る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る（

（（（
（

。
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確
か
に
、
無
人
機
の
情
報
収
集
能
力
等
に
対
す
る
不
安
感
は
大
き
い
。
上
空
か
ら
個
人
を
継
続
的
に
監
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象

者
個
人
の
全
体
像
を
示
す
よ
う
な
重
要
且
つ
微
妙
な
個
人
情
報
も
収
集
さ
れ
得
る
か
ら
、
支
配
・
管
理
さ
れ
て
い
る
と
い
う
精
神
的
不
安

感
が
増
大
し
、
個
人
の
精
神
的
な
安
ら
ぎ
・
自
律
性
を
大
き
く
脅
か
す
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
点
に
対
し
て
は
、
無
人
機
が
収
集
し

て
い
る
、
か
か
る
個
人
情
報
に
つ
き
、
対
象
者
が
確
認
・
閲
覧
出
来
る
権
利
、
情
報
の
追
加
・
削
除
・
訂
正
、
利
用
停
止
等
を
請
求
出
来

る
権
利
な
ど
が
相
当
程
度
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
不
安
感
を
相
当
程
度
払
拭
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
監
視
カ
メ
ラ
を
例
に
取
っ
て
、
そ
の
問
題
点
は
、
見
ら
れ
て
恥
ず
か
し
い
所
を
映
さ
れ
て
プ
ラ

イ
ド
が
傷
付
い
た
の
で
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵
害
で
あ
る
と
す
る
レ
ヴ
ェ
ル
の
話
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
現
代
に
お
い
て
は
寧
ろ
そ
れ
よ
り

も
、
か
か
る
情
報
を
検
索
・
集
約
さ
れ
て
独
り
歩
き
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
し
て
勝
手
な
人
物
像
を
作
ら
れ
て
し
ま
う
と
か
、
多
く
の
国
民
が

ま
る
で
犯
罪
の
嫌
疑
が
あ
る
人
と
同
じ
よ
う
に
監
視
さ
れ
、
集
約
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
簡
単
に
警
察
等
に
提
供
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
濫

用
可
能
性
こ
そ
が
新
た
に
生
じ
て
来
た
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い

（
（（（
（

る
点
は
示
唆
に
富
む
。
既
に
紹
介
し
た
見
解
と
も
重
な

る
が
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
に
お
い
て
最
も
問
題
で
あ
る
部
分
は
何
で
あ
る
か
を
詰
め
、
そ
こ
迄
で
な
い
領
域
も
無
論
保
護
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
捜
査
の
必
要
性
と
の
衡
量
を
許
容
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
捜
査
の
必
要
性
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス
判
断
を
進
め
る
も
の
と
し
て
妥
当
な
方
向
性
を
有
す
る
も
の
と
考

（
（（（
（え

る
。
そ
し
て
、上
記
不
安
感
の
払
拭
は
、

裁
判
の
場
で
個
々
に
解
決
さ
れ
る
よ
り
も
、
立
法
を
通
じ
て
令
状
を
要
求
す
る
方
が
効
果
的
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。
但

し
、
こ
の
点
は
必
ず
し
も
令
状
に
よ
ら
ず
と
も
、
立
法
や
内
規
に
よ
っ
て
、
か
か
る
監
視
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
さ
せ
、
上
記
の
よ
う
な

自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
権
利
を
明
定
し
て
お
く
こ
と
で
も
相
当
程
度
は
充
足
さ
れ
る
と
は
言
え
よ
う（

（（（
（

。

三　

こ
の
点
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制
に
関
し
て
、
伝
統
的
な
「
一
人
で
放
っ
て
お
い
て
貰
う
権
利
」
乃
至
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
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シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
公
共
空
間
に
お
け
る
匿
名
性
の
利
益
」、
或
い
は
「
社
会
的
評
価
か
ら
の
自
由
」
と
い
っ
た
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念

は
、
主
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
利
用
の
妥
当
性
と
い
う
側
面
（
取
得
中
心
基
準
）
に
関
わ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
」
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
は
、
撮
影
デ
ー
タ
の
取
扱
い
の
妥
当
性
と
し
て
の
側
面
（
管
理
・
利
用
中
心
基
準
）
に
関
わ

る
と
整
理
す
る
見
解（

（（（
（

が
注
目
さ
れ
る
。
無
人
機
の
場
合
は
、
行
政
警
察
活
動
に
お
け
る
許
容
限
界
の
側
面
よ
り
も
、
追
跡
監
視
と
い
っ
た

犯
罪
捜
査
の
側
面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
公
道
上
な
ど
公
共
空
間
に
お
い
て
追
跡
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
監

視
・
デ
ー
タ
収
集
行
為
自
体
は
任
意
捜
査
と
し
て
、
捜
査
の
必
要
性
等
と
の
衡
量
に
よ
っ
て
相
当
性
を
判
断
し
、
継
続
的
監
視
に
よ
る
累

積
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
活
用
は
、デ
ー
タ
保
管
等
の
問
題
と
し
て
別
途
配
慮
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
論
者
に
よ
れ
ば
、
同
権
利
は
、
個
人
に
つ
い
て
の
情
報
の
①
取
得
収
集
、
②
保
有
及
び
③
利
用
の
各
局
面
に

応
じ
て
問
題
と
な
り
、
不
当
に
自
己
に
関
す
る
情
報
を
取
得
収
集
さ
れ
な
い
と
い
う
自
由
権
の
側
面
の
み
な
ら
ず
請
求
権
と
し
て
の
側
面

を
も
有
す
る
こ
と
に
な
る
と
整
理
さ
れ
て
お
り（

（（（
（

、「
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
が
撮
影
デ
ー
タ
の
管
理
・
利
用
の
み
に
関
わ
る
か
は
論
者

に
よ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
、
更
に
検
討
を
要
し
よ
う
が（

（（（
（

、
取
得
時
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
迄
は
完
全
に
担
保
し
な
く
と
も
（「
対
象
者
が

公
共
空
間
に
存
在
し
た
」
と
い
う
点
は
オ
ー
プ
ン
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
）、
取
得
後
に
お
け
る
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
保
護
す
る
と
い
う
形
で
監

視
対
象
者
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
保
護
を
図
る
意
義
は
充
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（（（
（

。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
無
人
機
に
よ
る
監
視

目
的
を
特
定
し
、
デ
ー
タ
収
集
の
場
所
・
日
時
・
期
間
そ
の
他
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
記
録
し
、
且
つ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
、
そ

れ
ら
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
の
形
で
一
般
に
告
知
し
て
検
証
可
能
な
形
に
す
る（

（（（
（

、
遂
行
中
の
捜
査
と
関
係
な
い
デ
ー
タ
等
は
三
〇
日
以
内

に
消
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
法
執
行
機
関
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
・
規
則
を
公
表
す

（
（（（
（

る
と
い
っ
た
旨
を
法
律
に
定
め
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
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第
五
節　

立
法
府
・
司
法
府
に
よ
る
規
律（

（（（
（

一　

上
記
で
触
れ
た
よ
う
に
、
赤
外
線
画
像
化
装
置
を
搭
載
し
た
無
人
機
が
家
屋
内
部
を
観
察
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
合
衆
国
の
裁
判
例

法
理
に
よ
れ
ば
捜
索
に
該
当
し
て
令
状
が
必
要
で
あ
る
。
我
が
国
の
場
合
で
も
、
か
か
る
事
例
で
検
証
に
該
当
す
る
か
捜
索
に
該
当
す
る

か
は
議
論
が
あ
り
得
よ
う
が（

（（（
（

、
強
制
処
分
に
該
当
す
る
と
捉
え
る
こ
と
に
異
論
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
公
共
空
間
に
お
い
て
無
人

機
を
活
用
す
る
場
合
、
第
四
節
で
触
れ
た
よ
う
に
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
任
意
処
分
と
し
、
任
意
捜
査
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
限
界
の
枠

組
み
で
検
討
す
る
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
撮
影
デ
ー
タ
と
い
う
情
報
の
規
制
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
撮
影
デ
ー
タ
が
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
個
人
情
報
に
該
当
す
る
場
合
に
は
個
人
情
報
保
護
法
で

規
律
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
個
人
情
報
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
如
何
な
る
規
律
を
行
う
べ
き
か
が
問
題
と
な
る（

（（（
（

。

二　

こ
の
点
、
例
え
ば
、
合
衆
国
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
の
判
断
に
は
、
主
流
的
な
社
会
政
策
を
勘
案
す
べ
き
と
こ

ろ
が
大
き
い
か
ら
、
高
度
科
学
技
術
が
市
民
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
判
断
す
る
際
に
は
、
立
法
に
委
ね

る
べ
き
と
考
え
る
見
解
も
あ
る
（
科
学
技
術
の
発
達
を
充
分
に
学
ぶ
時
間
的
余
裕
が
裁
判
官
に
な
い
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る

（
（（（
（

）。
た
だ
、
他
方
、

議
会
（
立
法
府
）
は
、
裁
判
所
（
司
法
府
）
よ
り
も
科
学
技
術
の
発
達
に
素
早
く
反
応
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
旦
立
法
が
通
過
す
る

と
再
度
そ
れ
を
省
み
る
と
い
う
傾
向
は
強
く
な
く
、
関
心
の
ス
パ
ン
が
短
い
と
も
評
さ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
裁
判
所
の
見
解
と
同
様
に
、

科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩
に
つ
い
て
行
け
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
所
に
よ
る
規
律
は
、
法

的
問
題
に
つ
い
て
当
事
者
が
議
論
し
、
中
立
の
裁
定
者
が
是
非
を
判
断
す
る
と
い
う
過
程
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
最
善
の
法
的
解
決

を
得
ら
れ
る
と
い
う
擬
制
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
科
学
技
術
の
領
域
に
お
い
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題
の
決
定
権
限
を
立
法
者
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の
み
に
委
ね
て
し
ま
う
と
、
か
か
る
議
論
・
裁
定
の
過
程
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
評
価
も
存
す
る
。
更
に
、
高
度
科
学
技
術
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題
の
多
く
に
つ
い
て
は
議
会
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
議
論
が
余
り
生
じ
な
い
た
め
、
反
対
説
を

顧
慮
し
な
い
儘
に
、
困
難
で
論
争
的
な
選
択
を
先
送
り
に
し
て
安
易
な
選
択
を
行
う
傾
向
が
あ
り
、
高
度
科
学
技
術
に
お
け
る
プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題
を
立
法
府
だ
け
に
委
ね
る
こ
と
は
市
民
の
権
利
を
減
じ
る
結
果
と
な
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、

裁
判
所
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
な
い
儘
に
議
会
の
み
に
委
ね
る
と
、
法
執
行
機
関
に
対
す
る
規
律
が
緩
い
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
し
、
ま
た
、
議
会
は
裁
判
所
（
合
衆
国
の
場
合
は
連
邦
最
高
裁
や
下
級
審
）
の
判
断
を
参
照
し
て
い
る
か
ら
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
つ
い

て
の
判
断
権
者
を
議
会
の
み
に
限
定
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
は
、
こ
の
点
で
も
得
策
と
は
言
え
な
い
と
も
考
え
ら
れ
得
る
。

三　

こ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
は
、
発
達
す
る
科
学
技
術
を
扱
う
の
に
、
議
会
・
裁
判
所
い
ず
れ
が
最
も
適
合
的
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
明

快
な
回
答
は
存
し
な
い
と
言
い
得
よ
う
。
既
に
触
れ
た
点
と
も
重
な
る
が
（
第
二
章
第
二
節
な
ど
）、
裁
判
所
は
、
事
案
判
断
と
い
う
回
顧

的
性
質
の
た
め
に
、
発
達
す
る
科
学
技
術
へ
の
反
応
は
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
一
方
、
議
会
は
立
法
を
迅
速
に
通
過
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
素
早
く
対
応
出
来
る
能
力
を
有
し
て
い
る（

（（（
（

。
尤
も
、
熟
議
さ
れ
た
と
は
限
ら
ず
拙
速
か
も
知
れ
な
い
し
、
立
法

者
は
短
期
的
ス
パ
ン
で
物
を
見
、
長
期
的
視
野
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（

（（（
（

。
従
っ
て
、
科
学
技
術
に
関
す
る

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
分
野
に
つ
い
て
、
議
会
・
裁
判
所
い
ず
れ
か
に
択
一
的
に
判
断
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
相
互
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン

ド
・
バ
ラ
ン
ス
を
前
提
と
し
つ
つ
、
議
会
・
裁
判
所
が
各
々
得
意
と
す
る
切
り
口
で
粛
々
と
判
断
を
行
っ
て
行
く
こ
と
が
相
当
と
も
言
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（（（
（

。
一
方
で
、
社
会
の
期
待
と
い
う
も
の
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
に
つ
い
て
裁
判
所
は
誤
る
こ
と
が
あ
り
、
社
会
の
合

理
的
期
待
の
判
断
は
社
会
政
策
的
要
素
を
伴
い
、
そ
こ
で
は
議
会
の
役
割
が
反
映
さ
れ
る
以
上
、
社
会
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
へ
の
期
待
に

科
学
技
術
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
議
会
が
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
へ
の
関
心
と
科
学
技
術
の
発
達
が
社
会
に
与



一
〇
二

え
る
利
益
（
無
人
機
に
よ
る
捜
査
能
力
の
向
上
が
も
た
ら
す
安
全
の
増
大
と
い
っ
た
利
益
）
と
の
間
に
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を
設
定
し
て
大
枠
の
見

取
り
図
を
示
す
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
よ
う
に
新
し
い
技
術
に
議
会
が
対
処
す
る
方
法
に
裁
判
所
は
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
も
言

え
よ
う
。
立
法
事
実
・
立
法
の
際
に
前
提
と
な
る
証
拠
、
各
州
の
立
法
動
向
な
ど
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
社
会
的
期
待
を
判
断
す
る
た
め
の

資
料
と
な
り
得（

（（（
（

、
議
会
の
見
解
に
常
に
依
拠
す
る
必
要
は
な
い
け
れ
ど
も
、
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
は
修
正
第
四
条
に

関
わ
る
社
会
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
期
待
を
よ
り
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
他
方
で
、
裁
判
法
理
の
発
展
を
斟
酌
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
議
会
も
新
た
な
電
子
監
視
手
段
を
規
律
す
る
法
規
を
制
定
す
べ
く
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
、
か
か
る
観
点
で
議
会
・

裁
判
所
間
の
交
流
が
深
ま
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
、
国
会
は
、
提
示
さ
れ
た
議
題
を
多
様
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
作

業
に
は
向
い
て
い
て
も
、
検
討
す
べ
き
議
題
を
設
定
す
る
こ
と
自
体
に
は
必
ず
し
も
向
い
て
い
な
い
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り（

（（（
（

、
具
体

的
な
争
い
の
中
で
個
人
の
権
利
義
務
の
存
否
に
つ
い
て
認
識
が
一
致
し
な
い
場
合
な
ど
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
裁
判
所
が
問
題
提
起
を
行

う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
判
例
に
よ
る
法
形
成
の
メ
リ
ッ
ト
を
保
持
し
つ
つ
（
或
い
は
裁
判
所
の

規
律
に
よ
る
方
が
実
り
の
大
き
い
領
域
を
見
極
め
つ

（
（（（
（

つ
）、
議
会
の
貴
重
な
洞
察
を
も
取
り
込
ん
で
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
や
日
本
国
憲
法
第

三
五
条
等
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
と
裁
判
所
と
の
対
話
、
健
全
な
抑
制
と
均
衡
が
保
た
れ
る
と
い
う
点
は
、
彼
我
の
差
異

は
あ
ろ
う
が
、
合
衆
国
の
み
な
ら
ず
我
が
国
に
お
い
て
も
妥
当
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（（（
（

。
こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、

立
法
府
（
国
会
）
と
行
政
府
（
大
統
領
）
の
権
限
が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
お
り
、
委
員
会
中
心
に
国
会
審
議
が
行
わ
れ
る
側
面
が
強
い
も
の

の
、
議
長
権
限
の
強
化
も
図
ら
れ
、
国
民
の
幅
広
い
民
意
・
争
点
を
汲
み
上
げ
て
応
接
し
つ
つ
、
議
会
自
ら
が
立
法
を
行
う
と
い
う
傾
向

が
強
い

（
（（（
（

が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
会
は
自
ら
が
立
法
す
る
こ
と
よ
り
も
、
内
閣
提
出
法
案
の
修
正
や
成
立
阻
止
、
与
党
・
政
府
の
疑

惑
・
腐
敗
の
糾
弾
に
主
な
任
務
を
見
出
し
て
い
る
面
が
強
い
た
め
に
、
法
案
提
出
は
主
と
し
て
内
閣
に
委
ね
、
国
会
で
は
与
野
党
が
争
点
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を
明
示
し
て
討
議
を
重
ね
、
次
期
選
挙
で
国
民
の
支
持
獲
得
を
目
指
す
方
向
性
（
所
謂
「
ア
リ
ー
ナ
議
会
」）
の
方
が
適
合
的
で
あ
る
と
い

う
見
解
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
は
内
閣
が
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
提
示
し
て
行
く
こ
と
に
な
ろ
う（

（（（
（

が
、
そ
こ
に
お
い

て
も
具
体
的
事
例
・
判
決
が
立
法
の
契
機
と
な
る
こ
と
は
あ
り
、
議
会
・
内
閣
が
裁
判
所
と
健
全
な
対
話
を
行
う
こ
と
の
意
義
は
否
定
さ

れ
な
い
で
あ
ろ
う（

（（（
（

。

四　

尤
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
立
法
と
比
較
す
れ
ば
、
我
が
国
の
立
法
過
程
は
相
対
的
に
は
中
長
期
的
視
野
を
有
し
て
い
る
と

も
言
い
得
る
か
も
知
れ
ず
、
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
議
会
（
更
に
内
閣

（
（（（
（

）
に
問
題
の
解
決
を
委
ね
る
と
い
う
選
択
肢
も
可
能
か
も
知
れ

な
い（

（（（
（

。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
方
が
立
法
の
数
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
に
お
い
て
、
立
法
府
に
お
け
る
社
会

的
期
待
の
検
討
内
容
を
裁
判
所
が
参
照
す
る
こ
と
に
も
限
界
が
大
き
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
立
法
府
（
更
に

内
閣
）
と
裁
判
所
の
抑
制
と
均
衡
は
我
が
国
に
お
い
て
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
く
、
高
度
科
学
技
術
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理

的
期
待
の
評
価
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
合
衆
国
以
上
に
議
会
（
更
に
内
閣
）
に
こ
そ
任
せ
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
得
よ
う
。
例

え
ば
、
当
該
合
理
的
期
待
の
評
価
に
際
し
て
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
保
護
し
つ
つ
無
人
機
に
よ
る
監
視
の
生
み
出
す
効
用
を
最
大
化
す

る
よ
う
な
政
策
判
断
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
政
府
・
捜
査
機
関
に
よ
る
監
視
が
浸
透
し
て
い
る
諸
国
の
動
向
を
も
比
較
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
考
察
は
議
会
・
内
閣
に
よ
り
適
合
的
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
中
央
集
権
体
制
下
に
お
い
て
我
が

国
の
最
高
裁
判
例
の
実
務
に
対
す
る
浸
透
力
は
極
め
て
高
い
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
議
会
・
内
閣
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
重
要

争
点
の
提
起
に
際
し
て
裁
判
所
の
判
断
を
参
酌
し
つ
つ
論
点
を
詰
め
て
法
案
提
言
を
行
う
こ
と
が
あ
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
少

な
く
と
も
事
案
に
則
し
た
解
決
を
踏
ま
え
た
論
点
の
明
確
化
な
ど
の
点
で
は
、
高
度
科
学
技
術
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
関
す
る
判

断
を
裁
判
所
に
委
ね
る
点
に
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
と
言
え
よ
う（

（（（
（

。



一
〇
四

五　

以
上
の
議
論
は
必
ず
し
も
デ
ー
タ
情
報
管
理
の
局
面
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
照
ら
し
て
、
無
人
機
に
よ
っ

て
取
得
さ
れ
た
撮
影
デ
ー
タ
の
情
報
管
理
に
つ
い
て
、
一
次
的
に
は
個
人
情
報
保
護
法
の
よ
う
な
立
法
に
委
ね
る
こ
と
が
本
則
と
言
え
る

が
、
個
人
情
報
に
該
当
せ
ず
、
立
法
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
領
域
に
お
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
等
の
趣
旨
に
則
っ
た
内
規
に
よ
っ
て

規
律
す

（
（（（
（

る
こ
と
と
同
時
に
、
任
意
捜
査
と
し
て
の
限
界
枠
組
み
に
基
づ
い
て
裁
判
所
に
よ
っ
て
規
律
を
図
る
こ
と
も
検
討
に
値
し
よ
う（

（（（
（

。

か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
異
論
も
存
す
る
も
の
の（

（（（
（

、
立
法
の
内
容
が
固
ま
ら
な
い
段
階
に
お
い
て
、
判
例
に
よ
る
法
形
成
を
促
す（

（（（
（

こ
と
で

論
点
を
設
定
し
、
議
会
に
お
け
る
熟
議
に
繋
げ
て
行
く
こ
と
に
は
相
応
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
立
法
府
と
司
法
府
の
関
係
は
、
無
人
機
に
よ
る
撮
影
行
為
に
対
す
る
規
律
の
局
面
に
も
妥
当
す
る
こ
と
は
言
う

迄
も
な
い
。

（
268
）
「
技
本
が
取
組
ん
で
き
た
道
の
り
！
無
人
機
の
時
代
を
見
据
え
て
」『
防
衛
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
一
〇
年
六
月
号
（
防
衛
技
術
協
会
）
二
─

三
頁
、
坪
田
敦
・
前
掲
書
『
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
と
軍
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
』
一
八
三
頁
以
下
、
兵
頭
二
十
八
・
前
掲
書
『「
グ
リ
ー
ン
ミ
リ
テ
ク
」
が
日
本
を

生
き
返
ら
せ
る
！
』
一
九
〇
頁
以
下
な
ど
。
既
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
海
上
自
衛
隊
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
に
倣
い
、
無
人
対
潜
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
Ｑ
Ｈ
─

50
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
を
導
入
し
て
艦
上
で
運
用
し
て
い
た
。

猶
、
江
畑
謙
介
・
前
掲
書
『
日
本
の
防
衛
戦
略
』
三
三
三
─
四
頁
は
、
イ
ラ
ク
の
サ
マ
ー
ワ
に
持
っ
て
行
っ
た
富
士
重
工
製
（
開
発
・
防
衛
省

技
術
研
究
本
部
）
警
戒
監
視
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
型
遠
隔
操
縦
観
測
シ
ス
テ
ム
は
大
掛
か
り
な
も
の
で
あ
り
、
民
生
品
で
あ
る
ヤ
マ
ハ
の
Ｒ
─

Ｍ
Ａ

Ｘ
の
方
が
二
─
三
人
で
取
り
扱
え
て
柔
軟
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
た
。

（
269
）
無
人
機
と
は
異
な
る
が
、
我
が
国
で
も
独
自
に
災
害
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
が
続
け
ら
れ
て
来
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
事
件
が
一
九
九
五
年
の

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
阿
部
拓
磨
・
前
掲
書
「
原
発
事
故
調
査
と
Ｕ
Ｇ
Ｖ
／
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
群
制
御
」
一
九
七
頁
な
ど
。
因

み
に
、
原
子
力
発
電
所
現
場
の
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
（
建
屋
内
部
の
情
況
も
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
撮
影
が
極
め
て
有
効
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
伊
藤
哲
朗
『
国
家
の
危
機
管
理
』［
平
成
二
六
年　

ぎ
ょ
う
せ
い
］
九
五
頁
な
ど
）、
我
が
国
に
お
い
て
も
数
十
年
前
に
「
極
限
環
境
ロ



一
〇
五

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

ボ
ッ
ト
」
と
い
う
産
官
学
連
合
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
上
げ
て
い
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
研
究
チ
ー
ム
は
解
散
し
て
い
た
。
立

花
隆
『
立
花
隆
の
本
棚
』（
平
成25

年　

中
央
公
論
新
社
）
八
二
頁
な
ど
。

（
270
）
別
冊
宝
島
編
集
部
編
『
こ
れ
が
自
衛
隊
の
新
世
代
兵
器
だ
』（
平
成
二
四
年　

宝
島
社
）
四
一
頁
な
ど
。

（
271
）
坪
田
敦
・
前
掲
書
『
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
と
軍
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
』
一
六
八
─
九
頁
な
ど
。

（
272
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
発
達
し
て
い
て
、
常
に
デ
ー
タ
を
リ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
る
が
、
我
が
国
で
は
電
波
環
境
が
悪
く
、
長
距

離
を
飛
ば
せ
な
い
と
い
う
事
情
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
・「
Ｕ
Ａ
Ｖ
座
談
会
〜
日
本
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
将
来
に
向
け
て
〜
」
九
八
頁
［
岩
田
拡
也
］。

（
273
）
別
冊
宝
島
編
集
部
編
・
前
掲
書
『
こ
れ
が
自
衛
隊
の
新
世
代
兵
器
だ
』
四
〇
─
二
頁
。

ま
た
、
は
じ
め
に
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
平
成
二
四
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
森
本
敏
防
衛
相
（
当
時
）
と
バ
ネ
ッ
タ
国
防
長
官
の
日
米
防
衛
相

会
議
で
は
、
日
米
が
無
人
機
に
関
す
る
協
力
を
行
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
274
）
上
空
か
ら
の
調
査
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
が
力
を
発
揮
し
た
の
は
新
た
に
搭
載
さ
れ
た
最
新
の
軍
事
情
報
収
集
機
能
よ
り
も
、
従
前
か

ら
搭
載
さ
れ
て
い
た
高
精
度
の
カ
メ
ラ
・
施
設
内
の
温
度
を
正
確
に
検
知
す
る
赤
外
線
熱
感
知
セ
ン
サ
ー
・
放
射
性
物
質
の
危
険
性
に
よ
り
有
人

機
で
は
侵
入
不
能
な
エ
リ
ア
を
飛
行
出
来
た
と
い
う
無
人
機
特
有
の
能
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
阿
部
拓
磨
「
福
島
原
発
で
『
戦

う
』
新
世
代
軍
事
ロ
ボ
ッ
ト
」『
軍
事
研
究
』
二
〇
一
一
年
一
二
月
号
八
一
─
二
頁
。

（
275
）
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
大
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
の
被
災
地
や
原
発
火
災
現
場
の
画
像
情
報
を
入
手
す

る
方
法
と
し
て
は
、
衛
星
と
航
空
機
に
よ
る
方
法
と
が
考
え
ら
れ
、
前
者
の
面
で
は
我
が
国
の
情
報
収
集
衛
星
（
光
学
）
と
民
間
観
測
衛
星
に
よ

る
撮
影
が
行
わ
れ
て
お
り
、
後
者
の
面
で
は
各
種
自
衛
隊
ヘ
リ
・
航
空
自
衛
隊
の
戦
闘
機
・
海
上
自
衛
隊
の
Ｐ
─

3
Ｃ
哨
戒
機
に
よ
る
カ
メ
ラ
撮
影

が
実
施
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
衛
星
で
は
速
い
周
回
ス
ピ
ー
ド
と
限
ら
れ
た
搭
載
燃
料
の
た
め
、
数
十
時
間
に
亘
る
よ
う
な
長
い
タ
ー
ム
の
観
測

は
出
来
ず
、
ま
た
、
自
衛
隊
は
長
時
間
滞
空
能
力
を
有
す
る
無
人
偵
察
機
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
（「
日
本
の
国
家
的
危
機
を
画
像
撮
影
す
る
次

世
代
有
人
・
無
人
偵
察
機
の
開
発
」『
軍
事
研
究
』
二
〇
一
一
年
五
月
号
一
二
四
頁
な
ど
）。
そ
こ
で
、
我
が
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
、
上
記
太
平

洋
沖
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
被
害
の
情
況
の
観
測
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
有
人
機
で
あ
る
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
Ｕ
─

2
Ｓ
ド
ラ

ゴ
ン
レ
デ
ィ
高
々
度
偵
察
機
（
韓
国
オ
サ
ン
基
地
）
に
加
え
て
無
人
機
で
あ
る
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
グ
ラ
マ
ン
Ｒ
Ｑ
─

4
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
を
グ

ア
ム
島
の
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
空
軍
基
地
よ
り
飛
行
さ
せ
た
。

（
276
）
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
、
我
が
国
は
諸
外
国
か
ら
の
救
援
物
資
や
救
助
チ
ー
ム
の
支
援
を
受
け
た
。
特
に
米
軍
は
兵
力
約
一
八
〇
〇
〇
名
、



一
〇
六

原
子
力
空
母
等
の
艦
艇
二
〇
隻
、
航
空
機
一
四
〇
機
を
投
入
し
、
陸
・
海
・
空
・
海
兵
隊
の
共
同
作
戦
（O

peration T
om

odachi

）
を
展
開
し
、

自
衛
隊
と
共
同
し
て
災
害
救
助
に
当
た
っ
た
。
ま
た
、
放
射
能
事
故
対
応
の
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
専
門
部
隊
も
我
が
国
に
進
出
し
て
待
機
し
た
。
反
面
、

本
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
自
衛
隊
の
海
上
輸
送
能
力
の
決
定
的
な
不
足
、
無
人
偵
察
機
と
放
射
能
防
護
装
備
の
弱
体
等
が
今
後
の
改
善
課
題
と
し

て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
飯
田
耕
司
『
国
防
の
危
機
管
理
と
軍
事
Ｏ
Ｒ
』（
平
成
二
三
年　

三
恵
社
）
五
四
頁
な
ど
。
尤
も
、
上
で
触
れ
た
よ
う

に
、
政
府
は
平
成
二
二
年
一
二
月
一
七
日
に
閣
議
決
定
し
た
次
期
中
期
防
に
お
い
て
、「
無
人
機
を
含
む
新
た
な
各
種
技
術
動
向
等
を
踏
ま
え
、
広

域
に
お
け
る
総
合
的
な
警
戒
監
視
態
勢
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
方
針
を
決
め
て
お
り
、
震
災
が
起
こ
る
前
か
ら
無
人
偵
察
機
導
入
の
可

否
を
検
討
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
石
川
潤
一
・
前
掲
「
唯
一
の
高
高
度
無
人
偵
察
機
Ｒ
Ｑ
─

4
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
」
六
七
頁
な

ど
。

（
277
）
平
成
二
五
年
八
月
一
八
日
付
毎
日
新
聞
朝
刊
。
中
国
・
北
朝
鮮
に
対
す
る
警
戒
・
監
視
能
力
向
上
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
、
民
主
党
政
権
が
検

討
し
て
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
導
入
に
関
す
る
当
初
の
予
定
を
前
倒
し
で
実
施
す
る
と
い
う
。

（
278
）
我
が
国
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
無
人
機
の
発
展
を
抑
え
て
い
た
一
九
七
〇
年
代
─
八
〇
年
代
に
、
無
人
機
の
有
用
性
を
認
識
し
て
い
た
国
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
我
が
国
の
無
人
機
の
発
展
の
特
徴
と
し
て
、
軍
事
的
利
用
の
み
な
ら
ず
、
農
薬
散
布
の
領
域
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と

が
興
味
深
い
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
け
る
無
人
機
に
つ
い
て
の
技
術
研
究
は
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
遡
り
、
一
九
七
〇
年

代
に
富
士
重
工
に
よ
っ
て
研
究
が
再
度
深
ま
り
、
軍
事
用
・
民
間
用
両
方
の
目
的
で
広
範
囲
に
発
展
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
今
世
紀
に
お
い
て

も
、
我
が
国
は
無
人
機
へ
の
商
業
的
な
適
応
の
面
で
は
最
も
成
功
し
た
部
類
に
属
し
て
い
て
、
民
間
無
人
機
の
市
場
は
最
高
レ
ヴ
ェ
ル
で
あ
り
、

農
業
・
科
学
的
観
測
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
回
転
翼
航
空
機
の
市
場
が
特
に
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。See e.g., M

ark Edw
ard Peterson,
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” supra at 546.

（
279
）
前
掲
・「
Ｕ
Ａ
Ｖ
座
談
会
〜
日
本
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
将
来
に
向
け
て
〜
」
九
八
頁
以
下
。

（
280
）See e.g., Geoffrey Christopher Rapp,“ CO
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Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
既
に
二
〇
〇
六
年
以
降
、
時
々
、
無
人
機
を
国
内
監
視
用
に
無
令
状
で
用
い
て
来
た



一
〇
七

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

と
い
う
。See e.g., Brandon N

agy, “W
hy T

hey Can W
atch Y

ou: A
ssessing the Constitutionality of W

arrantless U
nm

anned 
A

erial Surveillance by Law
 Enforcem

ent” 29 Berkeley T
ech. L.J. 135, 139

（2014

）.
（
281
）
区
分
に
つ
い
て
は
、
山
本
龍
彦
・
前
掲
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
八
〇
頁
以
下
、
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
［
座

談
会
］」
九
一
頁
以
下
な
ど
を
主
と
し
て
参
考
に
し
た
。

（
282
）
末
延
三
次
「
英
米
法
に
お
け
る
秘
密
の
保
護
」
戒
能
通
孝
・
伊
藤
正
己
・
前
掲
書
『
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
研
究
』
四
三
頁
以
下
［
初
出　

昭
和
一
〇

年
］。

（
283
）
例
え
ば
、
石
井
夏
生
利
・
前
掲
書
『
個
人
情
報
保
護
法
の
理
念
と
現
代
的
展
開
』
二
〇
八
頁
、
竹
中
勲
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
」
大
石
眞
・

石
川
健
治
編
『
憲
法
の
争
点
』（
平
成
二
〇
年　

有
斐
閣
）
九
八
頁
な
ど
。

（
284
）
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
に
関
す
る
最
初
の
高
裁
判
決
（
大
阪
高
判
昭
和
三
九
年
五
月
三
〇
日
判
時
三
八
一
号
一
七
頁
）
が
こ
れ
よ
り
四
か
月

前
に
出
さ
れ
て
お
り
、対
公
権
力
に
関
す
る
事
案
で
あ
っ
た
が
、相
対
的
に
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
竹
中
勲
・
前
掲
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
権
利
」
九
八
頁
な
ど
。

伊
藤
正
己
・
前
掲
書
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
』
一
頁
以
下
は
、
─
「
宴
の
あ
と
」
事
件
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
と
い
う
新
し
い
内
容

を
持
つ
権
利
を
我
が
国
の
法
の
う
ち
に
成
熟
さ
せ
る
見
地
か
ら
見
る
時
に
は
、
必
ず
し
も
適
切
な
事
件
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
と
し
つ
つ
、
─
プ

ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
が
法
的
救
済
を
受
け
得
る
も
の
と
し
て
成
熟
す
る
た
め
に
は
、
人
間
関
係
の
非
人
格
化
と
い
う
情
況
に
よ
っ
て
私
生
活
の

尊
重
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
社
会
的
条
件
と
し
て
、
①
通
信
や
交
通
そ
の
他
の
技
術
が
著
し
い
発
展
を
遂
げ
、
社
会
が
時
間
的
・
空
間

的
に
狭
く
な
っ
て
、
人
間
の
人
格
へ
の
侵
害
に
対
し
て
も
法
が
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
、
②
現
代
の
企
業
組
織
が
貪
欲
な
迄
に
営
利

を
追
求
す
る
結
果
、
個
人
の
私
事
を
保
護
す
る
必
要
が
増
大
し
た
こ
と
、
③
事
実
の
報
道
、
思
想
や
感
情
の
伝
達
の
た
め
の
手
段
の
規
模
が
拡
大

し
た
こ
と
等
を
掲
げ
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
の
日
本
社
会
が
上
記
前
提
条
件
を
満
た
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
鴨
良
弼
『
刑
事
訴
訟
法

の
基
本
理
念
』（
昭
和
六
〇
年　

九
州
大
学
出
版
会
）
七
四
頁
以
下
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
法
制
の
影
響
、
著
し
い
経
済
発
達
、
文
化
の
基

本
条
件
の
飛
躍
的
発
展
、
労
働
事
情
の
多
角
化
、
人
口
の
都
市
集
中
・
過
密
化
と
い
っ
た
現
象
が
ホ
モ
ジ
ニ
ア
ス
的
な
社
会
構
成
の
存
在
を
否
定

す
る
強
い
要
因
と
な
り
、プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
も
、旧
法
制
下
の
よ
う
な
「
些
細
な
出
来
事
」「
我
慢
の
で
き
る
こ
と
」、「
社

会
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
」
と
い
っ
た
意
識
が
著
し
く
後
退
し
、
代
わ
っ
て
個
人
の
自
由
に
と
っ
て
「
看
過
の
出
来
な
い
こ
と
」「
侵
害
に
対
し
て

救
済
を
要
求
す
る
こ
と
」
と
い
っ
た
意
識
が
強
く
台
頭
す
る
に
至
っ
た
と
分
析
す
る
。



一
〇
八

（
285
）
猶
、
稻
谷
龍
彦
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
一
）」『
法
学
論
叢
』
第
一
六
九
巻
第
一
号
一
四
─
五
頁
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
私
的
領
域
外
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
刑
事
手
続
上
特
別
の
保
護
が
与
え
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
来
な
か
っ
た

の
に
比
し
て
、
我
が
国
最
高
裁
は
公
的
領
域
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
に
積
極
的
姿
勢
を
示
し
て
来
た
と
言
え
る
と
評
す
る
。

（
286
）
議
論
情
況
と
し
て
、
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
一
〇
五
頁
［
宍
戸
常
寿
・
阪
本
昌
成
］。

（
287
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
進
展
に
伴
う
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
を
巡
る
当
時
の
我
が
国
の
議
論
情
況
に
つ
い
て
は
、
堀
部
政
男
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

高
度
情
報
化
社
会
』（
昭
和
六
三
年　

岩
波
書
店
）
四
六
頁
以
下
な
ど
参
照
。
但
し
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
妊
娠
中

絶
・
延
命
治
療
拒
否
の
よ
う
に
自
己
決
定
権
と
し
て
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
我
が
国
で
は
、
私
生
活
と
い
う
概
念
の
非
有
用
性
（
護
る

べ
き
領
域
の
外
延
を
明
確
に
画
す
る
こ
と
も
、
内
包
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
）
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
な
捉
え
方
は

さ
れ
ず
に
個
人
情
報
に
限
定
さ
れ
て
展
開
し
て
行
っ
た
と
も
把
握
さ
れ
る
。
渋
谷
秀
樹
『
憲
法
』（
平
成
一
九
年　

有
斐
閣
）
三
六
五
頁
。

（
288
）
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
侵
害
と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
、
一
人
で
居
ら
せ
て
貰
え
な
い
場
合
に
し
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
喪
失
と
は
言
え
な
い
例
が
多
く
考
え
ら
れ
得
る
と
す
る
。

（
289
）
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
現
代
政
府
の
行
政
と
効
果
的
な
計
画
立
案
は
膨
大
な
情
報
収
集
と
処
理
能
力
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
盗
聴
器
や
心
理

学
的
技
巧
な
ど
調
査
方
法
が
大
戦
後
に
従
前
と
比
較
出
来
な
い
程
精
巧
と
な
る
な
ど
の
変
化
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
国
民
の
生
活
に
対
す

る
政
府
の
関
心
乃
至
監
視
の
増
大
、
個
人
に
関
す
る
情
報
収
集
・
処
理
能
力
の
技
術
的
進
歩
及
び
公
的
領
域
の
拡
大
に
伴
う
政
府
に
対
す
る
個
人

の
依
存
の
増
大
が
個
人
の
生
活
に
も
た
ら
す
か
も
知
れ
な
い
無
気
味
な
予
感
が
背
景
に
存
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
『
現
代
国

家
と
人
権
』
二
八
〇
頁
以
下
［
初
出
昭
和
四
五
年
］、
四
二
九
頁
［
初
出
昭
和
五
五
年
］。

（
290
）
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
『
現
代
国
家
と
人
権
』
二
五
九
頁
以
下
［
初
出
昭
和
四
五
年
］、
四
三
五
頁
以
下
［
初
出
昭
和
五
五
年
］、
四
四
〇
頁
以
下

［
初
出
昭
和
五
六
年
］。

（
291
）
阪
本
昌
成
・
前
掲
書『
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
論
』九
頁
、一
九
三
─
四
頁
。人
格
中
心
主
義
に
よ
る
の
で
な
く
、他
者
か
ら
の
評
価
を
視
点
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
利
益
を
「
評
価
の
対
象
と
な
る
こ
と
の
な
い
生
活
状
況
ま
た
は
人
間
関
係
が
確
保
さ
れ
る
状
態
に
対
す
る
正
当
な
要
求

ま
た
は
主
張
」
と
定
義
し
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
と
は
そ
の
内
で
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
を
言
う
と
述
べ
る
。

（
292
）
棟
居
快
行
『
人
権
論
の
新
構
成
』（
平
成
四
年　

信
山
社
［
平
成
二
〇
年
第
一
版
改
版
新
装
］）
一
七
三
頁
以
下
、
一
九
二
頁
、
棟
居
快
行
「
公

共
空
間
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」『
岩
波
講
座　

憲
法
2　

人
権
論
の
新
展
開
』（
平
成
一
九
年　

岩
波
書
店
）
二
二
四
頁
［
固
定
的
領
域
的
な
「
私
生



一
〇
九

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

活
」
の
保
護
で
な
く
、
単
な
る
デ
ー
タ
と
し
て
の
「
情
報
」
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
で
も
な
い
と
こ
ろ
の
、
個
人
が
そ
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
を

含
み
得
る
個
人
情
報
を
相
手
に
応
じ
て
選
択
的
に
開
示
し
得
る
こ
と
の
保
障
こ
そ
が
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
］、
棟

居
快
行
「
情
報
化
社
会
と
個
人
情
報
保
護
」
棟
居
快
行
『
憲
法
学
の
可
能
性
』（
平
成
二
四
年　

信
山
社
［
初
出　

平
成
一
四
年
］）
三
〇
九
─ 

一
〇
頁
［
情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
個
人
の
内
面
に
思
想
や
世
界
観
が
潜
ん
で
い
る
訳
で
は
な
く
、
寧
ろ
個
人
が
ネ
ッ
ト
上
で
曝
け
出
す
一
つ
一

つ
の
情
報
が
思
想
や
世
界
観
の
一
旦
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
業
・
相
互
依
存
が
進
ん
だ
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
近
代
の
自
閉
的
な
「
個

人
の
自
律
」
は
不
可
能
で
、
個
人
は
多
様
な
社
会
関
係
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
関
係
毎
に
様
々
な
役
割
を
分
担
し
、
無
数
の
情

報
の
中
か
ら
自
分
の
役
割
分
担
に
必
要
な
も
の
を
選
択
・
加
工
・
再
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
企
て
て
い
る
。
こ
こ
に

お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
と
は
上
記
の
よ
う
な
個
人
の
ト
ー
タ
ル
な
姿
を
当
人
だ
け
が
把
握
し
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
一
貫
性
の
な
さ
に
悩

ん
だ
り
、
自
我
の
統
一
性
を
取
り
戻
す
べ
く
思
考
を
深
め
た
り
す
る
た
め
の
防
波
堤
な
の
で
あ
る
と
述
べ
る
］。
曽
我
部
真
裕
『
反
論
権
と
表
現
の

自
由
』（
平
成
二
五
年　

有
斐
閣
）
二
二
五
頁
は
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
に
よ
れ
ば
、
第
三
者
が
あ
る
社
会
的
関
係
に
お
け
る
本
人

の
イ
メ
ー
ジ
を
別
の
関
係
に
持
ち
込
む
よ
う
な
行
為
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
と
な
る
が
、
個
別
の
社
会
的
関
係
に
お
い
て
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
形

成
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
保
護
の
対
象
外
で
あ
る
（
他
方
、
人
の
人
格
が
誤
っ
て
社
会
的
に
表
象
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
保
護
に
関
わ
る
権
利
で
あ

る
「
自
己
像
の
同
一
性
に
対
す
る
権
利
」
は
、
後
者
の
文
脈
に
関
わ
る
）
と
捉
え
る
。

（
293
）
こ
れ
に
対
し
て
、
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
『
現
代
国
家
と
人
権
』
四
八
三
頁
以
下
［
初
出
平
成
八
年
］
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
特
に
プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
社
会
の
巨
大
・
複
雑
化
と
情
報
技
術
の
飛
躍
的
発
展
と
関
連
し
て
、
自
己
情
報
が
我
々
の
思
い
を
超

え
て
他
者
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
、
利
用
乃
至
流
布
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
下
に
、

個
人
が
自
律
的
存
在
と
し
て
人
格
的
統
一
を
図
る
上
で
必
要
な
道
徳
的
・
良
心
的
決
定
過
程
を
保
全
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、

人
が
社
会
に
あ
っ
て
猶
自
律
的
存
在
と
し
て
生
き
る
上
で
通
常
必
要
と
思
わ
れ
る
種
類
・
範
囲
の
自
己
情
報
を
一
般
に
可
能
と
思
わ
れ
る
方
法
を

通
じ
て
実
効
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
で
あ
る
と
し
、
記
述
的
概
念
で
あ
る
筈
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

そ
の
も
の
を
、
他
者
の
評
価
の
対
象
に
な
る
こ
と
の
な
い
生
活
状
況
ま
た
は
人
間
関
係
が
確
保
さ
れ
て
い
る
状
態
と
捉
え
る
こ
と
に
は
疑
問
を
覚

え
る
と
す
る
。
ま
た
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
喪
失
は
公
表
の
文
脈
に
お
い
て
の
み
生
じ
る
と
考
え
る
べ
き
必
然
性
は
な
く
、
個
人

情
報
の
収
集
・
利
用
等
の
文
脈
で
も
生
じ
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
行
使
の
一
つ
の

効
果
・
機
能
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
る
。
ま
た
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
も
、
結
局
、
自
己
情
報
の
開
示
・
非
開
示
、
開
示
す
る
場
合



一
一
〇

に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
相
手
に
応
じ
て
自
分
が
決
定
す
る
点
に
核
心
部
分
が
あ
り
、
自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
定
義
の
中
に

吸
収
出
来
る
と
捉
え
る
見
解
と
し
て
、
渋
谷
秀
樹
・
前
掲
書
『
憲
法
』
三
六
七
頁
。
猶
、
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
［
座
談
会
］」
一
一
四
頁
［
宍
戸
常
寿
］
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
自
分
を
こ
う
い
う
人
間
で
あ
る
と
見
せ
た
い
と
い
う
問
題
を
プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ー
の
中
に
取
り
込
む
の
は
概
念
的
に
少
し
無
理
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
自
分
と
い
う
表
現
を
発
信
す
る
人
の
属
性
を
表
現
の
自
由

の
中
に
取
り
込
ん
で
行
く
か
、
一
般
的
人
格
権
の
中
の
自
己
描
写
の
自
由
・
権
利
な
り
と
し
て
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
か
ら
独
立
に
考
え
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

（
294
）
椎
橋
隆
幸
・
前
掲
「
捜
査
の
科
学
化
」
八
六
頁
。
鴨
良
弼
・
前
掲
書
『
刑
事
訴
訟
法
の
基
本
理
念
』
八
〇
頁
以
下
は
、
①
生
活
利
益
の
固
守
の

フ
ァ
ク
タ
ー
（
外
部
か
ら
の
干
渉
を
排
除
す
る
た
め
、
個
人
の
生
活
に
「
ゼ
ロ
関
係
」
と
い
っ
た
枠
を
設
け
る
）
と
②
「
生
活
利
益
の
分
配
」
の

フ
ァ
ク
タ
ー
（「
ゼ
ロ
関
係
」
を
超
え
て
自
己
に
専
属
す
る
生
活
利
益
を
外
部
の
者
に
分
配
す
る
可
能
性
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
と
す
る
）
が
互

い
に
作
用
し
合
っ
て
、
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
利
益
が
構
成
さ
れ
る
と
分
析
す
る
。
猶
、
一
人
で
居
さ
せ
て
貰
い
た
い
権
利
と
情
報
プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ー
権
を
分
け
て
考
え
る
べ
き
か
包
括
的
に
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
議
論
情
況
と
し
て
、
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
一
〇
〇
─
四
頁
［
大
沢
秀
介
・
山
本
龍
彦
］。

（
295
）
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
修
正
第
四
条
を
巡
る
議
論
自
体
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
多
義
的
性
格
と
い
う
点
を
反
映
し
て
か
、「
一
人

で
放
っ
て
お
い
て
貰
う
権
利
」「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
と
い
う
私
人
間
に
強
く
関
わ
る
（
特
に
前
者
）
議
論
と
、
修
正
第
四
条
に
関
連

す
る
よ
う
な
公
権
力
の
統
制
問
題
の
議
論
と
は
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
（
第
二
章
参
照
。
猶
、
佐
藤
幸
治
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利

（
そ
の
公
法
的
側
面
）
の
憲
法
論
的
考
察
」
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
「
そ
の
公
法
的
側
面
」
で
あ
っ
て
、
全
て
の
法
領
域
に
お
い
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

権
と
は
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
だ
と
言
お
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
九
三
頁
［
阪
本
昌
成
］）。

（
296
）
第
二
章
を
も
参
照
。

（
297
）
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
は
自
分
で
自
分
の
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
不
可
視
で

あ
る
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
社
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
で
は
現
実
に
は
自
己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可
能
と
な
り
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
は
監
視
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
等
の
シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
と
内
実
を
変
化
さ
せ
て
行
く
と
捉
え
ら
れ
る
。
前
掲
「
日
本
国
憲

法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
一
一
三
頁
［
山
本
龍
彦
］。



一
一
一

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

（
298
）
そ
も
そ
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
い
う
語
自
体
を
最
高
裁
が
使
い
出
し
た
の
が
一
九
九
五
年
頃
か
ら
と
さ
れ
（
指
紋
押
捺
拒
否
に
関
す
る
最
高
裁

平
成
七
年
一
二
月
一
五
日
判
決
・
刑
集
四
九
巻
一
〇
号
八
四
二
頁
に
お
い
て
、「
個
人
の
私
生
活
あ
る
い
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性

が
あ
る
」
と
言
及
さ
れ
た
）、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
従
前
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
に
関
す
る
定
義
上
の
一
致
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
（
佐
藤
幸

治
・
前
掲
書
『
現
代
国
家
と
人
権
』
四
〇
九
頁
［
初
出
平
成
八
年
］
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
や
請
求
権
と
い
う
積
極

的
側
面
が
あ
る
た
め
に
ど
こ
迄
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
恐
れ
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
裁
判
所
は
具
体
的
事
案
の
中
で
法

的
に
保
護
に
値
す
る
か
否
か
を
個
別
的
に
判
断
し
て
行
く
と
い
う
道
を
選
択
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
）、
自
己
決
定
権
的
な
も
の
が
我

が
国
で
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
内
容
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
が
ク
リ
ア
に
な
り
、「
私
生
活
上
の
自
由
」
と
し
て
お
茶
を
濁
す
必
要
が
な
く
な
っ
た

点
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
一
〇
三
頁
［
川
口
令
和
・
山
本
龍
彦
］。

（
299
）
行
政
機
関
が
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
住
民
の
個
人
情
報
を
収
集
・
管
理
・
利
用
す
る
こ
と
は
憲
法
第
一
三
条
の
保
障

す
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
そ
の
他
の
人
格
権
を
違
法
に
侵
害
す
る
等
と
主
張
し
て
、
住
民
ら
が
、
住
民
台
帳
か
ら
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
住
民
票

コ
ー
ド
の
削
除
を
求
め
た
事
案
で
、
最
高
裁
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵
害
を
否
定
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、「
住
基
ネ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム

上
の
欠
陥
等
に
よ
り
外
部
か
ら
不
当
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
る
な
ど
し
て
本
人
確
認
情
報
が
容
易
に
漏
え
い
す
る
具
体
的
な
危
険
は
な
い
こ
と
、
受
領

者
に
よ
る
本
人
確
認
情
報
の
目
的
外
利
用
又
は
本
人
確
認
情
報
に
関
す
る
秘
密
の
漏
え
い
等
は
、
懲
戒
処
分
又
は
刑
罰
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
住
基
法
は
、
都
道
府
県
に
本
人
確
認
情
報
の
保
護
に
関
す
る
審
議
会
を
、
指
定
情
報
処
理
機
関
に
本
人
確
認
情
報
保
護
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
、
本
人
確
認
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
を
担
保
す
る
た
め
の
制
度
的
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、
住
基
ネ
ッ
ト

に
シ
ス
テ
ム
技
術
上
又
は
法
制
度
上
の
不
備
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
本
人
確
認
情
報
が
法
令
等
の
根
拠
に
基
づ
か
ず
に
又
は
正
当
な
行
政
目
的
の

範
囲
を
逸
脱
し
て
第
三
者
に
開
示
又
は
公
表
さ
れ
る
具
体
的
な
危
険
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
」
旨
述
べ
て
い
る
。

（
300
）
上
記
の
通
り
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
上
の
欠
陥
等
に
よ
り
外
部
か
ら
不
当
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
等
し
て
本
人
確
認
情
報
が
容
易
に
漏
洩
す

る
具
体
的
な
危
険
は
な
い
こ
と
、
受
領
者
に
よ
る
本
人
確
認
情
報
の
目
的
外
利
用
又
は
本
人
確
認
情
報
に
関
す
る
秘
密
の
漏
洩
等
は
懲
戒
処
分
又

は
刑
罰
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
住
基
法
は
、
都
道
府
県
に
本
人
確
認
情
報
の
保
護
に
関
す
る
審
議
会
を
、
指
定
情
報
処
理
機
関
に
本

人
確
認
情
報
保
護
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
、
本
人
確
認
情
報
の
適
切
な
取
扱
を
担
保
す
る
た
め
の
制
度
的
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
点
で
住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
造
を
重
視
し
た
と
捉
え
る
。
山
本
龍
彦
「
住
基
ネ
ッ
ト
の
合
憲
性
」
長

谷
部
泰
男
・
石
川
健
治
・
宍
戸
常
寿
『
憲
法
判
例
百
選　

Ⅰ
［
第
6
版
］』（
平
成
二
五
年　

有
斐
閣
）
四
七
頁
な
ど
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
構



一
一
二

造
的
な
問
題
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
で
争
う
と
い
う
権
利
保
障
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
、
政
策
立
案
過
程
で
憲
法
の
議
論
を
し
て
行
く
方
が
効

果
的
で
あ
り
、
裁
判
所
の
能
力
の
制
約
を
考
え
る
と
そ
の
審
査
は
限
定
的
と
な
る
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
。
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇

回
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
一
一
五
─
六
頁
［
川
岸
令
和
・
大
沢
秀
介
］。

（
301
）
山
本
龍
彦
・
前
掲
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
八
二
頁
以
下
、
八
四
頁
、
八
六
頁
。
宍
戸
常
寿
『
憲
法
解
釈
論
の
応
用
と
展
開　

第
2
版
』（
平

成
二
六
年　

日
本
評
論
社
）
二
三
頁
も
、
住
基
ネ
ッ
ト
判
決
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
の
要
請
は
、
個
人
の
私
的
な
領
域
へ
の
侵
害
と
い

う
主
観
面
を
超
え
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
管
理
・
利
用
」
が
適
正
か
ど
う
か
と
い
う
客
観
的
な
側
面
迄
広
げ
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
と
捉
え
る
。

（
302
）
議
論
情
況
と
し
て
、
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
一
〇
五
頁
以
下
。
同
一
〇
六
頁
［
山
本
龍
彦
］

も
、
取
得
時
中
心
主
義
の
京
都
府
学
連
事
件
判
決
が
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
情
報
の
保
存
や
管
理
の
あ
り
方
、

シ
ス
テ
ム
の
構
造
迄
レ
ビ
ュ
ー
し
た
住
基
ネ
ッ
ト
事
件
判
決
の
異
質
性
が
際
立
つ
よ
う
に
も
思
う
と
述
べ
る
。
そ
の
他
、
最
高
裁
は
、
私
生
活
の

平
穏
の
保
護
・
私
生
活
の
秘
匿
（
私
事
を
公
開
・
開
示
さ
れ
な
い
自
由
）
を
重
視
す
る
伝
統
的
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
と
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
説
と
を
連
関
す
る
よ
う
に
折
り
合
い
を
付
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
山
本
龍
彦
・
前
掲
「
住
基
ネ
ッ
ト
の
合
憲
性
」

四
七
頁
、
棟
居
快
行
「
講
演
会
参
加
者
リ
ス
ト
の
提
出
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
」
長
谷
部
泰
男
・
石
川
健
治
・
宍
戸
常
寿
・
前
掲
書
『
憲
法
判
例

百
選　

Ⅰ
［
第
6
版
］』
四
五
頁
な
ど
。

一
方
、
稻
谷
龍
彦
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
八
）・
完
」『
法
学
論
叢
』
第
一
七
三
巻
第
六
号
（
平
成
二
五
年
）
二
一
頁
は
、

最
高
裁
昭
和
四
四
年
判
決
自
体
が
、
制
度
の
不
備
・
欠
陥
に
よ
る
情
報
取
得
後
の
不
当
利
用
の
危
険
性
に
鑑
み
た
判
断
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

と
捉
え
る
。

（
303
）
山
本
龍
彦
・
前
掲
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
九
〇
頁
。
こ
の
点
、
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
流
通
に
関
し
て
はGoogle

や

A
m

azon

と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
個
人
情
報
取
扱
方
針
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
、
国
の
役
所
と
い
っ
た
国
家
権
力
の
指
示
に
限
界
が
生

じ
る
こ
と
、
ま
た
、
情
報
取
扱
い
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
か
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
評
価
な
ど
細
か
い
技
術
的
審
査
は
監
視
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
る
こ
と
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
権
力
に
対
し
て
向
け
る
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
だ
け
で
は
現
実
を
捕
捉
出
来
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
も
論
じ
ら
れ
る
。
前
掲
「
日
本
国
憲
法
研
究　

第
一
〇
回
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
［
座
談
会
］」
一
一
六
─
七
頁
［
宍
戸
常
寿
・
山
本
龍
彦
。

但
し
、
論
者
は
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
い
う
共
通
理
解
を
立
て
て
お
い
て
、
そ
れ
を
足
掛
か
り
に
個
々
の
問
題
情
況
に
応
じ
た
理
論
を



一
一
三

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

考
え
て
行
く
方
向
を
是
と
す
る
。
同
一
一
四
頁
（
宍
戸
）・
一
一
八
頁
（
山
本
）］。

（
304
）
判
例
及
び
そ
れ
を
巡
る
議
論
情
況
と
し
て
、
大
野
正
博
『
現
代
型
捜
査
と
そ
の
規
制
』（
平
成
一
三
年　

成
文
堂
）
第
二
編
、
幕
田
英
雄
『
実
例

中
心　

捜
査
法
解
説
［
第
三
版
］』（
平
成
二
四
年　

東
京
法
令
出
版
）
一
三
〇
頁
以
下
、
一
三
六
頁
以
下
、
一
四
三
頁
以
下
、
渡
辺
咲
子
『
任
意

捜
査
の
限
界
一
〇
一
問
［
四
訂
］』（
平
成
二
二
年　

立
花
書
房
）
八
四
頁
以
下
、
水
野
谷
幸
夫
『
判
例
中
心　

適
正
捜
査
手
続
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
平
成
二
五
年　

立
花
書
房
）
第
四
、
平
良
木
登
規
男
『
刑
事
訴
訟
法
Ⅰ
』（
平
成
二
一
年　

成
文
堂
）
二
二
三
頁
以
下
な
ど
、
先
行
業
績
に
は
枚

挙
に
遑
が
な
い
。

（
305
）
大
久
保
隆
志
『
刑
事
訴
訟
法
』（
平
成
二
六
年　

新
世
社
）
二
七
頁
は
、
類
型
と
し
て
の
写
真
撮
影
が
一
般
的
に
強
制
か
任
意
か
を
論
じ
る
こ
と

に
余
り
意
味
は
な
く
、
強
制
か
任
意
か
は
当
該
撮
影
の
具
体
的
態
様
を
個
別
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
と
述
べ

る
。

（
306
）
東
京
地
判
昭
和
四
〇
年
三
月
八
日
下
刑
集
七
巻
三
号
三
三
四
頁
。

（
307
）
田
宮
裕
『
捜
査
の
構
造
』（
昭
和
四
六
年　

有
斐
閣
）
二
四
七
頁
、
二
六
二
頁
な
ど
。
最
高
裁
昭
和
四
四
年
一
二
月
二
四
日
大
法
廷
判
決
出
現
以

前
に
も
、
裁
判
例
は
、
単
純
に
肖
像
権
を
認
め
る
も
の
、「
顔
写
真
」
の
撮
影
は
強
制
処
分
で
あ
る
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
す
る
も
の
、
集
団
示
威
運

動
の
情
況
を
撮
影
す
る
こ
と
は
違
法
で
は
な
い
が
、
参
加
者
の
容
貌
を
目
的
と
し
て
撮
影
す
る
こ
と
迄
は
参
加
者
は
容
認
し
て
い
る
と
は
言
え
な

い
と
す
る
も
の
な
ど
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
ど
の
裁
判
例
も
写
真
撮
影
が
肖
像
権
乃
至
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
の
関
係
で
問
題
が
あ
る
こ
と
は
承
認

し
つ
つ
、
一
定
限
度
で
は
許
さ
れ
る
と
す
る
の
が
大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
た
。
同
書
二
四
八
頁
以
下
、
二
六
六
頁
以
下
な
ど
。

（
308
）
例
え
ば
、
棟
居
快
行
『
憲
法
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト　

第
3
版
』（
平
成
一
八
年　

日
本
評
論
社
）
四
七
頁
な
ど
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
憲
法
上
の
肖

像
権
が
正
面
か
ら
認
め
ら
れ
た
訳
で
は
な
く
、「
私
生
活
上
の
自
由
」
一
般
が
人
格
価
値
と
結
び
付
き
の
な
い
儘
丸
ご
と
一
定
の
憲
法
的
保
護
を
受

け
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
自
由
の
中
に
「
み
だ
り
に
容
ぼ
う
等
を
撮
影
さ
れ
な
い
自
由
」
が
あ
る
に
止
ま
る
と
さ
れ
た
と
捉
え
る
見
解
と
し
て
、

宍
戸
常
寿
・
前
掲
書
『
憲
法
解
釈
論
の
応
用
と
展
開　

第
2
版
』
二
〇
頁
・
二
二
頁
な
ど
。

（
309
）
田
宮
裕
・
前
掲
書
『
捜
査
の
構
造
』
二
七
一
頁
以
下
、
二
六
一
頁
以
下
な
ど
。
同
二
七
七
頁
は
、
例
え
ば
、「
現
に
犯
罪
が
行
わ
れ
若
し
く
は
行

わ
れ
た
後
間
が
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
」
と
い
う
要
件
に
つ
い
て
は
、
事
案
に
即
し
た
判
示
と
い
う
意
味
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
を
積

極
的
に
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
事
案
の
よ
う
に
公
然
と
で
は
な
く
、
隠
密
に
撮
影
す
る
場
合
が
問
題
に
な
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
新
た
な
基

準
が
展
開
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
た
。



一
一
四

（
310
）
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
一
七
三
頁
は
、
自
動
速
度
監
視
装
置
に
よ
る
写
真
撮
影
を
事
前
設
置
（
個
別
撮
影
）
型
の

写
真
撮
影
と
位
置
付
け
る
。

（
311
）
警
察
が
設
置
す
る
街
頭
監
視
カ
メ
ラ
は
、
平
成
二
二
年
三
月
末
現
在
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
五
〇
台
（
警
察
庁
）、
そ
れ
以
外
の
一
一
都
府
県
に

お
い
て
四
一
一
台
（
都
府
県
警
察
。
平
成
一
四
年
に
運
用
が
開
始
さ
れ
た
新
宿
で
は
五
五
台
の
カ
メ
ラ
が
あ
り
、
撮
影
さ
れ
た
画
像
は
電
話
回
線

を
通
じ
て
歌
舞
伎
町
交
番
か
ら
新
宿
署
及
び
警
視
庁
本
部
へ
転
送
さ
れ
、
録
画
さ
れ
る
と
共
に
モ
ニ
タ
ー
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
）、
ス
ー
パ
ー

防
犯
灯
が
平
成
二
〇
年
三
月
末
時
点
で
一
六
都
道
府
県
二
〇
地
区
に
二
四
〇
台
（
警
察
庁
）、
平
成
二
二
年
三
月
末
時
点
で
一
八
都
道
府
県
七
〇
地

区
に
五
二
九
台
（
都
道
府
県
警
察
）
設
置
さ
れ
て
い
る
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
著
『
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
平
成
二
四
年　

航
思

社
）
一
七
〇
頁
な
ど
。

（
312
）
今
井
良
『
警
視
庁
科
学
捜
査
最
前
線
』（
平
成
二
六
年　

新
潮
社
）
一
六
一
頁
以
下
な
ど
。

（
313
）
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
一
九
六
頁
以
下
な
ど
。

（
314
）
今
井
良
・
前
掲
書
『
警
視
庁
科
学
捜
査
最
前
線
』
一
五
七
頁
以
下
な
ど
。

（
315
）
東
京
高
判
平
成
一
三
年
九
月
一
九
日
（
判
例
集
未
登
載
）
も
地
裁
判
決
を
ほ
ぼ
引
用
し
、
原
告
側
に
よ
り
上
告
さ
れ
た
が
、
最
高
裁
平
成
一
五

年
一
一
月
二
七
日
判
決
（
判
例
集
未
登
載
）
は
簡
単
に
退
け
た
。
棟
居
快
行
・
前
掲
書
『
憲
法
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト　

第
3
版
』
四
七
頁
に
拠
る
。

猶
、
東
京
高
判
平
成
二
一
年
一
月
二
九
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
九
五
号
一
九
三
頁
）
も
同
様
の
見
解
に
立
っ
て
い
る
。

（
316
）
ま
た
、
仮
に
Ｎ
シ
ス
テ
ム
の
端
末
が
道
路
上
の
至
る
所
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
大
量
の
情
報
が
集
積
・
保
存
さ
れ
る
よ
う
な

事
態
が
生
じ
れ
ば
、
運
転
者
の
行
動
や
私
生
活
の
内
容
を
相
当
程
度
詳
細
に
推
測
し
得
る
情
報
と
な
り
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
よ
う
な
国
民
の
行

動
に
対
す
る
監
視
の
問
題
す
ら
生
じ
得
る
と
い
う
点
で
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
が
目
的
や
方
法
の
如
何
を
一
切
問
わ
ず
収
集
の

許
さ
れ
る
情
報
と
は
言
え
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
旨
も
述
べ
ら
れ
た
。

（
317
）
松
前
恵
環
・
前
掲
「
位
置
情
報
技
術
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
巡
る
法
的
課
題
─
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
の
利
用
に
関
す
る
米
国
の
議
論
を
中
心
に
」 

二
七
七
─
八
頁
。

（
318
）
荷
物
に
対
す
る
捜
索
差
押
許
可
状
の
請
求
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
三
好
一
幸
『
令
状
審
査
の
理
論
と
実
務
』（
平
成
二
六
年　

司
法

協
会
）
九
八
頁
。

（
319
）
三
好
一
幸
・
前
掲
書
『
令
状
審
査
の
理
論
と
実
務
』
九
九
頁
は
、
中
身
の
薬
物
等
を
抜
き
取
る
行
為
は
強
制
処
分
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
法
第
二



一
一
五

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

一
八
条
・
関
税
法
第
一
二
一
条
に
よ
る
捜
索
差
押
許
可
状
を
必
要
と
す
る
が
、
薬
物
等
を
抜
き
取
っ
た
後
に
代
替
物
を
入
れ
る
行
為
は
任
意
捜
査

で
あ
り
、
令
状
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
。
無
害
品
と
取
り
替
え
て
入
れ
て
も
、
犯
人
に
特
段
の
不
利
益
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
権

を
侵
害
す
る
も
の
で
も
な
い
た
め
、
任
意
捜
査
の
一
環
と
し
て
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
320
）
水
野
谷
幸
夫
・
前
掲
書
『
判
例
中
心　

適
正
捜
査
手
続
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
八
八
頁
、
大
野
正
博
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
」
椎
橋
隆

幸
編
著
『
よ
く
わ
か
る
刑
事
訴
訟
法
』（
平
成
二
一
年　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
四
五
頁
［
対
象
者
の
挙
動
が
一
般
公
衆
に
晒
さ
れ
て
い
る
情
況
下
で

は
ビ
ー
パ
ー
を
用
い
た
監
視
も
任
意
処
分
と
し
て
許
容
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
対
象
物
が
家
屋
等
に
搬
入
さ
れ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
た

だ
、
対
象
物
が
家
屋
等
の
内
部
に
運
び
込
ま
れ
た
段
階
で
関
係
者
を
直
ち
に
逮
捕
出
来
る
態
勢
下
で
監
視
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
ビ
ー
パ
ー

装
着
を
任
意
処
分
と
し
て
許
容
可
能
と
思
わ
れ
る
と
す
る
］
な
ど
。
大
久
保
隆
志
・
前
掲
書
『
刑
事
訴
訟
法
』
三
三
頁
は
、
尾
行
・
張
り
込
み
等

に
よ
る
継
続
的
監
視
は
、
任
意
捜
査
と
し
て
実
施
す
れ
ば
足
り
よ
う
が
、
ビ
ー
パ
ー
等
を
貨
物
に
装
着
し
て
追
尾
す
る
場
合
に
は
、
目
視
以
上
に

正
確
な
位
置
が
特
定
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
位
置
情
報
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
、
記
録
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
写
真
撮
影
に

類
似
し
た
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
の
問
題
が
あ
り
得
る
と
す
る
。

（
321
）
星
周
一
郎
「
写
真
撮
影
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
性
質
」『
警
察
学
論
集
』
第
六
三
巻
第
一
一
号
（
平
成
二
二
年
）
六
一
─
二
頁
、
井
上
正
仁
「
強

制
捜
査
と
任
意
捜
査
の
区
別
」
井
上
正
仁
・
酒
巻
匡
編
『
刑
事
訴
訟
法
の
争
点
』（
平
成
二
五
年　

有
斐
閣
）
五
六
頁
な
ど
。

そ
の
他
、
我
が
国
を
直
接
に
素
材
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
尾
行
な
ど
に
つ
い
て
も
肉
眼
で
行
わ
れ
て
い
る
か
、
通
常
の
望
遠

鏡
を
使
う
に
止
ま
る
場
合
は
、
合
衆
国
で
は
権
利
侵
害
と
な
ら
な
い
と
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
香
川
喜
八
朗
「
写
真
撮
影
の
適
法
性
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
カ
メ
ラ
」『
日
本
刑
事
法
の
理
論
と
展
望　

下
巻
』（
平
成
一
四
年　

信
山
社
）
六
八
頁
。

（
322
）
田
宮
裕
・
前
掲
書
『
捜
査
の
構
造
』
二
五
〇
頁
、
二
五
三
頁
。

（
323
）
井
上
正
仁
・
前
掲
「
強
制
捜
査
と
任
意
捜
査
の
区
別
」
五
六
頁
な
ど
。

（
324
）
第
二
章
第
一
節
第
一
款
（
9
）
な
ど
参
照
。

（
325
）
田
宮
裕
・
前
掲
書
『
捜
査
の
構
造
』
二
五
三
─
五
頁
〔
集
団
的
示
威
活
動
の
中
に
い
る
個
々
人
の
容
貌
を
特
定
す
る
顔
写
真
の
撮
影
は
違
法
で

あ
る
点
は
、
肖
像
権
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
恐
ら
く
正
し
い
結
論
で
あ
ろ
う
と
す
る
〕。

（
326
）
井
上
正
仁
・
前
掲
「
強
制
捜
査
と
任
意
捜
査
の
区
別
」
五
六
頁
［
街
頭
で
公
然
と
活
動
し
て
い
る
人
に
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
が
全
く
な
い

と
い
う
こ
と
迄
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
住
居
の
内
に
い
る
人
を
密
か
に
撮
影
す
る
場
合
に
侵
害
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
プ
ラ
イ
ヴ
ァ



一
一
六

シ
ー
権
と
比
べ
る
と
一
段
劣
位
に
立
ち
、
そ
の
写
真
撮
影
は
強
制
処
分
と
迄
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、
濫
り
に
容
貌
等
を
撮
影
さ
れ
な
い
自
由
と

い
っ
た
利
益
の
侵
害
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
か
ら
無
制
限
に
許
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
当
該
利
益
の
重
大
性
と
写
真
撮
影
の
必

要
性
・
緊
急
性
と
を
較
量
し
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
で
の
み
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
］、
星
周
一
郎
・
前
掲

「
写
真
撮
影
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
性
質
」
六
一
─
二
頁
な
ど
。
現
在
、
公
の
場
に
い
る
と
こ
ろ
を
監
視
カ
メ
ラ
で
撮
ら
れ
る
こ
と
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

シ
ー
侵
害
に
な
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
原
因
を
検
索
と
集
約
の
技
術
が
非
常
に
発
達
し
た
点
に
求
め
る
見
解
と
し
て
、「
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
便
利
さ
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
著
・
前
掲
書
『
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
』
二
九
頁
［
田
村
智
明
］。
ま
た
、
同
書
二
〇
三
─
四
頁
を
も
参
照
。

裁
判
例
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
釜
ヶ
崎
監
視
カ
メ
ラ
事
件
（
地
区
関
係
者
が
監
視
カ
メ
ラ
撤
去
と
慰
謝
料
等
を
求
め
る
訴
え
を
、
大
阪
府
に

提
起
し
た
）
に
関
す
る
大
阪
地
裁
平
成
六
年
四
月
二
七
日
判
決
（
判
例
時
報
一
五
一
五
号
一
一
六
頁
。
大
阪
高
裁
平
成
八
年
五
月
一
四
日
判
決
［
判

例
集
未
登
載
］
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
判
示
が
繰
り
返
さ
れ
、
最
高
裁
平
成
一
〇
年
一
一
月
一
二
日
判
決
［
判
例
集
未
登
載
］
に
お
い
て
も

こ
れ
を
支
持
し
た
。
棟
居
快
行
・
前
掲
書
『
憲
法
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト　

第
3
版
』
三
八
頁
に
拠
る
）
に
お
い
て
、
路
上
で
は
全
て
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

シ
ー
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
病
院
・
政
治
団
体
を
殊
更
に
監
視
し
た
り
、
人
の
生
活
領
域
を
相
当
広
範
囲
且
つ
継
続
的
に
監
視
す
れ

ば
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
把
握
さ
れ
得
る
し
、
ま
た
当
該
行
動
を
萎
縮
さ
せ
る
か
ら
違
法
と
な
り
得
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
327
）
例
え
ば
、
松
前
恵
環
・
前
掲
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
技
術
と
公
共
の
場
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
一
〇
九
─
一
一
〇
頁
は
、
我
が
国
の
場
合
、
確
立
さ
れ

た
見
解
が
あ
る
訳
で
は
な
い
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
に
物
理
的
境
界
に
基
づ
く
公
私
領
域
の
厳
密
な
二
分
論
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
と
す
る
。

（
328
）See e.g., John V

illasenor, “Privacy,Security, A
nd H

um
an D

ignity In T
he D

igital A
ge: O

bservations From
 A

bove: U
nm

anned 
A

ircraft System
s A

nd Privacy”, supra at 511

─12.

（
329
）John V

illasenor, “Privacy, Security, A
nd H

um
an D

ignity In T
he D

igital A
ge: O

bservations From
 A

bove: U
nm

anned A
ircraft 

System
s A

nd Privacy”, supra at 516

─7 

は
、
連
邦
最
高
裁
は
、
無
令
状
で
の
無
人
機
に
よ
る
監
視
を
行
う
よ
う
な
無
制
約
の
権
能
は
捜
査

機
関
等
に
認
め
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
詳
細
な
個
人
情
報
等
の
量
に
依
拠
し
た
基
準
を
採
用
す
る
傾
向
が
あ
る
と
す
る
（
こ
の
基
準
の
下

で
は
、
精
巧
で
な
い
画
像
化
技
術
で
あ
っ
て
も
、
低
空
飛
行
す
る
無
人
機
で
誤
っ
て
使
用
さ
れ
れ
ば
修
正
第
四
条
違
反
と
な
り
得
る
し
、
一
方
、

高
度
上
空
で
操
縦
さ
れ
る
精
巧
な
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
化
に
お
い
て
個
人
情
報
が
殆
ど
関
わ
ら
ず
、
憲
法
問
題
が
生
じ
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
と



一
一
七

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

す
る
）。

（
330
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
に
お
い
て
現
実
に
争
わ
れ
て
い
る
の
は
、
公
共
空
間
か
ら
の
私
的
空
間
に
対
す
る
撮
影
の
適
否
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
一
三
四
頁
な
ど
。

（
331
）See e.g., Sue Carter Collins “K

atz v. U
nited States”, supra at 24

─5.

（
332
）
渥
美
東
洋
「
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
不
穏
な
状
況
と
犯
罪
状
況
の
警
察
に
よ
る
撮
影
・
録
画
を
適
法
と
し
た
事
例
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
第
六
八

四
号
（
平
成
元
年
）
四
〇
─
一
頁
。

（
333
）
渥
美
東
洋
・
前
掲
「
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
に
よ
る
不
穏
な
状
況
と
犯
罪
状
況
の
警
察
に
よ
る
撮
影
・
録
画
を
適
法
と
し
た
事
例
」
四
一
頁
以
下
。
ヴ
ィ

デ
オ
撮
影
の
事
例
の
場
合
、
撮
影
し
た
ヴ
ィ
デ
オ
・
テ
ー
プ
は
長
期
に
亘
っ
て
保
存
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
定
時
間
の
間
撮
影
し
た
テ
ー
プ
を

撮
影
後
検
分
し
た
後
、
不
審
事
由
が
な
か
っ
た
り
犯
罪
が
撮
影
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
当
該
テ
ー
プ
は
消
去
さ
れ
る
の
で
、
干
渉
の
程
度
は
低
い
と

す
る
。
同
四
三
頁
。

（
334
）See e.g., Susan A

. H
iggins, “A

erial Surveillance: O
verlooking the Fourth A

m
endm

ent” 50 Fordham
 L. Rev. 271, 280

（1981

）.

（
335
）
井
上
正
仁
・
前
掲
「
令
状
主
義
の
意
義
」
七
九
頁
な
ど
。

（
336
）
第
二
章
第
一
節
第
一
款
（
10
）
参
照
。

（
337
）
小
木
曽
綾
「
再
び
『
新
し
い
捜
査
方
法
』
に
つ
い
て
」『
研
修
』
第
七
九
〇
号
（
平
成
二
六
年
）
一
二
─
三
頁
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
経
験
に
倣
っ

て
言
え
ば
、「
個
人
の
意
思
を
制
圧
し
、
身
体
、
住
居
、
財
産
等
に
制
約
を
加
え
て
…
…
捜
査
目
的
を
実
現
す
る
行
為
」
と
い
う
基
準
は
今
で
も
活

き
て
お
り
、こ
れ
で
解
決
出
来
な
い
部
分
に
「
個
人
の
意
思
に
反
し
て
重
大
な
権
利
利
益
を
制
約
す
る
行
為
」
ま
た
は
「
対
象
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
を
大
き
く
侵
害
す
る
行
為
」
と
い
う
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
述
べ
る
。

（
338
）V

IV
EK

 K
O

T
H

A
RI, “A

utobots, D
ecepticons, and Panopticons: T

he T
ransform

ative N
ature of GPS T

echnology and the 
Fourth A

m
endm

ent” 6 Crim
. L. Brief37, 40

─（2010

）.

（
339
）
第
二
章
第
一
節
第
二
款
四
、
第
三
款
な
ど
。

（
340
）
こ
の
点
、
犯
罪
者
は
塀
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
保
護
さ
れ
る
囲
繞
地
と
保
護
さ
れ
な
いopen fields

の
間
の
区
分
を
容
易
に
変
え
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
裁
判
例
を
把
握
す
る
見
解
と
し
て
、See e. g., O

rin S. K
err, “A

N
 EQ

U
ILIBRIU

M
-A

D
JU

ST
M

EN
T

 T
H

EO
RY

 O
F 

T
H

E FO
U

RT
H

 A
M

EN
D

M
EN

T
” 125 H

arv. L. Rev. 476, 525

（2011

）.



一
一
八

（
341
）See e.g., M

ark Lloyd Sm
ith, “W

arrantless A
erial Surveillance: Searching for Constitutional Standards”, supra at 288

─.
（
342
）See e.g., Geoffrey Christopher Rapp, “CO

M
PLY

IN
G A

N
D

 FLY
IN

G: LEGA
L A

N
D

 T
ECH

N
ICA

L ISSU
ES RELA

T
IN

G T
O

  
T

H
E O

PERA
T

IO
N

 O
F U

N
M

A
N

N
ED

 A
ERIA

L SY
ST

EM
S: A

RT
ICLE: U

N
M

A
N

N
ED

 A
ERIA

L EX
PO

SU
RE: CIV

IL 
LIA

BILIT
Y

 CO
N

CERN
S A

RISIN
G FRO

M
 D

O
M

EST
IC LA

W
 EN

FO
RCEM

EN
T

 EM
PLO

Y
M

EN
T

 O
F U

N
M

A
N

N
ED

 
A

ERIA
L SY

ST
EM

S”, supra at 644.

（
343
）Ben Jenkins, “W

atching the W
atchm

en: D
rone Privacy and the N

eed for O
versight” 102 K

y. L.J. 161, 171

─
（2013/4

）.  

無

人
機
の
持
つ
監
視
機
能
は
、
早
晩
壁
や
天
井
を
透
過
し
得
る
だ
ろ
う
か
ら
、
従
前
の
修
正
第
四
条
に
つ
い
て
の
裁
判
例
の
枠
組
み
で
は
、
無
人

機
に
よ
る
監
視
か
ら
社
会
を
保
護
す
る
た
め
に
は
有
効
で
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
も
述
べ
る
。Id., at174.  

猶
、
公
共
空
間
に
お
け
る
監

視
が
修
正
第
四
条
の
捜
索
に
該
当
す
る
か
否
か
を
画
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
、
監
視
期
間
と
か
監
視
の
強
度
と
い
っ
た
点
で
は
な
く
、
用
い

る
科
学
技
術
を
重
視
す
る
見
解
と
し
て
、See e.g., M

arc Jonathan Blitz, “T
H

E FO
U

RT
H

 A
M

EN
D

M
EN

T
 FU

T
U

RE O
F PU

BLIC 
SU

RV
EILLA

N
CE: REM

O
T

E RECO
RD

IN
G A

N
D

 O
T

H
ER SEA

RCH
ES IN

 PU
BLIC SPA

CE” 63 A
m

. U
.L. Rev. 21, 85

─（2013

）

［
監
視
の
無
差
別
性
・
隠
密
性
・
侵
襲
性
・
連
続
性
と
い
っ
た
フ
ァ
ク
タ
ー
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
捉
え
る
。

Id. at77

─.

］.

（
344
）See e.g., Susan A

. H
iggins, “A

erial Surveillance: O
verlooking the Fourth A

m
endm

ent”, supra at 280

─.

（
345
）Brandon N

agy, “W
hy T

hey Can W
atch Y

ou: A
ssessing the Constitutionality of W

arrantless U
nm

anned A
erial Surveillance 

by Law
 Enforcem

ent”, supra at155.

（
346
）Jacob Peterson, “V

ehicular GPS Surveillance: T
he D

eath of A
utonom

y and A
nonym

ity or a V
ariation on the Status Q

uo?” 
39 W

ash. U
. J.L. &

 Pol’y 337, 353

─（2012

）.

（
347
）
山
本
龍
彦
「
警
察
に
よ
る
情
報
保
管
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
『
法
律
』
的
統
制
に
つ
い
て
」
大
沢
秀
介
・
佐
久
間
修
・
荻
野
徹
『
社
会
の
安
全

と
法
』（
平
成
二
五
年　

立
花
書
房
）
六
四
頁
以
下
。
稻
谷
龍
彦
・「
情
報
技
術
の
革
新
と
刑
事
手
続
」
井
上
正
仁
・
酒
巻
匡
編
・
前
掲
書
『
刑
事

訴
訟
法
の
争
点
』
四
〇
─
一
頁
は
、
情
報
技
術
の
革
新
に
よ
っ
て
情
報
コ
ス
ト
の
存
在
を
前
提
と
し
た
従
前
の
法
制
度
は
陳
腐
化
さ
れ
、
特
に
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て
膨
大
な
行
動
記
録
が
蓄
積
・
分
析
さ
れ
、
情
報
コ
ス
ト
が
劇
的
に
低
下
し
て
、
濫
用
的
な
情
報
収
集
・
利
用
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ヴ
が
増
大
し
て
い
る
と
述
べ
る
。



一
一
九

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

（
348
）
既
に
、
松
代
剛
枝
・
前
掲
「
捜
査
に
お
け
る
人
の
写
真
撮
影
」
一
三
一
頁
以
下
も
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
写
真
撮
影
は
視
認
の
一
亜
種

と
し
て
視
認
の
規
制
に
服
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
精
密
記
録
機
能
に
伴
う
権
利
侵
害
性
は
独
立
の
争
点
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
連
携
し
た
写
真
撮
影
は
、
多
量
の
写
真
の
蓄
積
・
照
合
に
よ
り
、
技
術
的
に
は
公
道
上
を
広
域
移
動
す
る
人
の
動
作
・
動
向
全
て
を
刻
々
と

捕
捉
識
別
出
来
、
公
衆
視
を
遥
か
に
越
え
る
レ
ヴ
ェ
ル
の
秘
匿
視
機
能
・
増
幅
視
機
能
と
不
可
分
に
結
び
付
く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
よ
う
に
変
容

し
た
現
在
の
写
真
撮
影
は
、
基
本
的
に
全
て
強
制
処
分
の
域
に
達
し
て
い
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
指
摘
し
て
い
た
。

（
349
）
現
代
の
余
り
に
高
度
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
社
会
、
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
社
会
に
は
、
三
〇
年
以
上
前
の
一
九
六
〇
年
代
に
登
場
し
た
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

シ
ー
権
論
で
は
そ
の
儘
の
形
で
は
対
応
出
来
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権

論
に
お
け
る
議
論
の
重
点
を
情
報
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
造
乃
至
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
そ
れ
自
体
に
置
く
構
造
的
転
回
が
生
じ
た
。
こ
こ

に
お
い
て
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
に
と
っ
て
重
視
さ
れ
る
の
は
個
人
の
自
宅
や
壁
よ
り
も
寧
ろ
情
報
シ
ス
テ
ム
の
フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル
や

暗
号
化
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
さ
れ
、
我
々
の
関
心
は
「
見
ら
れ
る
こ
と
・
情
報
が
取
ら
れ
る
こ
と
」
か
ら
「
取
ら
れ
た
情
報
が
ど
う
管
理
・
保
存

さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
構
造
の
問
題
に
移
っ
て
来
て
お
り
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
も
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
の
連
続
性
・

関
連
性
を
維
持
し
つ
つ
も
、
実
質
的
に
は
シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
構
造
要
求
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
山
本
龍
彦
・
前
掲
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
八
二
頁
以
下
。

（
350
）
山
本
龍
彦
「
憲
法
学
の
ゆ
く
え
①
─
１　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」『
法
律
時
報
』
第
八
六
巻
第
四
号
（
平
成
二
六
年
）
八
六
頁
、「［
座
談
会
］

憲
法
と
刑
事
法
の
交
錯
（
前
篇
）」『
法
律
時
報
』
第
八
六
巻
第
五
号
（
平
成
二
六
年
）
一
二
六
頁
［
山
本
龍
彦
］。
亀
井
源
太
郎
「［
基
調
報
告
］

憲
法
と
刑
事
法
の
交
錯
」『
法
律
時
報
』
第
八
六
巻
第
四
号
九
一
─
二
頁
も
、
情
報
の
取
得
時
点
に
お
け
る
侵
害
性
の
み
を
問
題
と
し
、
当
該
情
報

の
管
理
・
利
用
の
場
面
で
の
侵
害
性
を
問
題
と
し
な
い
の
で
は
（
当
該
侵
害
性
を
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
問
題
と
す
る
こ
と
に
は
困
難
も
あ
る
と
す

る
が
）、
事
柄
の
本
質
を
見
誤
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
述
べ
る
。
前
掲
「［
座
談
会
］
憲
法
と
刑
事
法
の
交
錯
（
前
篇
）」『
法
律
時
報
』
第
八
六
巻

第
五
号
（
平
成
二
六
年
）
一
二
八
─
九
頁
［
亀
井
源
太
郎
］
を
も
参
照
。

（
351
）
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
一
六
四
─
五
頁
。
但
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ー
タ
保
護
法
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
プ

ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
調
査
委
員
会
が
一
九
七
七
年
に
発
表
し
た
報
告
書
「
情
報
社
会
に
お
け
る
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
」
に
お
け
る
プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ー
法
の
八
原
則
等
が
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
堀
部
政
男
・
前
掲
書
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
高
度
情
報
化
社
会
』
二
八
頁
以
下
、
石

井
夏
生
利
・
前
掲
書
『
個
人
情
報
保
護
法
の
理
念
と
現
代
的
課
題
』
四
二
八
頁
な
ど
。



一
二
〇

（
352
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
一
九
三
〇
年
代
に
、
前
科
を
持
つ
者
に
つ
い
て
記
録
化
し
て
行
く
と
い
う
考
え
方
が
発
生
し
た
と
さ
れ
る
。See 

e.g., W
ayne A

.Logan, “Inform
ation and Social Control”, T

he Constitution and the Future of Crim
inal Justice in A

m
erica, 

edited by John T
. Parry, L. Song Richardson, 2013, Cam

bridge U
niversity Press, 138.

（
353
）
我
が
国
に
お
い
て
も
、
一
九
八
〇
年
代
に
か
か
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
向
な
ど
を
承
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
電
気
通
信
の
結
合
に
つ
い
て
認

識
が
深
ま
り
（
堀
部
政
男
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
法
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊　

高
度
情
報
社
会
の
法
律
問
題
』［
昭
和
五
九
年
］
三
〇
頁
な
ど
参

照
）、
大
量
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
不
当
目
的
で
の
悪
用
等
に
つ
い
て
規
律
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
渥
美

東
洋
「
情
報
犯
罪
の
規
律
と
捜
査
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
と
法
』（
昭
和
六
三
年
）
七
八
頁
、
同
「
情
報
の
公
開
と
プ
ラ
イ

ヴ
ァ
シ
ィ
ー
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
第
五
六
四
号
（
昭
和
六
〇
年
）
八
頁
［
広
く
個
人
情
報
も
含
め
て
政
府
が
情
報
を
膨
大
と
言
え
る
程
の
量
迄
入

手
し
、
行
政
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
社
会
の
構
造
を
決
定
す
る
程
迄
戦
略
的
に
展
開
出
来
る
情
況
が
生
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
、
恣
意
的
な
行
政
活
動
や
圧
政

に
通
ず
る
行
政
活
動
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
情
報
公
開
法
が
開
発
さ
れ
た
と
捉
え
る
］
な
ど
。

（
354
）
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
、
一
九
九
〇
年
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
計
画
の
一
環
と
し
て
四
〇
〇
〇
万
件
の
指
紋
カ
ー
ド
及
び
犯
罪
歴
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
記
録
へ

の
書
き
換
え
を
始
め
た
と
さ
れ
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
イ
ア
ン
［
河
村
一
郎　

訳
］『
監
視
社
会
』（
平
成
一
四
年
［
原
著
二
〇
〇
一
年
］
青
土

社
）
一
三
〇
頁
な
ど
。

（
355
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
デ
ー
タ
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
進
展
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、Erin M

urphy, “D
A

T
A

BA
SES, D

O
CT

RIN
E &

 
CO

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L CRIM
IN

A
L PRO

CED
U

RE” 37 Fordham
 U

rb L.J. 803, 805

─（2010

）.

（
356
）
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
イ
ア
ン
［
河
村
一
郎　

訳
］・
前
掲
書
『
監
視
社
会
』
四
一
─
二
頁
な
ど
。

（
357
）
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｊ
・
ソ
ロ
ー
ヴ
［
大
谷
卓
史　

訳
］・
前
掲
書
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
新
理
論
』
一
六
一
頁
以
下
。
原
著D

aniel J. Solove, 
U

nderstanding Privacy, 2008, H
arvard U

niversity Press, U
nited States of A

m
erica, 117

─. 
 Solove

は
、
例
え
ば
、
被
疑
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
を
取
得
し
た
い
時
は
、
警
察
は
被
疑
者
が
捨
て
た
物
な
ど
か
ら
遺
伝
情
報
を
取
得
す
る
の

で
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
合
理
的
期
待
が
欠
け
る
た
め
に
合
衆
国
憲
法
修
正
第
四
条
に
よ
っ
て
は
保
護
に
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。D

A
N

IEL J. 
SO

LO
V

E, “FO
U

RT
H

 A
M

EN
D

M
EN

T
 PRA

GM
A

T
ISM

” 51 B.C. L. Rev 1511, 1530

（2010

）.

（
358
）
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｊ
・
ソ
ロ
ー
ヴ
［
大
谷
卓
史　

訳
］・
前
掲
書
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
新
理
論
』
一
七
二
頁
以
下
。
ま
た
、
同
書
二
六
七
頁
以
下
。

（
359
）D

aniel J. Solove , “Privacy and Pow
er: Com

puter D
atabases and M

etaphors for Inform
ation Privacy” 53 Stan. L. Rev. 



一
二
一

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

1393,1461

─（2001

）.
（
360
）See e.g., N

ancy Forster, “PRIV
A

CY
 RIGH

T
S &

 PRO
A

CT
IV

E IN
V

EST
IGA

T
IO

N
S: 2013 SY

M
PO

SIU
M

 O
N

 EM
ERGIN

G 
CO

N
ST

IT
U

T
IO

N
A

L ISSU
ES IN

 LA
W

 EN
FO

RCEM
EN

T
: A

RT
ICLE: BA

CK
 T

O
 T

H
E FU

T
U

RE: U
N

IT
E

D
 ST

A
T

E
S V

. 
JO

N
E

S RESU
SCIT

A
T

ES PRO
PERT

Y
 LA

W
 CO

N
CEPT

S IN
 FO

U
RT

H
 A

M
EN

D
M

EN
T

 JU
RISPRU

D
EN

CE”  42 U
. Balt. L. 

Rev. 445, 482

（2013

）.

（
361
）
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
と
い
う
点
を
基
底
に
す
る
度
合
い
が
強
く
、
高
い
レ

ヴ
ェ
ル
に
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
伝
統
に
よ
り
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
基
本
権
と
い
う
よ
り
も

利
益
と
捉
え
た
上
で
、
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
つ
い
て
包
括
的
に
立
法
せ
ず
に
特
定
分
野
の
問
題
に
つ
い
て
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
に
法
規
を
制
定

す
る
に
止
め
、
市
場
の
力
を
も
斟
酌
す
る
と
い
う
よ
う
に
大
ま
か
に
は
対
比
出
来
る
と
論
ず
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。See e.g., D

avid Lindsay, 
Sam

 Ricketson, “Copyright, privacy and digital rights m
anagem

ent

（D
RM

）”, N
ew

 D
im

ensions in Privacy Law
, edited by 

A
ndrew

 T
. K

enyon, M
egan Richardson, 2006, Cam

bridge U
niversity Press, pp. 133

─.

（
362
）
Ｅ
Ｕ
の
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、
新
保
史
生
「
Ｅ
Ｕ
の
個
人
情
報
保
護
制
度
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
六
四
号
（
平
成
二
六
年
）
三
八

頁
以
下
、
石
井
夏
生
利
「
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
の
動
向
（
1
）」『
Ｎ
Ｂ
Ｌ
』
一
〇
二
五
号
（
平
成
二
六
年
）
三
〇
頁
以
下
、Y

ves 
Poullet, J. M

arc D
inant, “T

he internet and private life in Europe: Risks and aspirations”, N
ew

 D
im

ensions in Privacy Law
, 

supra at 60

─.

（
363
）
急
速
な
技
術
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
収
集
・
管
理
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
規
模
が
劇
的
に
増
大
し
た
こ
と
、
加
盟
国
の
保
護
レ
ヴ
ェ
ル

を
均
一
化
さ
せ
、
個
人
デ
ー
タ
を
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
保
護
し
つ
つ
、
流
通
の
障
碍
を
除
去
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
二
年
一
月
、

Ｅ
Ｕ
の
欧
州
委
員
会
は
「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
個
人
の
保
護
と
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
動
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規
則
（
一

般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）
提
案
」
を
発
表
し
、
一
九
九
五
年
デ
ー
タ
保
護
指
令
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
加
盟
国
の
立
法
措
置
を
必

要
と
す
る
指
令
か
ら
、
加
盟
国
に
直
接
適
用
さ
れ
る
規
則
へ
の
変
更
、
越
境
適
用
、
定
義
新
設
、
明
示
的
同
意
の
原
則
化
、
削
除
権
、
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
、
デ
ー
タ
保
護
・
バ
イ
・
デ
ザ
イ
ン
、
行
政
上
の
制
裁
金
等
々
の
新
制
度
を
定
め
、
デ
ー
タ
主
体
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
強
化
、
デ
ー

タ
保
護
制
度
の
厳
格
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
石
井
夏
生
利
・
前
掲
「
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
提
案
の
動
向
（
1
）」
な
ど
。

（
364
）
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
画
像
の
記
録
・
保
存
・
流
通
等
が
人
々
の
私
的
生
活
の
領
域
内
の
問
題
で
あ
り
、
不
適
当
な
公
へ
の
開
示
か
ら
対



一
二
二

象
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
を
保
護
す
る
た
め
の
相
当
な
手
続
的
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
は
存
し
て
い
る
。A

lastair M
ow

bray, 
E

U
R

O
PE

A
N

 CO
N

V
E

N
T

IO
N

 O
N

 H
U

M
A

N
 R

IG
H

T
S, 3

rd ed., 2012, O
xford U

niversity Press,U
nited K

ingdom
, pp. 510

─.  

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
情
況
に
つ
い
て
は
、
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
四
二
頁
以
下
な
ど
。
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
数
で
は

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
方
が
後
塵
を
拝
し
て
い
た
が
、
近
時
は
合
衆
国
で
も
大
都
市
の
重
要
地
点
に
イ
ギ
リ
ス
同
様
、
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
始
め
て

お
り
、
当
局
は
蓄
積
さ
れ
た
画
像
デ
ー
タ
の
集
積
の
中
か
ら
対
象
者
を
選
別
し
、
そ
の
結
果
、
対
象
者
の
生
活
パ
タ
ー
ン
が
明
る
み
に
な
る
と
い

う
事
態
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
の
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
修
正
第
四
条
に
つ
い
て
の
裁
判

例
に
啓
発
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
議
会
が
伝
統
的
に
採
用
し
て
来
た
点
は
世
界
の
大
勢
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
裁
判
所
に
よ
る
監
督
と
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
は
ア
メ
リ
カ
流
の
も
の
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。H

arvey Rishikof, “Long W
ars of Political O

rder-Sovereignty and 
Choice:  T

he Fourth A
m

endm
ent and the M

odern T
rilem

m
a” 15Cornell J.L. &

 Pub. Pol

’y 587, 594

─（2006

）.  

但
し
、
個
人
情

報
保
護
に
関
し
て
、
鈴
木
正
朝
「
他
国
へ
の
個
人
デ
ー
タ
越
境
移
転
制
限
条
項
の
検
討
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
一
四
六
四
号
六
三
頁
以
下
は
、
Ｅ
Ｕ

が
個
人
情
報
を
個
人
デ
ー
タ
保
護
及
び
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
し
て
基
本
的
権
利
・
人
権
の
問
題
と
捉
え
る
の
に
比
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
規
制

が
緩
や
か
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
（
合
衆
国
に
は
重
厚
な
司
法
的
救
済
や
事
前
規
制
・
課

徴
金
制
度
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
9
・
11
事
件
以
降
の
テ
ロ
対
策
の
中
で
振
り
子
が
大
き
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
揺
れ
て
い
た
も
の

の
、
近
時
は
ス
ノ
ー
デ
ン
事
件
に
対
す
る
国
内
外
の
批
判
も
あ
っ
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
の
重
視
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
見
る
）。

（
365
）
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
原
理
や
証
拠
法
則
に
よ
る
法
的
規
制
の
可
能
性
も
否
定
さ
れ
な
い
も
の
の
、

現
実
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制
を
意
図
し
て
制
定
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
デ
ー
タ
保
護
法
が
法
的
規
制
の
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
一
二
〇
頁
。

（
366
）
丸
橋
昌
太
郎
「
行
動
監
視
捜
査
の
規
制
」『
信
州
大
学
法
学
論
集
』
第
二
二
号
（
平
成
二
六
年
）
一
七
頁
以
下
な
ど
。

（
367
）
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
デ
ー
タ
保
存
の
情
況
に
つ
い
て
は
、See e.g., A

ndrew
 M

urray, IN
FO

R
M

A
T

IO
N

 T
E

CH
N

O
LO

G
Y

 LA
W

, 2
nd 

ed., 2013, O
xford U

niversity Press, pp. 540

─.

（
368
）See e.g., T

im
othy T

. T
akahashi, “D

RO
N

ES A
N

D
 PRIV

A
CY

”, supra at 91, 112.

（
369
）
現
状
の
我
が
国
に
お
い
て
も
、「
世
の
中
に
こ
れ
だ
け
監
視
カ
メ
ラ
が
増
え
て
い
て
、
僕
ら
は
ど
ん
ど
ん
監
視
さ
れ
る
こ
と
に
鈍
感
に
な
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（「
座
談
会　

原
点
は
な
ぜ
見
失
わ
れ
た
か
」『
世
界
』
二
〇
一
四
年
六
月
号
七
七
頁
［
周
防
正
行
］）、



一
二
三

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

ま
た
、
合
衆
国
等
に
お
い
て
も
、
匿
名
性
は
フ
ェ
イ
ス
・
ブ
ッ
ク
や
そ
の
他
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
上
で
既
に
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
と
評
さ
れ

た
り
し
て
い
る
。
ジ
グ
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン+

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
イ
ア
ン
『
私
た
ち
が
、
す
す
ん
で
監
視
し
、
監
視
さ
れ
る
、
こ
の
世
界
に
つ

い
て
』（
平
成
二
五
年
［
原
著
二
〇
一
三
年
］　

青
土
社
）。
他
に
、
眞
淳
平
『
二
一
世
紀
は
ど
ん
な
世
界
に
な
る
の
か
』（
平
成
二
六
年　

岩
波
書

店
）
一
九
五
─
六
頁
も
、
多
数
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
顔
認
識
機
能
の
急
速
進
歩
等
が
進
ん
で
お
り
、
か
か
る
技
術
の
進
歩

の
今
後
は
正
確
に
は
読
め
な
い
も
の
の
、
数
十
年
の
期
間
で
見
る
と
、
我
々
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
感
覚
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
行
く
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
そ
う
で
あ
る
旨
述
べ
る
。

（
370
）
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
一
三
四
頁
な
ど
。

（
371
）
ビ
ー
パ
ー
を
利
用
し
て
の
監
視
・
追
跡
と
同
様
に
、
単
な
る
位
置
情
報
・
走
行
履
歴
を
知
り
得
る
に
過
ぎ
な
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
利
用
の
監
視
・
追

跡
に
お
い
て
、
重
大
な
権
利
侵
害
が
な
い
と
考
え
る
方
が
従
来
の
判
例
法
理
と
整
合
性
を
持
つ
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
清
水
真
・
前
掲
「
捜

査
手
法
と
し
て
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
装
着
と
監
視
・
再
論
」
一
七
七
頁
な
ど
。

無
論
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
公
共
空
間
に
限
定
さ
れ
ず
に
使
用
さ
れ
れ
ば
言
う
迄
も
な
く
、
ま
た
、
公
共
空
間
に
使
用
が
限
定
さ
れ
た
に
せ
よ
、
特
定
場

所
に
お
け
る
一
定
時
点
の
容
貌
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
位
置
情
報
で
あ
る
に
せ
よ
、
長
期
的
・
継
続
的
に
対
象
者
の
行
動
を
把
握
出
来
る
場
合
、
そ

の
権
利
制
約
の
度
合
い
が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
372
）
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が
進
展
す
れ
ば
、
音
声
情
報
な
ど
も
併
せ
て
記
録
さ
れ
る
技
術
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
大
野
正
博
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た

被
疑
者
等
の
位
置
情
報
探
索
」『
曽
根
威
彦
先
生
・
田
口
守
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
下
巻
］』［
平
成
二
六
年　

成
文
堂
］
五
一
四
頁
、
清
水
真

「
自
動
車
の
位
置
情
報
把
握
に
よ
る
捜
査
手
法
に
つ
い
て
の
考
察
」『
法
学
新
報
』
第
一
一
七
巻
第
七
・
八
号
［
平
成
二
三
年
］
四
五
四
─
五
頁
）
が
、

無
人
機
は
そ
れ
ら
技
術
を
取
り
込
む
で
あ
ろ
う
。

（
373
）
当
然
な
が
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
同
様
に
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
対
象
者
の
場
所
・
時
間
等
々
に
関
す
る
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
も
可
能

と
な
る
。

（
374
）
一
方
、
軍
事
用
の
無
人
機
で
あ
っ
て
も
、
提
供
さ
れ
る
情
報
が
無
限
大
で
あ
る
た
め
、
デ
ー
タ
の
津
波
が
空
軍
本
部
の
消
化
・
吸
収
能
力
を
凌

い
で
お
り
、
底
な
し
の
デ
ー
タ
の
コ
ン
テ
ナ
か
ら
、
興
味
が
あ
り
関
連
が
あ
る
対
象
を
探
り
出
す
に
は
膨
大
な
作
業
と
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ジ
グ
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン+

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
イ
ア
ン
・
前
掲
書
『
私
た
ち
が
、
す
す
ん
で
監
視
し
、
監
視
さ
れ
る
、

こ
の
世
界
に
つ
い
て
』
三
六
─
七
頁
。



一
二
四

（
375
）
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
無
人
機
の
数
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
政
府
と
大
企
業
と
の
莫
大
な
契
約
が
存

在
す
る
と
い
う
事
実
に
鑑
み
、
国
中
を
無
人
機
が
日
常
的
に
監
視
す
る
と
い
う
計
画
が
綿
密
に
調
整
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を

市
民
が
抱
い
て
お
り
、
国
防
高
等
研
究
計
画
局
（D

efense A
dvanced Research Projects A

gency

）
が
無
人
機
を
捜
査
目
的
な
ど
国
内
目

的
に
用
い
る
こ
と
を
進
め
る
た
め
に
膨
大
な
資
金
を
投
下
し
て
い
る
事
実
も
、
監
視
活
動
を
正
式
に
規
格
化
す
る
こ
と
、
軍
事
的
な
活
用
と
そ
れ

以
外
の
活
用
と
の
境
界
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
等
の
諸
点
で
現
場
を
不
安
に
さ
せ
て
い
る
。
公
共
の
場
で
の
監
視
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ

ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
観
念
が
急
速
に
変
容
し
、
現
行
法
下
で
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
対
す
る
期
待
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念
を
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
市
民
の
相
当
数
は
抱
い
て
お
り
、
そ
れ
が
議
会
に
無
人
機
使
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
法
制
化
す
る
政
治
的
圧
力
の
増
加
に
繋
が
っ

て
い
る
が
、
一
方
、
議
会
が
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
や
市
民
の
自
由
の
侵
害
に
対
す
る
充
分
な
保
護
手
段
を
定
め
る
こ
と
な
く
拙
速
に
無
人
機
に

合
衆
国
の
空
域
を
開
放
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
却
っ
て
上
記
懸
念
は
強
ま
る
こ
と
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See e.g., H

eidi Boghosian, 
SPY

IN
G

 O
N

 D
E

M
O

CR
A

CY
, 2013, City Lights Bookstore, San Francisco, pp. 232

─.

（
376
）
追
跡
監
視
ヴ
ィ
デ
オ
に
関
し
て
、
同
旨
の
主
張
と
し
て
、
大
久
保
隆
志
・
前
掲
書
『
刑
事
訴
訟
法
』
三
四
頁
。

（
377
）
伝
統
的
な
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
（
ひ
と
り
で
放
っ
て
お
い
て
貰
う
権
利
・
私
生
活
を
濫
り
に
公
開
さ
れ
な
い
と
い
う
法
的
保
障
乃
至
権
利
）、

情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
と
は
視
点
を
異
に
す
る
権
利
・
利
益
と
し
て
、
近
時
は
、
流
出
し
た
個
人
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
社
会
的
に
マ
イ
ナ
ス
評
価

と
な
り
、
当
該
個
人
の
社
会
的
評
価
が
低
下
す
る
点
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
侵
害
を
認
め
る
見
解
や
、
内
心
の
平
穏
の
権
利
、
公
共
空
間
で
の
匿
名

性
の
利
益
（「
ひ
と
り
で
放
っ
て
お
い
て
貰
う
権
利
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
も
論
じ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防

犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
六
一
頁
以
下
、
八
〇
頁
以
下
な
ど
。

（
378
）
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
す
る
法
的
規
制
に
関
し
て
、
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
八
一
頁
以
下
は
、
ひ
と
り
で
放
っ
て
お
い

て
貰
う
権
利
・
公
共
空
間
に
お
け
る
匿
名
性
の
利
益
と
い
う
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
・
社
会
的
評
価
か
ら
の
自
由
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概

念
は
、撮
影
や
そ
れ
に
よ
る
デ
ー
タ
取
得
の
法
的
規
制
に
関
わ
る
も
の
と
言
え
る
が
（
取
得
中
心
基
準
）、こ
れ
に
対
し
て
、自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
権
に
基
づ
く
現
代
的
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
概
念
は
、
カ
メ
ラ
設
置
の
適
否
の
問
題
に
も
関
わ
り
得
る
も
の
の
、
寧
ろ
適
法
に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ

に
よ
り
取
得
さ
れ
た
情
報
＝
映
像
デ
ー
タ
の
不
適
切
な
開
示
・
利
用
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
の
保
障
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
取
得
デ
ー
タ
の
管
理
・

利
用
に
対
す
る
法
的
規
制
の
あ
り
方
に
主
と
し
て
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
管
理
・
利
用
中
心
基
準
）
と
捉
え
る
。

（
379
）
意
思
決
定
へ
の
介
入
は
、
自
己
の
個
人
生
活
に
関
す
る
個
人
の
意
思
決
定
に
対
す
る
政
府
に
よ
る
望
ま
れ
な
い
侵
略
行
為
に
関
係
し
て
い
る
と



一
二
五

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

説
く
見
解
と
し
て
、
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｊ
・
ソ
ロ
ー
ヴ
［
大
谷
卓
史　

訳
］・
前
掲
書
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
新
理
論
』
二
一
八
─
九
頁
。
ま
た
、
同
書 

二
一
七
─
八
頁
は
、
情
報
開
示
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
で
情
報
主
体
の
意
思
決
定
に
関
し
て
萎
縮
効
果
を
有
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
な
ど
、
意

思
決
定
へ
の
介
入
は
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
深
く
関
係
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
猶
、
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
『
現
代
国
家
と
人
権
』
四
四
八
─
九

頁
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
以
て
「
高
度
に
個
人
乃
至
親
密
な
決
定
に
対
す
る
公
権
力
に
よ
る
干
渉
か
ら
の
自
由
」
の
意
味
に
お
い
て
捉
え

る
見
解
は
、
高
度
に
個
人
乃
至
親
密
な
決
定
自
体
に
関
わ
ら
な
い
問
題
を
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
領
域
か
ら
放
逐
す
る
結
果
と
な
っ
て
妥
当
で
は
な

く
、
我
が
国
で
は
憲
法
第
一
三
条
の
「
幸
福
追
求
権
」
の
一
内
実
と
し
て
の
人
格
的
自
律
権
（
自
己
決
定
権
）
の
問
題
と
し
て
考
え
て
行
く
べ
き

と
す
る
。

（
380
）
既
に
触
れ
た
、
シ
ス
テ
ム
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
構
造
要
求
と
し
て
の
性
格
か
ら
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
見
直
す
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
構
造
審
査
が
し
っ
か
り
な
さ
れ
れ
ば
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
畏
怖
・
恐
れ
は
緩
和
さ
れ
る
と
言
い
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

猶
、
前
掲
「［
座
談
会
］
憲
法
と
刑
事
法
の
交
錯
（
前
篇
）」『
法
律
時
報
』
第
八
六
巻
第
五
号
（
平
成
二
六
年
）
一
二
六
頁
［
山
本
龍
彦
］
も
、

姿
態
を
撮
ら
れ
る
こ
と
で
感
じ
る
瞬
間
的
な
羞
恥
よ
り
も
、
そ
の
情
報
が
将
来
ど
う
使
わ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
不
確
実
性
の
方
に
、
よ
り

強
い
脅
威
や
権
力
性
を
感
じ
る
と
述
べ
る
。

（
381
）
但
し
、
令
状
の
事
前
提
示
自
体
は
必
ず
し
も
必
須
の
要
件
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
傍
受
（
盗
聴
）
に
関
し
て
、
盗
聴
の
目
的
と

す
る
会
話
が
得
ら
れ
た
後
、
又
は
そ
れ
が
裁
判
で
証
拠
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
る
前
に
、
被
盗
聴
者
に
ノ
ー
テ
ィ
ス
す
る
こ
と
等
で
、
ノ
ー
テ
ィ
ス

要
件
は
充
た
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
議
論
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
『
現
代
国
家
と
人
権
』
三
三
六
頁
、
三
四
六
頁
、
大
久
保
隆
志

「
任
意
捜
査
の
限
界
─
偽
装
型
捜
査
の
許
容
性
と
そ
の
限
界
─
」『
広
島
法
科
大
学
院
論
集
』
第
九
号
（
平
成
二
五
年
）
一
三
四
頁
以
下
［
呈
示
そ

れ
自
体
が
令
状
主
義
の
保
障
の
内
容
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、
事
後
的
に
で
あ
れ
異
議
や
不
服
を
申
し
立
て
、
処
分
取
消
し
を
求
め
て
損
害
を
回

復
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
良
い
と
す
る
］。
井
上
正
仁
・
前
掲
書
『
捜
査
手
段
と
し
て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』
七
三
頁
以
下
を
も
参
照
。

（
382
）
例
え
ば
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
・
使
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
警
察
活
動
と
し
て
任
意
手
段
と
し
て
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を

前
提
と
し
て
、
使
用
方
法
の
相
当
性
を
充
足
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
段
階
に
お
い
て
、
録
画
し
た
デ
ー
タ
の
管
理
が
厳
格
に
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
、
犯
罪
防
止
・
捜
査
支
援
等
と
は
無
関
係
な
画
像
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
一
定
期
間
内
に
消
去
が
な
さ
れ
る
こ
と
等
が
重
要
な
判
断
要
素

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
一
九
〇
頁
、
一
九
四
頁
、
二
〇
二
頁
な
ど
。

（
383
）
稻
谷
龍
彦
・
前
掲
「
情
報
技
術
の
革
新
と
刑
事
手
続
」
四
一
頁
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
関
し
て
、
小
型
化
・
巧
妙
化
が
進
み
、
僅
か
な
手
間
で
半
永
久



一
二
六

的
に
対
象
者
の
行
動
を
監
視
出
来
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、長
期
に
亘
る
監
視
行
為
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
行
動
記
録
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
詳
細
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
が
可
能
に
な
る
点
を
捉
え
て
、
特
別
の
法
的
規
制
を
必
要
と
す
る
「
強
制

の
処
分
」
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
令
状
主
義
の
よ
う
な
厳
格
な
法
的
規
制
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
お

け
る
問
題
の
本
質
が
情
報
の
蓄
積
に
あ
る
た
め
、
令
状
審
査
を
通
じ
て
対
象
者
所
持
品
へ
の
侵
入
に
つ
い
て
不
当
目
的
が
存
在
す
る
か
否
か
を
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
、
少
な
く
と
も
令
状
審
査
段
階
で
不
当
目
的
を
予
め
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
の
性
質
・
量
と
当
該
情
報
コ
ス
ト
の
低
さ
に
鑑
み
た
場
合
、
不
当
な
目
的
外
利
用
を
防
ぐ
た
め
に
、
少
な

く
と
も
通
信
傍
受
法
第
一
九
条
以
下
の
よ
う
な
個
別
具
体
的
な
事
後
処
理
に
つ
い
て
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。

（
384
）
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
便
利
さ
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
著
・
前
掲
書
『
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』
四
六
頁
［
田
村
智
明
］。
既
に
触
れ
た
点
と
重
な
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
位
置
情
報
技
術
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
集
積
が
高
度
化
し
、
人
々
は
自
分
が
知
ら
ぬ
儘
に
従
前
の
警
察
に
よ
る
監
視
よ
り
も
膨
大
な
情
報
が
収
集
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
捜
査
機
関
等
の
濫
用
に
対
す
る
懸
念
も
高
ま
る
結
果
と
し
て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
機
動
性
・

創
造
な
ど
に
萎
縮
効
果
が
生
じ
得
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。K

im
berly D

. Bailey, “W
atching M

e: T
he W

ar on Crim
e, Privacy, and 

the State” 47 U
.C. D

avis L. Rev. 1539, 1571

（2014

）.

（
385
）
無
人
機
の
便
益
と
コ
ス
ト
の
衡
量
を
重
視
す
る
見
解
は
、
安
全
と
い
う
便
益
の
上
昇
は
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
コ
ス
ト
の
下
に
成
り
立
ち
、

無
人
機
に
よ
る
監
視
が
広
範
に
普
及
し
た
場
合
、
無
人
機
に
よ
る
無
制
約
の
監
視
に
よ
る
限
界
費
用
は
当
該
監
視
に
よ
る
限
界
収
益
を
上
回
っ
て

社
会
に
と
っ
て
非
生
産
的
・
非
効
率
と
な
る
か
ら
、
無
人
機
に
よ
る
監
視
を
過
度
に
制
約
し
な
い
と
同
時
に
過
度
な
監
視
も
行
わ
な
い
と
い
う
形

で
、
無
人
機
に
よ
る
監
視
が
生
み
出
す
社
会
に
と
っ
て
の
利
益
が
社
会
に
と
っ
て
の
限
界
費
用
・
不
便
を
上
回
る
か
同
等
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
な
る
よ

う
に
、
法
的
設
計
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
（Ian F. Rothfuss, “A

n Econom
ic Perspective on the Privacy Im

plications 
of D

om
estic D

rone Surveillance” 10 J.L. Econ. &
 Pol’y 441, 456

─7

［2014

］）.  

本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
上
記
の
よ
う

な
バ
ラ
ン
ス
判
断
の
一
つ
の
現
れ
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
386
）
稻
谷
龍
彦
・
前
掲
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
一
）」
四
頁
は
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
は
捜
査
機
関
に

よ
る
情
報
取
得
時
だ
け
で
な
く
国
家
に
よ
る
不
当
な
個
人
情
報
濫
用
を
防
ぐ
と
い
う
形
で
情
報
取
得
後
に
も
問
題
と
な
り
、
国
家
に
よ
る
個
人
情

報
濫
用
の
危
険
に
対
応
す
る
た
め
に
は
制
裁
規
定
等
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
情
報
取
得
後
の
管
理
体
制
の
構
築
が
必
要
と
な
る
が
、
裁
判
所
に
は



一
二
七

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

か
か
る
体
制
構
築
に
必
要
な
情
報
収
集
・
分
析
能
力
、
法
規
創
造
力
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
述
べ
る
。
稻
谷
龍
彦
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
（
二
）」『
法
学
論
叢
』
第
一
六
九
巻
第
五
号
一
六
頁
、
同
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
三
）」『
法
学
論
叢
』
第
一

七
一
巻
第
五
号
五
〇
─
一
頁
、
同
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
四
）」『
法
学
論
叢
』
第
一
七
一
巻
第
六
号
一
五
頁
、
同
「
刑
事

手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
五
）」『
法
学
論
叢
』
第
一
七
二
巻
第
二
号
一
八
頁
以
下
、
同
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

（
六
）」『
法
学
論
叢
』
第
一
七
三
巻
第
二
号
（
平
成
二
五
年
）
一
六
─
七
頁
、
同
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
七
）」『
法
学
論

叢
』
第
一
七
三
巻
第
三
号
（
平
成
二
五
年
）
二
四
頁
以
下
な
ど
を
も
参
照
。

（
387
）
或
い
は
、
令
状
を
要
求
し
て
も
、
対
象
者
に
対
す
る
ノ
ー
テ
ィ
ス
は
事
後
的
で
も
良
い
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
388
）
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
二
七
一
頁
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
警
察
等
の
公
的
機
関
に
よ
り
設
置
・
利
用
さ
れ
る
街

頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
許
容
性
は
犯
罪
抑
止
と
い
う
側
面
に
関
わ
り
、
主
と
し
て
行
政
警
察
活
動
に
お
け
る
許
容
限
界
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
撮
影
デ
ー
タ
の
保
存
期
間
を
超
え
た
抽
出
や
分
析
は
犯
罪
捜
査
支
援
機
能
に
関
わ
る
も
の
で
、
刑
事
司
法
に
お
け
る

捜
査
の
適
法
性
の
視
点
（
更
に
、
証
拠
の
許
容
性
・
信
用
性
）
や
情
報
保
護
法
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
も
の
と
言
え
る
（
撮
影
デ
ー
タ
の
管
理
の
側

面
に
つ
い
て
は
、
個
人
識
別
可
能
な
個
人
情
報
に
該
当
す
る
場
合
に
は
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
る
規
制
に
服
す
る
が
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合

に
は
個
人
情
報
保
護
法
等
の
趣
旨
に
則
っ
た
内
規
に
よ
る
規
制
が
な
さ
れ
る
）
と
捉
え
る
。
同
書
二
七
二
頁
。

（
389
）
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
『
現
代
国
家
と
人
権
』
四
三
九
頁
な
ど
。

（
390
）
佐
藤
幸
治
・
前
掲
書
『
現
代
国
家
と
人
権
』
四
三
七
─
八
頁
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
が
「
ひ
と
り
で
居
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
権

利
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
は
実
際
上
か
な
り
些
細
な
事
柄
に
対
す
る
干
渉
か
ら
自
由
で
あ
る
権
利
に
な
っ
て
し
ま

い
か
ね
な
い
が
、
今
日
、
高
度
に
相
互
依
存
的
な
社
会
に
生
き
、
税
・
社
会
保
障
・
各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の
分
野
で
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
公
権
力
と
接
触
せ
ざ
る
を
得
な
い
情
況
下
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
が
道
徳
的
自
律
の
存
在
と
し
て
、
自
ら
善
で
あ
る
と

判
断
す
る
目
的
を
追
求
し
て
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
、
自
己
の
存
在
に
関
わ
る
情
報
を
開
示
す
る
範
囲
や
そ
の
性
質
を
選
択
出
来
る
権
利

と
い
う
よ
う
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
を
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
下
に
、
公
権
力
が
盗
聴
器
を
使
用
し
て
個
人
の
会
話
を
聴
取
し
た
り
、

個
人
の
道
徳
的
自
律
と
存
在
に
直
接
関
わ
る
情
報
を
取
得
・
保
有
す
る
こ
と
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
原
則
と
し
て

許
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
個
人
の
道
徳
的
自
律
と
存
在
に
直
接
関
わ
ら
な
い
外
的
事
項
に
関
す
る
個
別
情
報
を
公
権
力
が
正
当
な
目
的
の
た
め
に

正
当
な
方
法
を
通
じ
て
取
得
し
て
も
直
ち
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
侵
害
と
は
言
え
ず
、
た
だ
そ
れ
が
悪
用
ま
た
は
集
積
さ
れ
る
時
、
道
徳
的



一
二
八

自
律
と
存
在
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
利
侵
害
の
問
題
が
生
ず
る
と
述
べ
る
。
例
え
ば
、
松
井
茂
記
「
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
四
〇
四
号
（
昭
和
六
三
年
）
三
八
頁
・
四
〇
─
一
頁
も
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
権
利
を
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
理
解
し
つ
つ
、
個
人
の
容
貌
の
写
真
撮
影
な
ど
個
人
情
報
の
取
得
・
収
集
の
局
面
の
み
な
ら
ず
、

取
得
・
収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
を
保
有
・
管
理
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
有
・
管
理
し
て
い
る
こ
と
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

の
権
利
の
侵
害
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
て
、
個
人
情
報
の
保
有
・
管
理
・
利
用
、
更
に
開
示
・
提
供
の
局
面
に
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
侵

害
に
つ
い
て
の
規
律
を
及
ぼ
す
（
但
し
、
同
四
〇
頁
は
、
道
徳
的
自
律
の
存
在
と
し
て
の
個
人
の
実
在
に
関
わ
る
情
報
か
否
か
の
区
別
は
必
ず
し

も
明
確
で
な
い
の
で
、
自
己
情
報
全
て
を
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
の
対
象
と
考
え
つ
つ
、
権
利
侵
害
の
許
容
性
を
判
断
す
る
際
に
情
報
の
性
質

を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
処
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
）。
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
平
成
二
三
年　

成
文
堂
）一
八
四

頁
を
も
参
照
。
同
書
一
八
二
頁
は
、
学
説
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
判
例
の
中
に
は
、
自
己
決
定
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
や
、「
ひ
と
り
で
居
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
権
利
」
に
最
も
近
い
「
静
穏
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
」
と
称
す
べ
き
も
の
を
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
に
含
め
て
観
念
す

る
も
の
が
あ
る
が
、
権
利
は
そ
の
内
実
が
明
確
で
同
質
的
で
あ
る
こ
と
を
本
来
の
性
質
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
人
格

的
自
律
権
（
自
己
決
定
権
）
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
は
「
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
」
の
意
味

に
限
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
旨
述
べ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
石
井
夏
生
利
・
前
掲
書
『
個
人
情
報
保
護
法
の
理
念
と
現
代
的
展
開
』
五
五
九
頁
は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
は
、

伝
統
的
権
利
が
現
代
的
権
利
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
両
者
を
総
合
し
た
権
利
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

（
391
）
令
状
取
得
を
法
定
し
な
く
と
も
、
デ
ー
タ
管
理
を
法
定
す
る
と
い
う
形
で
強
制
処
分
と
し
て
規
律
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
392
）See e.g., Ben Jenkins, “W

atching the W
atchm

en: D
rone Privacy and the N

eed for O
versight”, supra at178

─

［
外
部
機
関
に

よ
る
監
査
等
に
つ
い
て
も
示
唆
す
る
］.

（
393
）See e.g., Hillary B. Farber, “EYES IN THE SKY: CONSTITUTIONA

L A
ND REGULA

TORY A
PPROA

CHES TO DOM
ESTIC 

D
RO

N
E D

EPLO
Y

M
EN

T

” 64 Syracuse L. Rev. 1, 45

─（2014
）.
イ
リ
ノ
イ
州
の
法
案
の
例
に
つ
い
て
、Id. at32.

（
394
）See e.g., D

aniel T
. Pesciotta, “I’m

 N
ot D

ead Y
et: K

atz, Jones, and the Fourth A
m

endm
ent in the 21st Century”, supra at 

246

─; W
illiam

 J. Stuntz, “T
he Political Constitution of Crim

inal Justice” 119 H
arvard L. Rev. 781, 846

─（2006

）; Ben Jenkins, 
“W

atching the W
atchm

en: D
rone Privacy and the N

eed for O
versight”, supra; Ian F. Rothfuss, “A

n Econom
ic Perspective 



一
二
九

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

on the Privacy Im
plications of D

om
estic D

rone Surveillance”, supra at 457

─.
（
395
）
例
え
ば
、
最
高
裁
平
成
二
一
年
九
月
二
八
日
第
三
小
法
廷
決
定
（
刑
集
六
三
巻
七
号
八
六
八
頁
）
に
お
い
て
、
警
察
に
よ
る
宅
配
便
荷
物
に
対

す
る
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
関
し
て
、「
荷
送
人
の
依
頼
に
基
づ
き
宅
配
便
業
者
の
運
送
過
程
下
に
あ
る
荷
物
に
つ
い
て
、
捜
査
機
関
が
、
捜
査
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
荷
送
人
や
荷
受
人
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
外
部
か
ら
エ
ッ
ク
ス
線
を
照
射
し
て
内
容
物
の
射
影
を
観
察
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
射
影
に
よ
っ
て
荷
物
の
内
容
物
の
形
状
や
材
質
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
上
、
内
容
物
に
よ
っ
て
は
そ
の
品
目
等
を

相
当
程
度
具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
て
、
荷
送
人
や
荷
受
人
の
内
容
物
に
対
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
を
大
き
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
検
証
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
強
制
処
分
に
当
た
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。」
と
判
示
さ
れ
た
。
本
決
定
に
つ
い
て
、
捜
索
の
一
方
法
と

し
て
同
様
の
検
査
を
行
う
こ
と
の
可
能
性
を
排
除
す
る
迄
の
趣
旨
で
は
な
か
ろ
う
と
捉
え
る
見
解
と
し
て
、
井
上
正
仁
「
梱
包
内
容
の
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
」
井
上
正
仁
・
大
澤
裕
・
川
出
敏
裕
編
『
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
』［
第
9
版
］』（
平
成
二
三
年
）
七
一
頁
。

（
396
）
既
に
触
れ
た
通
り
、
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
二
七
二
頁
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
撮
影
デ
ー
タ
で
個

人
情
報
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
等
の
趣
旨
に
沿
っ
た
内
規
に
よ
る
規
制
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
こ
の

点
、
例
え
ば
韓
国
で
は
、
個
人
情
報
保
護
法
第
二
五
条
、
同
法
施
行
令
第
二
二
条
、
標
準
個
人
情
報
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
四
〇
条
・
第
四
一

条
・
第
四
四
条
・
第
五
二
条
）
に
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
に
関
す
る
基
本
的
な
規
定
を
明
示
し
、
そ
の
他
、
駐
車
場
法
施
行
規
則
、
住
宅
法
施
行
規
則
、
児
童

福
祉
法
、
廃
鉱
地
域
開
発
支
援
に
関
す
る
特
別
法
施
行
令
、
外
国
人
保
護
規
則
、
公
衆
衛
生
管
理
法
施
行
規
則
、
国
際
航
海
船
舶
及
び
港
湾
施
設

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
生
命
倫
理
及
び
安
全
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
地
下
公
共
歩
道
施
設
の
決
定
・
構
造
及
び
設
置

基
準
に
関
す
る
規
則
等
で
設
置
を
個
別
に
規
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
シ
ン　

ヨ
ン
ジ
ン
（
瀬
戸
洋
一
・
日
本
情
報
経
済
社
会
推
進
協
会　

監
訳
）

『
情
報
化
社
会
の
個
人
情
報
保
護
と
影
響
評
価
』（
平
成
二
六
年　

勁
草
書
房
）
六
〇
頁
以
下
。

（
397
）
自
由
・
自
律
と
い
っ
た
理
性
あ
る
人
々
の
間
で
も
大
き
な
意
見
の
対
立
が
発
生
す
る
理
念
に
内
容
を
与
え
る
能
力
は
裁
判
官
に
は
充
分
に
備
わ
っ

て
お
ら
ず
、
自
律
乃
至
熟
慮
的
自
律
を
保
護
す
る
企
て
は
、
裁
判
官
に
多
大
な
意
思
決
定
上
の
負
担
を
負
わ
せ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
キ
ャ
ス
・

サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
［
那
須
耕
介　

訳
］『
熟
議
が
壊
れ
る
と
き
』（
平
成
二
四
年　

勁
草
書
房
）
二
〇
二
頁
。

（
398
）
二
〇
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
事
案
毎
に
判
断
を
下
す
こ
と
で
漸
進
的
決
定
を
通
じ
て
良
い
結
果
を
生
み
出
し
て

行
く
と
い
う
裁
判
所
の
能
力
へ
の
信
頼
が
低
下
し
た
た
め
（
裁
判
官
は
個
別
事
案
に
直
接
影
響
を
受
け
る
当
事
者
の
主
張
を
聞
く
け
れ
ど
も
そ
れ

以
外
の
利
害
関
係
者
の
声
を
耳
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
利
用
可
能
な
情
報
は
限
定
さ
れ
て
い
る
）、
立
法
者
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
方
式
に
代
え
て
明
確



一
三
〇

な
準
則
を
事
前
に
整
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
［
那
須
耕
介　

訳
］・
前
掲
書
『
熟
議
が
壊
れ
る
と
き
』

二
三
〇
頁
、
二
三
四
頁
。

（
399
）
議
会
に
は
環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
環
境
保
護
局
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
な
ど
を
設
置
し
て
委
任
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
決
定
負
担
を
確
実
に
軽
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
ま
た
、
議
会
は
情
報
を
持
っ
て
い
て
も
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
等
へ
の
対

応
を
支
え
る
価
値
に
つ
い
て
の
合
意
を
築
け
る
能
力
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
［
那
須
耕
介　

訳
］・
前
掲
書
『
熟
議
が
壊
れ
る
と
き
』
二
一
九
─
二
〇
頁
。

（
400
）
準
則
な
ど
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
欠
い
て
い
る
時
や
、
事
態
が
徐
々
に
変
化
す
る
と
か
、
大
規
模
な
変
化
の
責
任
を
避
け
た
い
と

い
う
場
合
に
は
漸
進
的
決
定
が
準
則
等
よ
り
も
望
ま
し
い
場
合
が
あ
る
し
、
逆
の
場
合
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン
［
那

須
耕
介　

訳
］・
前
掲
書
『
熟
議
が
壊
れ
る
と
き
』
二
三
七
─
八
頁
、
二
三
四
頁
。

（
401
）See e.g., Colin Shaff, “N

O
T

E: IS T
H

E CO
U

RT
 A

LLERGIC T
O

 K
A

T
Z? PRO

BLEM
S PO

SED
 BY

 N
EW

 M
ET

H
O

D
S O

F 
ELECT

RO
N

IC SU
RV

EILLA
N

CE T
O

 T
H

E “REA
SO

N
A

BLE-EX
PECT

A
T

IO
N

-O
F-PRIV

A
CY

” T
EST

”, supra at 439, 445

─.

（
402
）
例
え
ば
、
木
村
草
太
／
西
村
裕
一
『
憲
法
学
再
入
門
』（
平
成
二
六
年　

有
斐
閣
）
二
一
頁
以
下
な
ど
。

（
403
）
一
つ
の
例
と
し
て
、
捜
査
機
関
が
法
廷
に
証
拠
を
提
出
し
よ
う
と
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
よ
る
令
状
を
介
し
た
事
前
規
律
で

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
限
界
が
あ
る
と
は
言
え
よ
う
。See e.g.,Susan A

.Bandes, “T
he Challenges of ‘Q

uality of Life’ Policing for the 
Fourth A

m
endm

ent”, T
he Constitution and the Future of Crim

inal Justice in A
m

erica, supra at 47.

（
404
）D

aniel T
. Pesciotta, “I'm

 N
ot D

ead Y
et: K

atz, Jones, and the Fourth A
m

endm
ent in the 21st Century”, supra at 249

─50, 
255.我

が
国
の
研
究
に
お
い
て
も
、
稻
谷
龍
彦
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
」『
刑
法
雑
誌
』
第
五
三
巻
第
二
号
（
平
成
二
六
年
）

二
三
二
頁
、
二
四
三
頁
は
、
国
会
の
方
が
裁
判
所
よ
り
も
情
報
収
集
・
分
析
能
力
に
優
れ
て
い
る
か
ら
、
確
率
問
題
と
し
て
法
的
問
題
に
対
す
る

よ
り
優
れ
た
解
を
出
し
易
い
が
、
国
会
の
失
敗
や
機
能
不
全
に
対
し
て
裁
判
所
が
対
応
す
る
必
要
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
会
に
よ
る
刑

事
手
続
立
法
の
重
視
は
、
不
正
義
な
刑
事
手
続
を
指
弾
し
、
或
い
は
そ
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
、
国
会
に
修
正
を
迫
る
方
策
を
却
っ
て
強
く
要
求
す

る
こ
と
と
な
り
、
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
解
釈
・
法
律
解
釈
は
そ
の
よ
う
な
方
策
の
極
め
て
重
要
な
も
の
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
と
述
べ
る
。
稻
谷
龍
彦
・
前
掲
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
二
）」
二
一
─
二
頁
、
同
・
前
掲
「
刑
事
手
続
に
お
け
る



一
三
一

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
三
）」
五
三
頁
［
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
解
釈
は
「
政
治
」
を
無
視
・
代
替
す
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
よ
り
良
い
「
政
治
」
を

引
き
出
し
得
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
る
］、
同
・
前
掲
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
六
）」

六
頁
以
下
、
二
二
─
三
頁
［
総
体
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
保
護
法
制
の
最
適
化
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
議
会
と
裁
判
所
の
棲
み
分
け
で
は
な

く
、
相
互
関
係
を
念
頭
に
置
い
て
、
各
々
の
果
た
す
役
割
を
問
う
べ
き
で
あ
る
旨
を
示
唆
す
る
］、
一
四
頁
・
一
九
頁
［
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
は
政

治
部
門
に
よ
っ
て
健
全
な
刑
事
司
法
制
度
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
憲
法
解
釈
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
裁
判
所
の
憲
法
解
釈
を
、

通
常
の
政
治
過
程
に
よ
っ
て
そ
の
意
思
や
利
益
が
必
ず
し
も
反
映
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
少
数
派
住
民
の
意
思
や
利
益
を
刑
事
司
法
制
度
に
よ
り

良
く
反
映
す
る
た
め
に
用
い
る
と
い
う
発
想
を
適
切
な
も
の
と
示
唆
す
る
］、
同
・
前
掲
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
八
）・
完
」

一
八
─
九
頁
［
裁
判
所
が
適
宜
警
告
を
発
し
て
政
治
部
門
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
掛
け
る
と
い
う
点
で
、
裁
判
所
の
審
査
は
、
任
意
処
分
の
適
法
性

を
判
定
す
る
場
面
に
お
い
て
も
熟
議
に
よ
る
適
正
手
続
を
起
動
す
る
た
め
の
契
機
と
な
り
得
る
と
述
べ
る
］
な
ど
を
も
参
照
。

（
405
）
行
政
府
と
立
法
府
が
密
接
に
結
合
す
る
議
員
内
閣
制
に
お
い
て
は
行
政
府
の
比
重
の
増
大
は
立
法
府
の
比
重
低
下
を
意
味
す
る
が
、
大
統
領
制

で
は
両
者
は
相
互
に
独
立
し
て
い
る
の
で
、
行
政
府
の
比
重
が
増
大
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
立
法
府
の
比
重
が
直
ち
に
低
下
す
る
訳
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
行
政
国
家
化
の
傾
向
は
著
し
い
も
の
の
、
議
会
は
大
統
領
に
対
し
て
一
定
の
発
言
権
は
維
持
し
て
お
り
（
立
法
権

独
占
、
予
算
作
成
と
い
う
国
政
の
最
重
要
事
項
を
議
会
が
有
し
、
ま
た
、
上
院
が
大
統
領
指
名
人
事
の
同
意
権
を
有
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
の
議
会
の
権
限
は
依
然
大
き
い
。
連
邦
議
会
が
立
法
や
調
査
の
た
め
の
多
く
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て
い
る
の
も
、
大
統
領
権
力
の
肥
大

化
に
議
会
が
対
抗
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
た
め
と
い
う
側
面
も
あ
る
）、
大
統
領
は
議
会
に
圧
倒
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
は
出
来
な
い
と

捉
え
ら
れ
て
い
る
（
一
方
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
分
野
横
断
的
で
、
且
つ
複
雑
な
対
立
点
を
含
む
多
数
の
法
改
正
実
現
の
た
め
に
、
各
分
野
の

改
正
項
目
を
一
本
化
し
、
議
会
・
政
党
の
首
脳
部
と
大
統
領
・
行
政
府
間
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
包
括
的
調
整
・
合
意
を
行
う
ケ
ー
ス
も
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
五
十
嵐
武
士
・
古
谷
旬
・
松
本
礼
二
『
ア
メ
リ
カ
の
社
会
と
政
治
』（
平
成
七
年　

有
斐
閣
）
五

〇
頁
以
下
、
五
六
頁
以
下
［
阿
部
齊
］、
久
保
文
明
・
砂
田
一
郎
・
松
岡
泰
・
森
脇
俊
雅
『
ア
メ
リ
カ
政
治
［
新
版
］』（
平
成
二
二
年　

有
斐
閣
） 

一
四
二
頁
以
下
［
森
脇
俊
雅
］、
久
保
文
明
編
著
『
ア
メ
リ
カ
の
政
治
』（
平
成
一
七
年　

弘
文
堂
）
七
〇
頁
、
八
七
頁
以
下
［
武
田
興
欣
］、
大
森

政
輔
／
鎌
田
薫
編
『
立
法
学
講
義
』（
平
成
一
八
年　

商
事
法
務
）
四
一
六
頁
以
下
［
後
藤
敬
三
］
な
ど
。

（
406
）
中
島
誠
『
立
法
学
［
第
三
版
］』（
平
成
二
六
年　

法
律
文
化
社
）
四
二
頁
以
下
、
二
六
六
頁
以
下
、
二
八
七
頁
以
下
、
三
一
一
頁
以
下
。

（
407
）
違
憲
審
査
・
憲
法
保
障
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
が
、
人
権
保
障
は
最
高
裁
に
よ
る
違
憲
判
決
と
い
っ
た
一
つ
の
点
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
で
は



一
三
二

な
く
、
最
高
裁
と
立
法
府
、
更
に
は
行
政
府
・
地
方
公
共
団
体
・
国
民
と
の
対
話
と
い
う
一
連
の
相
互
作
用
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
実
現
す
る
と

い
う
視
点
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
雅
寿
『
対
話
的
違
憲
審
査
の
理
論
』（
平
成
二
五
年　

三
省
堂
）。
因
み
に
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ッ
ク
な

形
と
な
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
州
法
→
違
憲
判
決
（
州
最
高
裁
）→
州
憲
法
修
正
→
憲
法
修
正
合
憲
判
決
（
州
最
高
裁
）→
違
憲

判
決
（
連
邦
裁
判
所
）→
連
邦
最
高
裁
判
決
→
連
邦
憲
法
修
正
（
？
）
と
い
う
形
で
、
裁
判
所
は
熟
議
の
過
程
に
お
い
て
重
要
な
転
轍
の
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
裁
判
所
と
議
会
・
人
民
が
熟
議
の
動
態
を
展
開
さ
せ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
駒
村
圭
吾
「
熟
議
の
担
い
手
と
し
て
の
議
会
と
裁

判
所
」
西
原
博
史
編
『
立
法
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
』（
平
成
二
六
年　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）
四
四
頁
以
下
［
我
が
国
で
は
そ
こ
迄
の
熟
議
の
ド
ラ
マ

は
考
え
に
く
い
と
す
る
。
同
四
九
頁
・
五
一
頁
］。

ま
た
、
立
法
の
み
な
ら
ず
、
行
政
機
関
が
規
則
を
制
定
し
て
、
法
執
行
機
関
を
外
部
か
ら
監
督
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
否
定
さ
れ
な
い
で
あ
ろ

う
。See e.g., T

ravis D
unlap, “W

e’ve Got O
ur Eyes on Y

ou: W
hen Surveillance by U

nm
anned A

ircraft System
s Constitutes 

a Fourth A
m

endm
ent Search”, 51 S. T

ex. L. Rev. 173, 203

─4.

（
408
）
法
案
作
成
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
議
題
を
設
定
す
る
権
限
は
国
会
に
属
す
る
の
か
、
内
閣
に
属
す
る
の
か
、
国
会
・
内
閣
（
更

に
裁
判
所
）
の
協
働
に
よ
る
の
か
に
関
す
る
我
が
国
の
議
論
情
況
に
つ
い
て
は
、
村
西
良
太
『
執
政
機
関
と
し
て
の
議
会
』（
平
成
二
三
年　

有
斐

閣
）
二
〇
四
頁
以
下
、
二
二
三
頁
以
下
、
二
六
五
頁
以
下
な
ど
。

（
409
）
勝
田
卓
也
『
ア
メ
リ
カ
南
部
の
法
と
連
邦
最
高
裁
』（
平
成
二
三
年　

有
斐
閣
）
九
頁
、
二
一
〇
頁
以
下
、
二
五
四
頁
以
下
、
二
八
一
─
二
頁
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
統
領
は
連
邦
議
会
を
支
配
す
る
力
を
構
造
上
持
た
ず
、
ま
た
、
連
邦
議
会
は
民
主
主
義
的
な
政
治
制
度
と
し
て
は
不
完
全

で
、
例
え
ば
、
政
治
家
は
ア
メ
リ
カ
南
部
の
基
本
的
秩
序
を
変
え
る
（
こ
れ
は
本
来
は
最
高
裁
で
な
く
政
治
部
門
の
な
し
得
る
仕
事
で
あ
る
）
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
確
保
す
る
た
め
に
連
邦
最
高
裁
（
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
考
慮
に
入

れ
た
判
断
を
行
う
こ
と
が
、最
高
裁
裁
判
官
に
期
待
出
来
る
）が
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
や
ロ
ー
パ
ー
判
決
と
い
っ
た
形
で
南
部
独
自
の
法
文
化
の
変
容
を
、

限
定
的
な
が
ら
も
促
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
分
析
す
る
。

（
410
）
写
真
撮
影
と
い
っ
た
新
し
い
捜
査
方
法
の
領
域
の
解
決
に
は
、
裁
判
所
が
相
応
し
い
旨
述
べ
る
見
解
と
し
て
、
田
宮
裕
『
捜
査
の
構
造
』
二
五
九

頁
、
二
七
五
頁
な
ど
（
こ
れ
に
対
し
て
、
立
法
は
、
迅
速
且
つ
正
確
な
捜
査
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
も
貢
献
す
る
と
述
べ
る
見
解
と
し
て
、
稻
谷

龍
彦
・
前
掲
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（
八
）」
一
二
─
三
頁
。
猶
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
従
前
は
国
民
も
政
治
家
も
日
常
生

活
に
直
接
関
係
の
な
い
刑
事
法
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
刑
事
立
法
に
関
す
る
決
定
権
は
、
裁
判
所
・
法
務
省
・
弁
護



一
三
三

無
人
機
（unm

anned aerial vehicle

）
の
研
究
（
三
）（
鈴
木
）

士
会
・
刑
事
法
研
究
者
ら
専
門
家
集
団
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
来
た
と
こ
ろ
、
近
時
、
刑
事
立
法
が
政
治
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
家
の
発
言
力

が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
原
芳
博
「
立
法
化
の
時
代
に
お
け
る
刑
法
学
」
井
田
良
・
松
原
芳
博
編
『
立
法
実
践
の
変

革
』［
平
成
二
六
年　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
］
一
二
八
頁
な
ど
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
合
衆
国
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、
包
括
的
ル
ー
ル
の
制
定
・
ル
ー
ル
の
明
確
さ
・
ル
ー
ル
改
訂
の
迅
速
さ
の
点
で
技
術

の
進
歩
へ
の
対
処
に
つ
い
て
は
裁
判
所
よ
り
も
議
会
の
方
が
適
切
で
あ
る
と
す
る
議
論
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
点
も
実
際
に
議
会
の
方
が
勝
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
す
る
反
論
も
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
津
村
政
孝
「
家
屋
内
か
ら
発
せ
ら
れ
る
熱
を
測
定
す
るtherm

al 
im

aging

装
置
と
第
四
修
正
の
『
捜
索
』」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
一
四
三
四
号
（
平
成
二
三
年
）
一
三
九
頁
。

（
411
）
田
村
正
博
「
犯
罪
捜
査
に
お
け
る
情
報
の
取
得
・
保
管
と
行
政
法
的
統
制
」
前
掲
書
・『
曽
根
威
彦
先
生
・
田
口
守
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
下

巻
］』
五
三
〇
頁
以
下
は
、
情
報
の
保
管
段
階
に
お
い
て
は
、
情
報
が
外
部
に
流
出
す
る
か
、
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
稀
な
事
態
を
除

け
ば
裁
判
所
の
統
制
は
及
び
難
い
た
め
、
構
造
的
・
組
織
的
・
事
前
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
統
制
し
て
行
く
構
造
的
監
督
が
重
要
と
な
り
、
か
か

る
構
造
的
監
督
と
し
て
現
行
法
下
で
も
行
政
規
則
に
よ
っ
て
目
的
外
利
用
を
禁
止
ま
た
は
厳
格
に
制
限
し
、
当
該
違
反
を
懲
戒
処
分
対
象
と
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨
述
べ
る
。

（
412
）
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
か
ら
の
撮
影
デ
ー
タ
の
抽
出
・
確
定
的
保
存
に
関
し
て
、
要
件
を
充
足
し
た
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
捜

査
等
に
用
い
る
必
要
性
が
充
分
に
認
め
ら
れ
な
い
儘
に
特
定
の
映
像
を
抽
出
し
、
運
用
基
準
に
定
め
た
期
間
を
超
え
て
確
定
的
に
保
存
さ
れ
た
撮

影
デ
ー
タ
に
は
、
任
意
捜
査
と
し
て
の
許
容
範
囲
を
超
え
る
撮
影
で
収
集
さ
れ
た
証
拠
（
撮
影
デ
ー
タ
）
に
認
め
ら
れ
る
の
と
同
質
の
違
法
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
該
証
拠
の
抽
出
等
が
、
令
状
主
義
の
精
神
を
没
却
し
、
違
法
が
重
大
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
証
拠
排
除

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
論
じ
る
見
解
と
し
て
、
星
周
一
郎
・
前
掲
書
『
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
』
二
四
七
─
八
頁
。

（
413
）
行
為
規
範
遵
守
に
つ
い
て
、
司
法
審
査
に
は
限
界
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
稻
谷
龍
彦
・
前
掲
「
刑
事
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
（
三
）」
五
〇
頁
、
同
「（
六
）」
一
七
頁
。

（
414
）
こ
の
過
程
で
捜
査
機
関
に
対
す
る
行
為
規
範
を
準
則
化
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
立
法
に
繋
が
っ
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
比
較
法
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）


